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　私立浜はま之の宮みや学園、理事長室にて。

　浜之宮ありすは眉み間けんに皺しわを寄せて、手元の書類に隅々まで目を通す。

　その書類には、一人の少年について書かれていた。

「小こ熊ぐま浩こう一いち……十六歳の高校二年生。身長百七十センチ、体重五十六キロ。写真映りはあんまり良くないわね……目に掛かる程度の髪の長さ、目元、鼻筋、口元、輪りん郭かく……どこのパーツも特に目立たず。ルックスは可も無く不可も無くってトコね。成績も普通。素行……特に問題無し。性格は……大人しく、日ひ和より見み主義的なところあり。基本的にはここも普通ね。草食系男子って感じかしら」

　続いて別の書類に目を通す。こちらは女の子五人分で五枚、机の上に並べてみた。

　それぞれの写真を眺ながめる。どの子もタイプは違うものの、一目見れば記憶に残るくらいの器量。高校生ということを考えると、男子と一度は付き合っていて当然、というほどの容よう貌ぼうだ。

　しかし、その女の子達のデータが書かれた書類には、備考欄にある一文が加えられている。

「恋人無し。恋愛適応度……Ｚ」

　ありすは眉まゆを曇くもらせた。

「機を見て実施したテストだったけど……。こんな結果が出てしまえば、理事長として放っておくわけにはいかないわ」

　彼女達の書類に目を通す。……たしかに、五人ともこの結果が出てもおかしくないような経験をしている。生まれついての性格、ということも理由の一つだろうが。

　ありすはため息をつき、小熊浩一の書類を手に取る。写真の中の彼は、どこか頼りなさそうに笑っている。

「あなたは、彼女達を救ってあげることが出来るのかしら？」

　彼の書類にも、最後に備考が書き加えられていた。




　小熊浩一は、極めて特殊な『体質』を持っている──。










　　　　１




　──海の匂においがする。




　それがこの町の第一印象。四月三日。新年度が見えてくる春休みの一日──

「いるか寮……。ここか」

　暖かい春のそよ風の中、手元の地図と目の前の建物を見比べる。

　御み崎さき町ちよう四丁目、海沿いの国道から山側へ徒歩五分。

　海が見える二階建てアパート。木製の表札には『いるか寮』の四文字。

　……うん、ここで間違いないはずだ。

　木造、二階建て寄よせ棟むね屋根のアパートメント。建物の外装は……はっきり言って老ろう朽きゆう化していた。元々の造りはしっかりしているようだし、手入れはしてあるのか汚くはないのだが、どこを見ても随ずい分ぶんと年季が入っていた。築四十年、といったところだろうか。

　そして寮のてっぺん、屋根の上には、これも年季の入ったいるかの彫り物が設置されていた。

　俺──小こ熊ぐま浩こう一いちが転入することになっている私立浜はま之の宮みや学園の学生寮、『いるか寮』。

　こきこきと首を鳴らし、ボストンバッグを抱かかえ直す。バス停から二十分弱。重いバッグを提さげてきたので、肩が痛くなってしまった。

「ちょっと緊張するなあ……」

　遠く東京からやってきて、ここが今後俺の暮らす新天地になるんだ。早く馴な染じめるように頑張らないと……。

　身だしなみを整え、門をくぐって中へと入っていく。庭には二本の立派なソメイヨシノが植えられてあり、全身に薄桃色の花を纏まとっていた。公園などに行かなくても、ここでお花見が出来そうだ。さらに花壇も備えられているようで、こちらも雑草一本生えておらず、色とりどりの花々で彩られていた。

「へえ、男子寮なのに綺き麗れいにしてあるんだ……」

　庭を眺ながめながらも玄関口に到着。えっと、インターホンインターホン……。

　カチカチと玄関脇わきに取り付けてあったインターホンを押すが、いくら繰り返しても反応が無い。……壊れてるのか？　理事長が迎えに出てくれるっていうことだったんだけど。

「……入っていいのかな」

　気が引けたが、このままここにいても仕方がない。引き戸に手を掛けると、抵抗なくガララ、と音を立てて戸が開いた。

　途端、ふんわりと古びた木々の香りが漂ってきた。中はもっとボロいのかと思っていたが、床も壁もしっかりと掃除されているのか、劣化した壁の染み以外は汚れている所も見当たらない。玄関の靴箱には花か瓶びんに生いけられた桜の枝が一本と、ガラス細工の犬の置物が一つ……。

　ここを共同玄関として、それぞれの部屋に分かれているという形らしい。外から見ると普通の個別玄関型アパートに見えたが、ちゃんと寮の形態は取っているらしかった。

「おーい、誰かいませんかー？」

　返事は来ない。……鍵かぎは開いてたけど、みんな出かけてるのかな。

　ボストンバッグを床に置き、中からいるか寮の案内小冊子を取り出す。

　俺の転入する学校の理事長が自分で作ったという冊子。なぜだか可愛かわいらしくデフォルメされたイルカの絵がマスコットとして描えがかれていて、『いるか寮へようこそ！』という吹き出しがついている。しかもそれが妙みように上う手まい。全て理事長の手書きらしいけど……写真で見た理事長さんは堅いイメージの女の人だったんだけどなあ。

　寮の案内図によると、二階の２０４号室が俺の部屋らしかった。

　……上がってもいいか。俺、今日からここの住人なんだから、遠えん慮りよし過ぎるのもおかしいし。

　靴を脱ぎ、廊下に上がる。靴下越しに床の冷たい感触。寮生活は初めてなので緊張する……。

　階段の前で、廊下は左右に分かれていた。人の気配は無いし、おそらく誰もいないんだろう。

　ボストンバッグ片手に二階へ。階段がきしきしと軋きしみをあげるが、床が抜けそうという感覚は無い。見た目はボロだが、やはり作りはしっかりしているらしい。

　二階に上がると、一階と同じく両側に廊下が延びていた。向かい合う部屋が西に四つ、東に四つ。

　寮案内に目を通す。えっと……一階は１０１から１０４号室。二階は２０１から２０８号室。

　まずは部屋に向かおうと、廊下を左手側へ。端っこの２０４号室に到着。

　あ……鍵、開いてるのかな。

　不安になりながらドアノブに手を掛けると──かちゃりと音がした。鍵は掛かっていなかったらしい。

　すう、と息を吸う。新しい町、新しい学校……。そしてここは俺がこれから住む新しい部屋。今後二年間お世話になるんだ。どんな部屋なんだろう……。

　ドキドキしながらも、ぐっと手に力を込めて……。

　俺は新居のドアを開けた。

　さあっと南風が通り抜けていき、鼻び孔こうには潮の混ざる春の匂においが満ちて、




「…………え？」




　部屋の中の光景に、目を疑った。

　女の子が一人、部屋の中央に立っている。

　顔立ちの整った、綺き麗れいな女の子だった。たぶん、歳としは俺と同じくらいだろう。やや細めの輪りん郭かく、気の強そうな吊つりがちの目に、笹ささの葉のようにすらりと伸びる眉まゆ。鼻筋もすっと通っており、唇くちびるは薄い桜色だった。そして一ひと際きわ目を惹ひく艶つややかな黒髪は腰の辺りまで伸びており、窓からの風を受けてさらさらと揺ゆれている。首には銀色のロケットのついたペンダントが提さげられていた。

　化粧っ気は全く無い。大人っぽい雰ふん囲い気きと、可愛かわいらしい印象が半々という感じ。アイドルというよりは、どちらかといえば女優タイプの完成された容姿だろうか……。

　そんな彼女は、目を大きく見開いて俺を見ている。微動だにしない。まばたきすら忘れているようだった。

　俺も同じように、彼女を見たまま凍り付いている。

　彼女はちょうど、カッターシャツを脱ごうとしているところだった。スカートはすでに床に落ちており、シャツは前側のボタンが全て開かれて下着が露あらわになっている。ふんわりとブラを押し上げる豊かな胸、白い谷間が目に眩まぶしい。シャツの合間から覗のぞくお臍へそ、腰はきゅっと猫ねこのようにくびれていて、下腹部には小さなリボンのついた純白ぱんつが三角を描いている……。染み一つ無く、余分な脂肪も筋肉も無い健康的な太ふと股ももは一目で脳のう裏りに焼き付いてしまった。

　しん、と静まりかえる空間。俺達は呼吸も忘れて見つめ合っている。

　と、きし、と足あし下もとの床が軋きしんだ。

　ぱち、と彼女が一度瞬まばたきして──俺の体にぞくぞくと寒気が走る。

　そして次の瞬しゆん間かん、彼女の目にじわっと涙が浮かんでいた。俺の時間も同時に動き出すが……。

「え、えと、あの……！」

　言葉がうまく出てこない。なんでこんなことになっているのかさっぱり分からない。

　そんなパニック状態の俺の前で──彼女は口を大きく開いていた。




「いやあああああああああああああああああああああああああ!!」




　ガラスに罅ひびを入れるような叫さけび声が寮内に木こ霊だまする。

　俺は慌あわててドアを閉めようとするが──彼女の反応は早かった。素早く何かを手に取り、投とう擲てきする半裸の女の子が閉めかけたドア越しに見えて──

「いたあっ!!」

　ゴスッと額ひたいに目覚まし時計が突き刺さる。ぐらっと倒れそうになるが……、

「ま、待ちなさいよ変態！　捕まえて警察に突き出してやるんだから！」

「け、警察!?　待って、話を聞いて──ひぃっ！」

　彼女は目の奥に殺意を宿らせていた。びびった俺は、転がるようにして階段へと走り出す。

　──ど、どど、どうなってるんだ、なんで女の子がいるんだ……!?　わけ分かんないけど、と、とにかく逃げないと……!!

　ドタバタと転げ落ちそうになりながらも階段を駆かけ下りる。上からはあの子が追ってきているのか、激しい足音が聞こえてきていた。

　追われる者の恐怖を感じながら玄関を飛び出──そうとするのだが、

「うお……っ」

　ききっと急ブレーキをかける。玄関からさらに二人の女の子が入ってきたのだ。

　片方は肩に掛かるくらいのボブカットで、前髪を髪留めで分けている。そして目立つのは二本ほど触覚のように飛び出している髪の毛。鷹たかのような鋭するどい目で、見るからに気が強そうだ。服装はパンツルックだった。

　そしてもう一人は、長い髪を頭の後ろで結っているらしい。蝶ちようのような形のリボンが印象的。目は大きめなのだが、隣の子とは対照的に優しそうな目元をしている。こちらはスカート姿だ。

　どちらも小柄だし、中学生なのかもしれない。それぞれ手には買い物袋を持っていた。

　……が、二人を見ている暇があれば逃げれば良かったと思う。

　二人の反応は全く違った。俺の姿を認めると同時、ボブカットの女の子はその切れ長の目を鋭するどく光らせ、身構えてこちらを睨にらみつけてくる。そしてもう一人のリボンの子は、きょとんとしているだけだった。

「貴様は誰だ!!　泥棒か!?」

　無理に低くしているような声なのだが、身長相応の幼さを感じる……とはいえ、芯が通っているせいか威圧感抜群。眼光も鋭く、俺は気け圧おされて言葉に詰まる。

「そいつ痴ち漢かんよ！　竜りゆう子こ、殺していいわ!!」
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　はっとして背後に目を向けると、あの女の子が間近に迫せまっていた。ロングヘアの彼女は着替えの途中のままなのか、体に長めのコートを羽織っている。

「ちょ、ちょっと待てって！　俺は痴漢なんかじゃ……ひぃっ!?」

　ボブカットの少女の瞳ひとみがきらりと怪しく光り、彼女はおもむろに傘かさ立ての横に立てかけてあった金属バットを手に取った。さらにそれを両手持ちして不敵に笑う。

「ふん……この寮に忍び込む愚おろか者がいるとはな……。私の剣の錆さびにしてやる！」

「ば、バカ、よく見ろ。それは剣じゃなくてバット──うわあっ!?」

　彼女は靴を脱ぎ捨ててふわりと廊下に降り立ち、金属バットを振りかぶってこちらに飛びかかってきた。流れるようにびゅんっと風切り音を立てて振り下ろされる金属製の凶器──

「あぶなっ！」

　ひょいっと体を捻ひねって間一髪避よける。次の瞬しゆん間かんにはバキッと堅い音を立て、バットが床に突き刺さっていた。

　ゆらりと体をゆらめかせ、ボブカットはこちらに刀のような視線を向ける。

　俺はごくりと唾つばを飲み込んだ。

「ま、待って、そんなの食らったら俺は死ぬ……」

「殺す気でやっているんだ。痴ち漢かんなど生かしておく価値は無い……」

　目に怪しい光が宿っている。……や、やばいぞ、これは殺し屋の目だ。この子は本気で俺を殺すつもりに違いない。

　ぞくぞくと背筋に冷たいものを感じていると、玄関に立ったままのリボン少女が「はいっはいっ」とぴょこぴょこ背伸びするように手を挙げ、

「あ、あの、さすがに殺したりするのはいけないと思うんですけどっ」

「いいや、痴漢などというクズ男は一度頭をかち割らなければ懲こりないものだ。黙だまって見ていなさい、珠たま」

　殺人ボブカットに言われ、至極常識的に意見してくれた少女は困ったように黙り込んでしまった。……も、もうちょっと頑張って止めてくれると嬉うれしかったんだけどな。

　息を詰まらせながら後退……しかしすぐに壁に背中が当たってしまう。冷や汗がだらだらと全身を濡ぬらす。

　ボブカットの彼女はバットを正眼に構え、じりじりと俺への距離を詰めてきていた。さらに、

「あなた、よくも私の裸を見てくれたわね。絶対許さないから……」

　着替え中だった彼女も目を潤うるませたままで、俺に殺気を向けてきている。手に持っているのはトランシーバーのような機械……って、こ、これはもしや、スタンガンというものなのでは……。

　頭をトマトのようにかち割られ、全身に電気を流されてビクンビクン痙けい攣れんしている自分を想像して腰が抜けそうになってしまった。

「ま、まま、待ってってば！　俺はホントに痴ち漢かんなんかじゃないんだよ！　今日からここに入寮することになってたんだ！」

「嘘うそつかないで！　ここは女子寮よ！　男が入寮なんて出来るわけないでしょ！」

　スタンガンを構えた少女がさらに厳しく睨にらみつけてくる……が、俺は呆あつ気けにとられていた。

「じょ、女子寮……？　そんな……でも、ここっているか寮だろ？」

「そうよ。いるか寮は女子寮！　男子寮は別の所にある『あざらし寮』よ！」

　ポケットに丸めて突っ込んでいた小冊子を慌あわてて取り出す。そこに書いているのは……うん、やっぱりいるか寮だ。

「ほ、ほら、これ入寮案内だけど、これにも『いるか寮』って書いてある──」

「死ねえええええええええ!!」

　俺の声を聞く気など一切無く、ボブカットの少女が怒声を上げてバットを振りかぶっていた。

「ひい─────────!!」

　全身の毛を逆立たせ、俺は腕で顔面をガードする。しかし目の前の少女の剣幕だと、俺の腕ガードなど小枝みたいにブチ折って脳天が潰つぶされてしまうのではと思う。

　脳のう裏りに今までの日々が蘇よみがえってくる。主にねーちゃんから愛という名の教育を受けた記憶ばっかりだけど。

　これが走そう馬ま燈とうか……。ああ、もう少し生きたかったな……。

　迫せまり来る風切り音。俺は死を覚悟して、目を瞑つむり──




「こら！　新入居者をいじめたら駄だ目めでしょう！」




　大人っぽい女性の声が響き渡った。

　とん、と腕にバットが触れる。予想していた衝撃は来ない……。

　おそるおそる目を開けると、ボブカットの少女は打ち下ろそうとした姿勢のままでぴたりと動きを止めていた。

　──た、助かった……？

　俺は壁に背中を預け、そのまま力が抜けてずるずると床にへたり込む。

　女の子達はそんな俺を尻しり目めに、背後に顔を向けた。彼女達の向こう側には、いかにもやり手のキャリアウーマンという感じのスーツ姿の女性が立っている。胸にかかるくらいのよく手入れされた髪は美しく、細面で耳に付けたイヤリングが似合っていた。俺よりは背が低いが、着替え途中だった女の子に比べると少し高い。百六十センチちょっとくらいだろう。

　……この人の顔は見たことがある。写真ではもっと髪が長かったけど、彼女は──

「……理事長、どういうことですか？　新入居者？」

　スタンガンを構えていた彼女がそう言うと、大人の女性──理事長は「ええ」と深く頷うなずいて、

「新入居者が来るって、前に話しておいたでしょう？　彼がその新入居者よ。ほらほらみんな、快く迎えてあげて？」

　理事長が空気も読まずに促うながすが──

「…………」

　女の子陣はきょとんとしているだけだった。




　　　　２




　結局、一階の西側にあった食堂で説明を受けることになったのだが……、

「……ねえ二人とも、そこまでする必要はあるのかしら？」

　テーブルの向かい側に座る理事長が、悲ひ惨さんな状態にある俺を見て呆あきれたように言う。

　呆れるのも当然……俺は拷ごう問もん中の捕ほ虜りよのように椅い子すにロープで縛しばり付けられているのだ。腕に痕あとがつくんじゃないかというくらいに執しつ拗ように。さらに困ったことに……、

「むー、むーっ」

　口にはガムテープまで貼り付ける徹底ぶりだ。ちなみにやったのは俺の左右に死刑執行人のように立っている着替え途中女（今は着替えを済ませていた）、そして触覚ボブカット女の二人である。ヘビに囲まれているようにゾクゾク寒気がする……。

　二人はしれっと言い放つ。

「これくらいやらないと危険です。この男、私の着替えを覗のぞきましたから」

「私もこれくらいやってちょうどだと思う。本当なら警察を呼びたいところだぞ」

　抗議の声を上げようとしても、「むーっ」とくぐもった音が喉のどから出るだけだ。……着替え途中女が怒るのは分かるけど、どうしてこのボブカットはこうも俺に殺気を向けてくるのか。

　鋭するどい目が印象的なボブカット女。その瞳ひとみはしっかりと前を捉とらえていてブレることがない。顔が強こわ張ばっているのでキツい印象があるが、ほっぺたなどは少し丸っこい感じだった。

　……この子には何もしてないはずなのになあ。

　隣の少女二人に恐怖を感じていると──俺から離れた所に座ったリボンの少女はさっきと同じようにぴんっと手を挙げて、

「あのぅ、さすがに拘束するのは可哀かわい想そうではないでしょーかっ？」

「珠たまちゃん、可哀想だなんて思っちゃダメ。この男はケダモノよ？」

　着替え途中女に言われると、リボンの子はまた意見を引っ込めてしまう。

　リボンの彼女はボブカット女よりさらに小柄だ。幼いようにも見えるが目元や鼻筋などそれぞれの部分が非常に整っており、将来美人になりそうなタイプ。声こわ音ねなどからして明るそうな子だった。

　……ありがとう、横の二人が酷ひどいだけに、君が気遣ってくれるだけで癒いやされるよ。

　そんな女性陣のやり取りを見ていた理事長はため息をついて、

「ちょっと我が慢まんしてね、浩こう一いち君。事情を聞けば解放されるはずだから」

「解放する時は、この男の命がなくなる時だ」

　ボブカット女はどこからか持ってきた竹刀しないを俺の首に突き付ける。……見た目は可愛かわいい方だと思うのになあ。なんでこうスティーブン・セガール並みに危険な空気を纏まとってるんだろう。

「えー……まず、彼の名前ね。彼は小こ熊ぐま浩一君。私の学生時代に親友だった人の弟よ」

　……この人がねーちゃんの親友なんだよな。なんでも大学時代のルームメイトだったらしい。学生時代の写真は見せて貰もらったけど、そこに映っていた彼女は髪がもっと長かった。今はさらっと胸元にかかるくらいで切られていて、大人っぽさが増しているみたいだ。ねーちゃんと同い年だから、二十七歳か。若い理事長さんだ。

「はあ……。それがどうしてこのいるか寮に来るんです？」

「まあまあ、その話もしてあげるけど、まずはみんなの自己紹介でしょう」

　理事長は居ずまいを正し、俺に向き直って微笑する。

「私は理事長の浜はま之の宮みやありす。あなたも私を呼ぶ時は理事長と呼びなさい。下の名前で呼んだら殺すから」

　最後に付け加えられた一言にぞくっとした。

　さ、次よ、と理事長が促うながすと、俺の横に立つ二人はふいっと顔を逸そらした。自己紹介なんてしないと言いたいのだろう。

「あの、それじゃ、わたしからいきますっ」

　リボンの子が立ち上がると、柔らかそうな髪がふわっと揺ゆれる。そして俺にその水がたゆたうような瞳ひとみを向け、

「わたしは、佐さ倉くら珠たまっていいます。今年から浜之宮学園高等部の一年生になります。家事全般、特にお料理が大好きです。気軽に『珠』って呼んでくださいね。よろしくお願いしますっ」

　ぺこり、と四十五度くらいに頭を下げる佐倉さん──珠ちゃん。そして顔を上げた時には、にこっと向日葵ひまわりのような笑え顔がおを浮かべていた。なんだかほっと安心してしまうような明るい声と、その態度。冬の木こ漏もれ日みたいに、ほんのりあったかい雰ふん囲い気きの子だなあ……。

「むむむむむむむむむ」

　こちらこそよろしく、と言ったつもりだったが声なんか出てこない。仕方ないので頭だけ下げておいた。

「ほら、次はあなた達よ。後輩がきちんと挨あい拶さつしたんだから、二人も珠ちゃんに倣ならいなさい。先輩なら出来ないわけがないわよね？」

　挑発するような言い方が効いたのかもしれない。口を尖とがらせてそっぽを向いていた着替え途中女が、不ふ承しよう不ぶ承しようという感じで話し始めた。

「……私は如月きさらぎ美み空そら。浜はま之の宮みや学園高等部二年生。以上」

　ふんっと鼻を鳴らす如月。これ以上喋しやべる気はないと言いたげだった。

　最後はもう一人、ボブカットなのだが……。

「さあ、竜りゆう子こちゃん。最後はあなたよ」

「私は自己紹介などしない」

「しないと恥はずかしい秘密をバラすわ。……あの夜のね」

　ぴくっとボブカット女は眉まゆを跳はねさせ、心なしか頬ほほを膨ふくらませて理事長を睨にらむ。……恥ずかしい秘密。どんな秘密なんだろう。

「……分かった、自己紹介すればいいのだろう。私の名前は竜たつ浪なみ竜子。美空と同じ浜之宮学園高等部の二年生だ」

「ダメね。もっと可愛かわいらしく」

　理事長にダメ出しされ、竜浪はぐっと歯を噛かむ。意識していないのかもしれないが、ぷくっと頬が膨れてリスのような顔になってしまった。前髪の触覚がふわっと揺ゆれる。

　どうするのかと窺うかがっていると──じわりとその気の強そうな瞳ひとみに涙が浮かんできた。対照的にニヤリと笑えみを浮かべる理事長……。

「ふふ、泣くの？　泣いているのね？」

「泣いてなどいない！」

　竜浪はふんっと再びそっぽを向いた。……感情の振れが激しい子なのかな。しかしこの子も二年生か……。結構な童顔だし、中学生かと思ってたよ。

　理事長はくすくす楽しそうに微笑しながらも竜浪を宥なだめ、表情を改めてなにやらポケットからメモ用紙を取り出した。

「さて……それじゃ、浩こう一いち君の紹介は私がするわね。彼は浜之宮学園高等部の二学年に転入する小こ熊ぐま浩一君。趣味は姉からもらった古いゲーム○ーイアドバンス。特技は無し。家事は好きではないけれど、部屋の整頓は得意。美人のお姉様が大好きな困ったシスコンちゃん。小学校時代にはお姉様が隣にいないと眠れなかったくらい。ちなみにおねしょは小学校四年の時まで──」

「むーっ!!　むむむむむーっ!!」

　女の子達から嘲ちよう笑しようの目を向けられ、ぶんぶんと激しく首を振る。で、デタラメだ……！　これ絶対ねーちゃんから吹き込まれただろ！

　涙目でもうやめろと訴えていると、理事長はクールな顔のままでいらんことの書かれたらしい紙を置き、

「紹介は以上。あとは彼のここに入寮する理由、特殊な事情についてだけど……」

　ぴく、と女性陣が反応する……。

　そして俺も同様に反応していた。特殊な事情……？　なんのことだ。俺がこの町に来たのは新しい学校に入るため……。転校の理由は、こっちの方が前にいた学校よりも環境が良いし、進学率も高くてオススメだとねーちゃんに勧められたからだ。偏差値的には前いた学校と変わらなかったお陰か、編入試験も簡単なもので済んだし……。ねーちゃんから離れて暮らすことが出来るというのも魅力だった。理由といえばそれくらいだ。

　不思議に思っていると、理事長は物もの憂うげに目を伏せ、

「美み空そらちゃん、浩こう一いち君の手にちょっと触ってみて」

「む!?　むむむ！　むむむむむむむむ！」

　いきなり何を言い出すのか。俺はぶんぶんと激しく首を振る。

「え？　絶対嫌いやです。どうして私が男の人なんかに触さわらないといけないんですか？」

　俺にとっても幸いなことに、断固お断りする、と言葉とそっぽを向く仕草で表現する如月きさらぎ。しかし理事長はその反応を分かっていたとでもいうように動ぜず、す、とポケットから一枚の写真を取り出した。

「ここに写真があるのね。美空ちゃんがアイスの蓋ふたを隅々まで貧乏臭くさく──」

　如月が凄すごい勢いで理事長の持つ写真へと飛びかかるが、しゅぱっとかわされてしまう。理事長は写真をポケットに戻し、何事も無かったように椅い子すの背もたれに背中を預けていた。

「この写真、どうしようかしら。あとで寮生のみんなに見せてあげようかな」

　意地悪心の滲にじむ言葉に、口を尖とがらせて理事長を睨にらんでいた如月だったが──

「くぅ……わ、分かりました！　触ればいいんでしょ！」

　理事長はふっと笑い、戻ってきた如月は渋しぶ々しぶと俺の手に触れようとしてくる。

　女の子が、俺の手に……。

「むーっ、むーっ!!」

　本来なら可愛かわいい女の子に触ってもらってラッキーと喜ぶべき状況だと思うのだが……俺の体は違う反応を示す。ぞわわっと背筋が粟立ってきた。全身を揺ゆさぶって逃げようとする。椅い子すを揺らせばなんとか移動できる──

「ちょ、ちょっと、あなたどうしてそんなに嫌がるのよ。私に触られるのが嫌だって言うの？」

　こくこくこくっと激しく頷うなずく。嫌に決まってるじゃないか。女の子に触られるくらいならキリンのくっさい舌で頬ほほを舐なめられた方がまだマシだ。

　……が、俺のそんな感情が伝わってしまったか、彼女はぴくぴくと頬ほほを引きつらせ、

「へえ……まあ、私の方が数倍嫌なんだけどね。さすがにそこまで嫌がられるとちょっと腹が立つわ」

　報復だとでもいうのか、そっと俺の掌てのひらに指で触れてくる。如月も本当に心から嫌なのか、触れるのは人差し指と中指の先だけだった。

　ぴとっと触れて、少しの間時間が経過。

　男とは違う、温かい指先……如月きさらぎの、女の子の感触……。

　ブツブツブツブツッ。

「え……？」

　如月を始め、女の子陣が一様に目をしばたたかせる。

　そして電撃でも流されたかのようにガタガタ体を痙けい攣れんさせる俺。指を、指を離してくれ……!!

　全身が痒かゆい、熱いんだって……!!

「な、なによこれ!!」

　如月は目の前でいきなり火事が起きたとでもいうように飛び退のき、竜たつ浪なみも目をまん丸にして辺りを見回す。

「な、なにかヘンな虫がいるのではないか!?　さ、殺虫剤はどこだ殺虫剤は!!」

　さすがの二人も大おお慌あわてだが……まあ、それも当然のことだろう。

　──蕁じん麻ま疹しんだ。

　俺の掌てのひらはもちろんのこと、おそらく顔から足まで全身に蕁麻疹が出ているはず。これを見て驚かない奴やつの方がおかしいに違いない。

「だ、大丈夫ですかっ？　わ、わわ、わたし、救急箱取ってきますっ」

　珠たまちゃんが立ち上がってタンスに走り寄ろうとするが──それを理事長が押しとどめた。

「少し待っていれば治るはずよ。そう聞いてるわ」

　理事長に言われ、え、と不思議そうな顔をしながらも女の子陣は俺の体を観察している。

　何度か鼻で大きく息を吸い込んでいると、次第に心に平静が戻ってきた。ふーっと息を吐はき出すと、全身の熱さがゆっくりと冷めていく。

　如月が目をぱちぱちとまばたかせ、

「な、治った……？　どうなってるの？」

「それが彼の特殊な事情、転校の理由なのよ」

　全員が理事長に注目する。

　そして口にされる俺の特殊な『体質』……。

「彼はね、女性恐怖症なの。女性が怖くて怖くて仕方が無い……あげくの果てには、女の子に触れられるだけで蕁麻疹が出ちゃう、困った体質を持ってるのよ」

　三人とも目を丸くして俺を見る。

「女性恐怖症……。男の人にも、そういう体質の人がいるの？」

　如月達はみんな驚いているようだったが、今の俺の反応を見てしまっては、信じざるを得ないはず……。

　が、分からない。俺が女性恐怖症だとして、それがどうして転校の理由に繋つながるんだ？

　理事長は俺の疑問を読み取ったのか、真剣な顔で、

「これは彼、小こ熊ぐま浩こう一いち君のリハビリテーション。浩一君は今日からこの女子寮に住み、体質改善に励むことになります。みんな、協力してあげてね」

　みんなが息をのみ、一斉に何かを喋しやべりだそうとする──

　しかしそれよりも前に、俺は大きな声を上げていた。

「むむむむむむむむっ!!　むむむむむむむむ!!」

　ガッタンガッタン椅い子すを揺ゆらしながら全力アピール。く、くそ、言葉が出せないって不便なんだな……！

　ガムテープを剥はがせないかと口を無理矢理開こうとしていると、大きなリボンの珠たまちゃんがとてとてと俺に近づいてきた。彼女でも、異性である以上俺にとって驚異であることは変わらない。ヘビが近づいてくるような圧迫感……。

「あの、ガムテープ、取ってあげますっ。動かないでくださいね……」

　彼女は背が低いので、椅子に座った俺とちょうど目線が同じくらいになる。珠ちゃんはそっと俺の口に手を伸ばし、肌には触さわらないようにして、ぺりぺりとガムテープをはぎ取ってくれる。俺に痛みを与えないように、慎重に、ゆっくりと……。その目には俺を思いやる気持ちで溢あふれているように見える。

　……やっぱり優しい子なんだなあ。

　ゾクゾクと寒気はしていたが、横の二人の殺人視線にさらされて傷ついた心がほんわか癒いやされるようだった。

　が──彼女はなぜだか突然「へ、へっ」と引きつったような声を漏もらし始め、

「へくちっ」

「いてえ!?」

　ビリィッと音を立て、途中から一気にガムテープがはぎ取られた。彼女が小鳥の鳴き声のようなくしゃみをした勢いで、手が滑すべってしまったらしい。

「あ、ご、ごめんなさい！　わたし、ついくしゃみを……」

「い、いや、いいんだよ。あんまり痛くなかったからさ」

　ぺこぺこ謝る珠ちゃんに笑え顔がおを返す。本当は口がひりひりしているのだが、それ以上に彼女の思いやりが温かかった。

　……まったく、この優しさを横の二人にも見習って欲しいよ。

「おいばかもの！　どうして私達が貴様の体質改善なんぞに付き合わなければならんのだ！」

　ほら、この竜たつ浪なみなんかいちいち俺の喉のど元もとに竹刀しない突き付けてくるし。ただの危ない人だもんな。

　まあ、肩を怒いからせて怒鳴る彼女の発言はごもっとも……だけど、それは俺に言うことじゃないだろう。

「理事長さん！　俺は何も聞いてませんよ！　単にこっちの学校の方が環境が良いって聞いてただけなんだから！」

「これを見てもそれが言えるかしら？」

　理事長は一枚の紙切れを取り出した。

「……あ、それ、入寮の書類？」

　先月辺りだったか、ねーちゃんから渡された入寮申込書だ。これには俺のサインが入っているはずだが……、

「べ、別に入寮申し込みしたからって、入寮を強制されるってわけじゃないでしょう？　そもそもその書類には、ここが女子寮だってことは書かれていなかったはずです」

「そんなことはないわ。これは契約書だもの。それにほら、ちゃんと見てみなさい。この寮に入って女性恐怖症を治す旨むねが書かれているでしょう？」

　理事長が近づいてきて、俺の目の前に書類を突き付けてくる。

　……が、彼女の言うような文面はどこにも見当たらない。普通に『いるか寮への入寮を申し込みます』としか書いていなかった。

「署名のすぐ上の辺りよ。もっとちゃんと見なさい」

　眉まゆをひそめ、その辺りを凝視すると……。

「あの……このものすごく薄く鉛筆で書かれてる『いるか寮は女性だらけですが、僕はここで女性恐怖症を治すことに同意します。卒業するまでこの寮以外には住まないことを誓います』っていう文は……」

「そう、それが契約ね。サインもしてあるし、この契約書がある以上、あなたはここに住むしかないのよ。あら、もしかして気付かなかった？」

　わざとらしくきょとんとする理事長。俺は息巻いて立ち上がろうとするが、がたんっと椅い子すが揺ゆれただけだった。

「き、きったねえ！　詐さ欺ぎじゃないですかこれ！」

「詐欺じゃありません。あなたが契約書にサインしたんだから。さて、これで分かったわね。浩こう一いち君はこれからこの女だらけの寮で暮らさなきゃならないのよ」

　契約書をひらひらと見せつけられ、言葉に詰まっていると──姉がこの人の親友だということを思い出す。

「ま、まさか、ねーちゃんもグルなんですか!?」

「グルって……言い方が悪いわね。お互いの目的が一致したから協力しただけよ」

　悪びれない理事長に何も言えない。……そうか、だからねーちゃんはあんなにもしつこく転校を勧めたのか。くそ、俺の女性恐怖症を治すって……？　治そうとして治るもんじゃないって、ねーちゃんもよく知っているだろうに。

「ちょ、ちょっと待ってください！　私達だって嫌いやですよ！」

　顔をしかめていると、今度は如月きさらぎが声を荒げた。

「私達も男の人なんか嫌いなんです！　理事長だって知ってるでしょ!?」

「知ってるわよ。でもいいでしょ。浩一君は他の男とは違って、あなた達に手なんか出したり出来ないもの。さっきの蕁じん麻ま疹しん、見たでしょう？　力になってあげたいとは思わない？」

　如月きさらぎは俺を一いち瞥べつして、むう、と唸うなりながら、

「そ、それは……気の毒だとは思いますけど、私達には元々関係の無いことなんですし」

「それに、ここが女子寮であることも事実だ。男が入る道理が無いぞ」

　竜たつ浪なみももちろん反対派。しかし理事長は動じることなく、

「私は一度もここが女子寮だって言った覚えは無いわよ？　入居者がたまたま女の子ばかりだったっていうだけ。竜りゆう子こちゃん達、勘違いしてたんじゃない？」

　今度は如月達が言葉に詰まる番だった。何か反論のネタを捜さがしているようだったが、見つからないらしい。

　しかしそもそも、こんなやり取りは必要無いのだ。俺に住む気が全く無いんだから。

「と、とにかく、俺はここには住みません！　男子寮に移らせてください！」

「ダメよ。契約書があるもの。それに……あなたのお姉さんも、弟のことを本気で心配していたのよ？　そろそろあの子も異性に興味を持つべきだって……。姉の許し無く勝手に恋人作ったりするのは絶対駄だ目めとも言っていたけれど」

　……心配しなくても、恋人なんて出来るはずがないっての。

　なおも反論しようとする俺達だったが──理事長はぱん、と手を叩たたいて、

「それじゃあ、この話は一旦終わりにします。みんなに言っていなかった私も悪いし、今はゆうひちゃんと扇せん香かちゃんがいないわ。夜にもう一度話し合いをするから、今後の事はその時に決めましょう？」

「で、でも……」

　文句を言おうとした俺達を、理事長は工事現場の看板のようなストップの手で黙だまらせる。

「話は夜にと言ったでしょう？　さて……ここに住むにしても住まないにしても、浩こう一いち君はこの町で暮らすことになるんだから、ちょっと町を見て回ってきたらどうかしら？」

「は、はあ……。でも、契約書だけは返して欲しいんですけど」

「これは後で金庫に保管しておくわ。誰にも渡さないから」

　理事長は契約書を綺き麗れいに畳んでポケットに仕舞い、立ち上がって食堂を出て行こうとする──が、最後にこちらに振り返り、

「あ、そうだ。美み空そらちゃん、浩一君は右も左も分からないはずだから、町を案内してあげてね。竜りゆう子こちゃんだと途中で暴力沙ざ汰たになりそうだし、珠たまちゃんは夕飯の支度があるから」

　当然の如ごとく眉まゆを吊つり上げる如月……。

「い、嫌いやです！　どうして私が……」

「あなた一年の時は学級委員長だったでしょう？　面倒見良いじゃない。それに恥はずかしい写真……」

　ひらひらと何かの写真を理事長がちらつかせると、如月は眉をぴくぴくさせながらも黙だまり込んでしまった。

　理事長は何事も無かったように出て行き、竜たつ浪なみも肩を怒いからせたままで外へ。珠たまちゃんはこちらに心配するような顔を向けてくれていたが、時計を見ると慌あわてたように食堂傍そばの台所へと入っていった。

　後には俺と如月きさらぎの二人だけが残される。

「……小こ熊ぐま、浩こう一いち君だっけ？」

　如月はこちらを恨うらめしげに睨にらみつけ、

「……一メートル以内に近寄ったら、電流お見舞いするからね」

　スタンガンを構え、危険極まりないことを言うのだった。







「浩一君、ちょっといい？」

　食堂から外に出ると、１０１号室のドアから顔を出した理事長に手招きされた。

　……良い機会だ。さっきの契約書やらなんやら、話をすることは山ほどある。

　異性の部屋ということで一いつ瞬しゆん躊躇ためらいながらも、１０１号室に入っていくと、ふんわりと良い匂においが──漂ってくるんだけど……。

　部屋の状態が、その、一言で言えば汚い。プリントが乱雑にローデスクに積まれており、なにやら難しそうなビジネス本から漫画本までばらばらと床に散らばっている。さらにビールの空き缶まで転がっているのだ。そしてトドメに亀○の柿の種の開封済み小袋が至る所に……。

「……あの、ここって理事長の部屋なんですか？」

　呆ぼう然ぜんとして聞く俺を、理事長はじっと見つめ、

「そうだけど……浩一君、今、『なんて親おや父じくさい部屋なんだ……』って思ったでしょう？」

「い、いえ、そんなことは……ただ、ちょっと散らかってるなって思っただけです」

「そう……。でも、あなたのお姉さんも相当なものだったから、こういう部屋は見慣れてるでしょう？」

　理事長は特に気にしていない様子でそう言うが……たしかに、ねーちゃんのズボラさも半端ではない。見た目は超のつくくらいの美人、だけど裏ではこんなもん……っていうのは、この世の常識なのだろうか。

「ま、それはいいわ。そこに座りなさい」

　俺に座布団を促うながし、自分は本の山から引っ張りだしたものに座る理事長。

　すすっと座布団の位置を理事長から遠ざけて座ると、彼女はそんな俺を特に気にする様子も無く眺ながめて、こほん、と咳せき払いをして話し始める。

「浩一君も話したいことはあると思うわ。だけど、先に私の話を聞いてちょうだい」

　はあ、と相づちを打つと、理事長は畏かしこまった様子で、

「この寮に浩こう一いち君を呼んだ目的、ちゃんと話さないといけないわよね」

　俺は目をぱちくりさせる。その話は聞いたと思うんだけど……。

「目的って……俺の女性恐怖症を治すため、でしたよね？」

「それももちろん目的の一つよ。でもね、他にも理由があるの」

　またろくでもない理由じゃないだろうな……。

　そう思うものの、理事長の表情は真剣そのものだ。俺も黙だまって聞くことにする。

「浩一君、さっきあの子達と話してみて、なにか気付いたことは無い？」

「えー……っと、みんな……その、美形だとは思いますけど」

「そうね。みんなとっても可愛かわいい子達ね。それ以外には？」

　うーん、と腕を組む。気付いたことねえ……。

「気付いたっていうか……。あの竜たつ浪なみって子、いきなり殺そうとしてくる辺り、過激だなとか思いますけど。それにあそこまでぐるぐる巻きにしてガムテープで口まで塞ふさがなくてもいいんじゃ……？」

　腕についたロープの痕あとをさすっていると、こく、と理事長が重々しく頷うなずいた。

「その辺りが、あなたを招いた一番の理由なの」

　きょとん、と目を丸くする俺に、理事長は妙みようなことを話し始める。

「竜りゆう子こちゃんは誰に対しても凶暴ってわけじゃないの。あなたが男の子だから、過剰に警戒してるのよ。美み空そらちゃんも同じね」

「え……ああ、女の子ですもんね。やっぱり男相手だと警戒しちゃうのかな……」

　漲みなぎる殺意でバットを振りかぶってくるとか、行き過ぎな気もするけど……。

　眉まゆをひそめていると、理事長は俺の考えていることを察したのか首を振り、

「女性がみんな男性に大して凶暴だ、なんて誤解しないでね？　普通はあそこまでやらないわ。美空ちゃんと竜子ちゃんはね、男が嫌いなのよ」

「ああ……なんとなく分かります」

　二人から向けられた敵意に溢あふれる視線を思い出す。女性恐怖症でなくても身が竦すくむような強烈な目つきだった。

　そんな俺の反応に、理事長はくす、と小さく笑い、

「ごめんなさいね、あの子達も普段は良い子なんだけど……えっと、ほら、これ見てみて」

　理事長はごそごそと机の引き出しから一枚のプリントを取り出し、俺の前に置いた。

「……なんですこれ？　『恋愛適応度チェック表』とか書いてありますけど」

　そう書いてあるプリントには表が描えがかれてあり、如月きさらぎ達の名前が書き込まれているみたいだ。

「ええ。これはね、私が昨年度の初めに行った心理テストの結果表よ。学校の生徒達の恋愛する能力……みたいなものを調べてみたの」

「へえ……なんでそんなことしたんです？」

「高校時代の恋愛は一生を左右するのよ。だからみんなちゃんと恋愛が出来るかチェックしようと思ったの」

　クールな表情であっさり答えられ、一いつ瞬しゆん『この人はちょっと普通じゃないかも』と思ってしまった。こんな珍しいテストをわざわざ実施する理事長なんて他にはいないだろう。

「それでね……このテストの結果が問題だったの。そこに美み空そらちゃん達の名前が書いてあるでしょ？　その恋愛適応度っていう欄を見てみて」

　言われたとおり、表に目を通す。名前の横に理事長が口にした『恋愛適応度』という項目があり……、

「えっと、如月きさらぎ達はみんなランク『Ｚ』って書かれてますね」

「ええ。全校生徒の中で、そういうランク付けをされたのはその子達だけ。この寮に住む女の子達はね、みんな心の底から全力で『恋愛すること』を否定してるの」

「はあ……恋愛すること、ですか……」

　理事長は深刻な顔になっているのだが、俺は対照的にきょとんとしていた。……異性に興味が無い人もたまにはいるんじゃないだろうか。そこまで深く考えるようなことなのか？

　俺の反応も予想していたのか、理事長は難しそうに眉み間けんに皺しわを寄せ、

「別にただの恋愛嫌いならそこまで私も深刻には考えなかったわ。ただ、ね。……彼女達の恋愛嫌いには、過去の出来事が関かかわってるの。家庭環境とかも、ね」

　その不穏な話に眉まゆをひそめた。過去の出来事、家庭環境……。如月も竜たつ浪なみも、あの優しそうな珠たまちゃんもか？

　怪け訝げんな顔をする俺だったが、理事長はチェック表の彼女達の名前を指でなぞり、

「美空ちゃんと竜りゆう子こちゃんはある事情からくる男嫌い……。珠ちゃんは男嫌いっていうより男性不信かな。どちらにしても、みんな恋愛する気を一切無くしているわ」

　他にも二つ名前があった。『正まさ木きゆうひ』と『氏うじ家いえ扇せん香か』さん。……この二人は、さっきはいなかったよな。

　意外な話だったが、やはり俺は首を傾かしげる。

「……彼女達にも色々な事情があるんですね。でも、それがどうして俺を招いた理由になるんです？」

　本題に入ってみる……。そこからどうして俺が必要になるのかが分からない。

　と、理事長はぴしっと人差し指を立てた。

「あなたは女性恐怖症……。女の子に手を出すどころか、近づくことすら嫌うっていう、天然記念物並みに珍しい男の子よ」

「……まあ、自分でも珍しいとは思いますけど」

「だからね。あなたがいてくれれば、彼女達のリハビリにもなると思ったのよ。恋愛が出来ないままじゃ、彼女達はきっと幸せになれないと思うから……」

　理事長はぐっと拳こぶしを握り、その目を真珠のようにきらきらと輝かせる。

「私はね、学校っていう所はコミュニケーション能力を高めてあげることに重点を当てるべきだと思うの。特に現代っていう時代においてはね。もちろん学力も大切だけど……私は、彼女達のような個人の特殊な部分も治してあげたいのよ。特に恋愛は、大事だから……」

　信念の籠こもった言葉だった。教育に携たずさわる者の責任感ってやつか……。学校の運営なんてもっと機械的にやってるものだと思ってたけど、この人は本気で生徒のことを考えてるんだ。

「……俺も彼女達も、お互いの存在がそれぞれのリハビリに役立つってことですか」

「そういうことね。だから私はあの子達を集めて、昨年度の九月からこの寮で暮らさせることにしたの。そしてあなたは彼女達のリハビリに絶対必要な人材……。あなたを呼ぶことは、あの子達の意識改革計画を立てた時からすでに決めていたわ」

　俺は目をしばたたかせる。計画を立てた時からって、それじゃ……。

「ずっと前から、女性恐怖症の俺のこと知ってたんですか？」

「ええ。浩こう一いち君のことは、あなたのお姉さんからしつこいくらいに聞かされていたのよ。女性恐怖症のこともね。お姉さんは、正直言うとものすごい馬ば鹿かだけど……誠実な人だっていうことはよく知っているわ。そんな彼女がべたべた可愛かわいがっている弟なら、きっと大丈夫だって思ったの。『浩一ほど良い子は全宇宙探しても絶対にいません』って言ってたしね」

　ちょっと恥はずかしい。……ねーちゃんよ、あんまり俺のことを周りに話さないでくれ。

「あなたの体質も詳くわしく聞いてるわ。『女性に近づくと恐怖感に襲われて、肌が触れ合いでもすれば蕁じん麻ま疹しんが発生する』のよね？　女性が嫌いっていうわけではなくて、『女性恐怖症』。自分でも、そうなった原因が分からない……そうよね？」

「……ええ、その通りです」

　……女性恐怖症。俺は女性に興味はあるが、近づき過ぎるとヘビに対するような、本能的な恐怖を抱いだくようになる。小学校の頃から、そんな奇き妙みような体質を持っているのだ。

　原因は不明。家族曰いわく生まれつきではないということなので、なにかきっかけがあったのかもしれないけど……、少なくとも俺には原因について思い当たる節ふしが無かった。

　と、理事長はずずいっと俺に近寄ってくる。整った顔が急接近してきて、どくんと胸が高鳴った……が、同時にゾクゾクと恐怖心も湧わき上がってきて蕁麻疹が出そうになる。

「お願い、浩一君。あの子達のこと、助けてあげてくれないかしら。一いつ緒しよに暮らしてくれるだけでお互いのためになるんだから……ね？」

　理事長の大人びた艶つやのある声、少しあつぼったい唇くちびるは妙みように色っぽく見える。……や、やっぱりこの人、すごい美人さんだ。近づくと改めてそう思う。

　俺はずりずりと後ずさりながら、

「い、言っときますけどね、俺は女の子に興味が無いわけじゃないんですよ？　ただ、女の子が苦手っていうだけで……」

「分かってる。その上であなたを信じてお願いしてるの。ね、あの子達のためにも了承してくれないかしら……？」

　願うようなその視線。彼女の言葉はどこまでも真しん摯しだった。

　俺はむぐ、と何も言えなくなり、俯うつむく。

　……女子寮で暮らす。女の子とずっと一いつ緒しよ。一つ屋根の下……。

　普通の男だったら喜ぶところだ。俺も想像しただけでちょっとドキドキする。……それに、彼女達の事情というのも少し気になる。

　が、同時に水に滲にじむ黒インクのような恐怖感も感じる。……現実的に考えれば、そんな状況は俺にとっては地獄と言っていいのだ。四六時中蕁じん麻ま疹しんが出るようなことになってしまうかもしれない。彼女達の恋愛嫌いや俺の体質が治る前に、こっちの体が壊れるんじゃないだろうか。

　そうしてしばらく考え込んでいた俺だったが、理事長の顔を見ていると簡単に断ることもできず……。

「あの……ちょっと考えさせてもらってもいいでしょうか？」

　そんな苦し紛まぎれの答えを返すしか無かった。

　反論されるかな、と思っていたのだが、理事長は動どう揺ようすることなく頷うなずいて、

「そうね、あなたには勇気のいる決断になるものね……。それじゃあ、夜に答えを聞かせてもらえるかしら」

　はい、と頷くと、理事長はようやく表情を弛ゆるめた。緊張が解けてこちらもほっとする。

　一旦話は終わり、さて、と彼女は快晴の空が広がる窓の外に目を向け、

「これから美み空そらちゃんと町内見学ね。仲良くするのよ？」

「は、はあ。出来るものならそうしたいですけど」

「大丈夫よ。あなた達は二人とも良い子だから、きっとお友達になれるわ」

　あっさりとそんなことを言われる。……楽観的だなあ。

　そもそも本当に案内してもらえるのかと不安になりながらも腰を上げ、親おや父じ臭くさい部屋を出ようとする……。

　が、大事なことを思い出して振り返った。

「あの、理事長。さっきの契約書はどこにあるんです？　金庫とか言ってましたよね？」

「教えない。困ったオトコノコに盗まれちゃうかもしれないもの」

　くす、とこちらの内心を見透かすような笑えみを浮かべる理事長。……どうやら見抜かれているらしかった。







　結局、如月きさらぎは俺を大人しく案内に連れて出てくれた。たしかに理事長の言う通り、俺はこの町のことを何も知らない。一緒に回ってくれるのはありがたかった。

　しかし……、

「あ、今、一メートル以内に入ったわね？　もうちょっと離れてよ」

　さっきから如月きさらぎはつんけんしたまま。ハリセンボンと一いつ緒しよに歩いているような気分だった。毒針の代わりにスタンガンで武装したハリセンボンだ。

　突き放す目で牽けん制せいしてくる如月は私服姿。首にはロケットのついたペンダントをつけている辺り、お洒落しやれには気を遣っているのかもしれない。……これでもう少し柔らかい表情でも見せてくれればなあ。

　びくびくしながら彼女の後をついていく。こちらとしても女の子には近づきたくないので、そんなに悪い状況ではないのだが……。どうにも如月との空気が険悪過ぎて、息が詰まりそうなくらいだった。

　ため息をついて、歩きながら辺りを見回す。

　海沿いの国道は車通りが少ない。右手側にはぽつぽつと距離を開けて建つ住宅街、高層マンションはどこにも見えず、視界に入るのは空が七割人工物三割という感じ。そして遠くにはそう高くない山も見える。空ってこんなに青かったっけ……っていうのは言い過ぎかもしれないけど、開放感が都会とは段違いだ。

　そして左手側には──海。

　遥はるか遠くまで繋つながる明度の高い青い海。空と海の境、見つめ続ければ吸い込まれそうな水平線までよく見える。夏になれば金色に輝くであろう砂浜は、今は春の陽光の下、静かで足跡も少ない。弓のような弧を描えがく海岸線。砂浜には一人、犬を連れた女性が穏やかな波が寄せる波打ち際を歩いている……。風はほとんど無いが、潮の匂におう空気は爽さわやかで気持ちが良い。

　この町の名前は、御み崎さき町ちようだったよな。

　田舎いなか……って感じか。まあ、俺は都会派ってわけでもないし、田舎でも全然構わない。

　ただ、無いと困るものはあって欲しいわけで。

「なあ、コンビニって無いのか？　あれば教えて欲しいかなって……」

　聞いてみるものの、如月は無言で前を歩いているまま。背筋をぴんと伸ばし、顔は真っ直すぐ前へ。歩き方の教科書に載せられるような綺き麗れいな歩行フォーム。

　……う、教えてくれないつもりなのかな。俺の質問になんて答えたくないと言わんばかりの背中。険悪なオーラがびしびしと伝わってくる。

　自分で探すしかないか、と思っていると……。

　如月がこちらに体半分振り返り、ペンダントのロケットをそっと指で撫なでて、

「……心配しなくてもコンビニならあるわよ。学校近くに一つと……寮から駅側に五分くらい歩いて、大通りに出た所にもう一つね。帰りに連れて行ってあげるわよ」

　そんな風にしっかりと答えてくれた。声はつっけんどんだが、分かりやすい説明。しかも帰りに連れて行ってくれるとは……。

「あ、ありがと……」

「感謝なんかしないでくれる？　私は理事長に言われて仕方なくやってるんだから」

　びしっと言われるその言葉には棘とげだらけ。一言一言がグサグサと突き刺さってくるみたいだ。

　……如月きさらぎは男嫌い、か。こうして話していると、たしかにその通りだと思う。過去の出来事が関かかわってるって言ってたけど……どんなことがあったんだろう。一いつ緒しよに歩いていると、やっぱりどうしても気になってくる。

「……俺を嫌うのは当然かもしれないけど」

　ぽつりと彼女に聞こえないように呟つぶやく。なにせ俺は裸を見てしまったのだ。本当は俺とは関わりたくもないんだろう。

　裸……。

　そうだ、裸を見ちゃったんだよな。

「…………あのさ」

　どうしても言っておきたいことがあって、俺は再び口を開く。

「さっきの、寮でのことだけど……。ごめん、俺が悪かったよ。覗のぞくつもりは無かったんだ」

　長い髪を翻ひるがえし、くるっと如月が振り返る。その目に宿るのは露ろ骨こつな不信感……。

「うそ。だったらなんであんなに堂々と開けたのよ」

「あ、あれは寮案内の冊子に、２０４号室が俺の部屋だって書いてあったからだよ。……えっと、ほらこれ」

　ポケットに入れたままにしておいた小冊子を差し出すと、如月はそれをぱしっと奪って中身を眺ながめ──眉まゆをひそめた。

「これ間違ってるじゃない。誰が書いたの……って、理事長しかいないわよね。そういえば前に食堂で楽しそうにこういうの書いてたわ」

「普通間違えるもんかな？」

「理事長って寮にいる時は大抵ビール飲んでるのよね。それで間違えたんでしょ。あの人嫌けん煙えん家だけど、お酒は大好きみたいだから」

　はあ、と肩を落とした。……なんだよ、理事長のビールのお陰で俺は如月からスタンガン攻撃されそうになったのか。わざわざ俺のために作ってくれただけでありがたいけど……間違いは勘弁して欲しかったよ。

　俺に冊子を返す如月は、まだ肩を怒いからせたままだった。

「事情は分かったけど……あなたが私の裸を見たことに変わりはないんだからね」

「分かってるよ。ホントに悪かったって思ってるんだ」

　ぺこ、と頭を下げてもう一度謝ると、如月はふんっと鼻を鳴らして前を向いた。

　……しばらく許して貰もらえそうに無いか。

「いいから行くわよ。もう少しで商店街につくし、仕方ないからちゃんと案内してあげるわ」

　面倒そうな口ぶりだが、商店街までちゃんと案内はしてもらえるらしい。

「ありがと……」

「感謝なんかいらないって言ったでしょ、バカ」

　そんなやり取りをしながら、俺達は海沿いの道を横に折れ、商店街へ向かって歩いていった。







　如月きさらぎに連れられて歩いていくと、すぐに商店街に到着した。どうやらスーパーなどは無く、昔ながらの個人商店が並んでいるみたいだ。商店街と言えば今ではシャッター通りになっている所が多いと思うが、珍しいことにここは殆ほとんどの店が開店している。シャッターが降りている店の方が少ないくらいだった。

「あっちが八百屋、あれが魚屋……って、見れば分かるわよね。あの角……ポストが見えるでしょ、あそこにあるのが文房具屋。気の良いお爺じいさんがやってるけど、奥に引っ込んでることが多いから、買いたい物があるときは大声で呼ぶの。あとは──」

　如月は立ち並ぶお店を一つ一つ指さして丁寧に説明してくれる。こちらとしては『歩いて終わりなのかな』と思っていただけに意外だった。

　彼女の説明にこくこくと頷うなずきを返していると、途中でなにやら楽しそうに雑談しているお爺さん二人組とすれ違う。

「あ、こんにちは」

　如月が二人にぺこりと頭を下げたので、俺もそれに倣ならう。

　と、人なつっこそうなお爺さん達は会え釈しやくしながらも目をまん丸にして、

「およ、美み空そらちゃん。彼氏さんが出来たんかの？」

　瞬しゆん間かん、ぽむっと彼女の頬ほほが染まる──などということは全くなかった。如月は憎たらしいくらいに全く動じていない様子で、

「違います。この人は今年度から浜はま之の宮みや学園に通うことになった男子生徒です」

「ひょ、そうじゃったか。美空ちゃんに彼氏が出来たとなれば、みんなでお祝いでもするところじゃったのにのう」

　肩を落とすお爺さん達……。如月は堅い笑え顔がおを残して、俺を連れて足早に歩いていく。

「あのお爺さん達、知り合いか？」

「この商店街の人はみんな知り合いみたいなものよ。ウチの寮生とはああいう風に普通に話したりする仲。あなたもすれ違ったらちゃんと挨あい拶さつするのよ？　あと、さっきみたいにからかわれても、ヘンなこと言わないでよね」

「わ、分かったよ」

　如月はすたすたと歩き出す。さっきより心なしか俺との距離が遠いけど……やっぱり勘違いされるのは嫌いやなんだろう。

「えっと……あとはどこを案内するべきかしら。学校は後で見せるとして……」

　ぶつぶつ呟つぶやく彼女と一いつ緒しよに歩いていく。来た時とは別の道を通り、海沿いの国道へ戻った。

　如月きさらぎは周囲をきょろきょろと眺ながめていたが、その視線が他の店とは一風変わったきらびやかな建物でぴたりと止まる。電光看板には『カラオケ、アミューズメント』などという文字がぴかぴかと表示されていた。

「……あれはアミューズメントセンターだけど。あなた男の子だし、ああいう所にも行くの？」

「んー……いや、俺はあんまり行かないかな」

　と、硬い顔になっていた如月は途端に表情を和らげ、

「そう。それはいいことね。ああいった娯楽施設は青少年に悪影響しか与えないもの」

　それは極端じゃないかなあ……と思ったが、口にはしないでおいた。あんまり刺激してまた怒らせたくないし。

　でも……と彼女の横顔を見る。

　寮を出た時から変わらぬ背筋がぴんと伸びた歩き方、口元はきゅっと引き結ばれていて、胸も張っている。歩き方もきびきびとしていて澱よどみがない。

　……やっぱり真ま面じ目めな子なんだな。

「さて、それじゃ学校に連れて行ってあげましょうか。私が一緒に登校するなんて絶対嫌いやだし、道は覚えておきなさいよ」

「分かったよ……いちいちツンケンするんだから」

「なにか言った？」

　鋭するどい目を向けられ、そっぽを向く。女の子の攻撃的な視線を受け止めるのは俺には不可能だ。

　そんなやり取りをしながら国道をしばらく行くと──海に面した大きな建物が見えてきた。白い校舎とグラウンド。広大な敷地は背の高いフェンスできっちり囲まれている。

　如月はその建物を指さし、淡たん々たんとした口調で、

「あれが浜はま之の宮みや学園よ。今日はまだ春休みだから、部活してる子達しかいないみたいね」

「綺き麗れいな校舎なんだなあ……」

　フェンス越しに校舎を眺める。グラウンドもきっちり整備されていて、校舎も陽光を受けて白く輝いているようだった。県立の校舎というと大抵汚いけど、私立ならこういうものなのかな……。

　と、グラウンドでかけ声を上げながら走り回っている生徒達の姿が見えた。

「サッカー部とソフトボール部、それに陸上部かしら……。一応、ウチの学校は部活に入ることを推奨してるから。あなたもどこかに入ることを考えた方がいいわよ。内申書に影響してくるみたいだし」

「部活かあ……。運動系は苦手だし、文化系かなあ」

「同好会含めて部活の数は多いから、一つくらい興味のあるものは見つかるわよ。男の子は珍しいし、勧誘を受けたりするかもね。私には信じられないことだけど」

　ん？　と眉まゆを寄せる。今、彼女は何気なくヘンなことを言った気がした。

「なあ、今、男の子は珍しいとか言わなかったか？」

　……なんで共学なのに男子が珍しいんだろう。普通は男女の比率が同じくらいじゃないか？

　俺の疑問に気付かない様子で彼女はこちらに振り返り、首を傾かしげていた。

「言ったけど……どうしたの？」

「えっと……それってどういうこと？」

「んー、ウチの学校って二年前まで女子校だったのよね。で、男子の受け入れを始めて間もないから女子の比率が多いのよ。全校生徒の男女比率は……一対九くらいじゃないかしら？」

　一いつ瞬しゆん、耳を疑った。さあっと血の気が降りていき、目め眩まいに襲われて足がふらつく。

「そ、そんな……嘘うそだろ？」

「こんなことで嘘なんかつかないわよ。ほら、部活やってる子達見てみなさい。サッカー部もソフトボール部も陸上部も、女の子ばっかりでしょ？」

　言われてみれば、たしかにグラウンドで元気に走り回っている生徒は一人残らず女子ばかり。男子の姿なんてどこにも見当たらない。

　呆ぼう然ぜんとしていると、如月きさらぎが不思議そうに目を丸くして顔を覗のぞき込んでくる。

「……あなた、知らなかったの？」

　放心状態で、こく、と頷うなずいた。

　……信じられない。それじゃあ、俺は今年から、女の子ばっかりの学校に通わなきゃならないっていうことなのか？

「ちょ、ちょっと小こ熊ぐまくん、大丈夫？」

　ふら、と目眩がした。想像するだけでこれだ。実際に通ったらどうなってしまうのか……冗談抜きで死んでしまうんじゃないのか……？

「……やっていけるわけない」

　呆然として呟つぶやく。俺がカエルだとすれば、この学校はキングコブラの巣そう窟くつだ。こんな所で暮らせば、毒が体に回って死んでしまうに違いない。

　グラウンドに見える女生徒達を眺ながめて、これからの学校生活に暗あん澹たんたる気持ちになっていると──

「……ん？」

　横から足音が聞こえてきた。そちらに目を向けてみると、小さな体──小柄な女の子が一人、こちらに向かって突っ走ってくるのが見える。その遠目にも分かるぱっちりとした目が見ているのは……俺の隣に立つ如月か？

「みそちゃ──────ん!!」

　みそちゃん？　と疑問に思っているうちに、彼女はツインテールを風になびかせてひらひらと揺ゆらし、目を丸くしている如月きさらぎに向かって突っ込んできて──

「ちょ、ちょっと、ゆうひ先輩！　止まってくださ──きゃあっ!?」
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　少女は走る勢いのままに如月に飛びついた。

　ぽかんとしている俺の前で、如月はどすんと地面に尻しり餅もちをつく。彼女を押し倒したツインテールの子は笑え顔がおを浮かべたまま、ぎゅっと彼女に抱きついていた。髪の毛をふいんふいんっと左右に結んでいる髪型は子供っぽいが、よく似合っていてなんとも可愛かわいらしい。

「いたぁ……もう、ゆうひ先輩ったら」

　如月は顔をしかめて困ったように呟つぶやく。尻でも打ったのかもしれない。

「な、なあ、大丈夫か？」

　手をさしのべることは俺には出来ないので、ひとまず声を掛けてみる──が。

「う…………」

　目の前に晒さらされている光景に、思わず固まってしまった。

　ツインテール少女のスカートは抱きついた拍子に綺き麗れいに捲めくれ上がっており、ぷりっとしたお尻がこちらに突き出されているのだ。見た目と同じく可愛らしい下着でも着けているのかと思えばさにあらず、お尻を包んでいるのは大人っぽい黒のぱんつだった。ひらひらとフリルがついているのが高級感を醸かもし出している。しかもサイド部分に見えるひも……。ねーちゃんの洗濯物の中に見たことがあるが、ひもパンというものらしい。

　ごく、と喉のどを鳴らす。こんな小さな女の子が、こんな大人っぽい下着を穿はいているなんて……意外過ぎるぞ。

「小こ熊ぐまくん、何見てるの……あ」

　思わず固まっていると、ツインテールの子よりも如月きさらぎの方が先に俺の視線に気がついてしまったらしい。素早く自分に抱きつく少女のスカートを戻し、俺に咎とがめの視線を向けてくる。

「い、いや、俺は別に見てたわけじゃ……」

「嘘うそね。見てた。こう、目がいやらしいカメラみたいになってたもん」

　くわ、と目を見開いてタコのような目をする如月。……なんてことだ、そんなにがっついた目になってたのか。

　どう弁明したものかと冷や汗を流していると、ツインテールの彼女がこちらにくるんっと振り返った。

　ぱっちりした目は元気の印。その瞳ひとみは驚くくらいにきらきらと輝いていて、どこか子供っぽい。全体として幼さを感じる容よう貌ぼうだが、顔立ちは整っており、特にくっきりとした二重の瞼まぶたと長い睫まつげは魅力的に見えた。背はかなり小さい。柔らかそうな頬ほほがほんのり紅潮しているのは今まで走ってきたせいだろう。

　女の子は初めて見る動物を観察するように、俺の顔をじっと見つめてきている。

　……な、なんか動きにくいんだけど。それに女の子にそんなに見つめられると、ドキドキと恐怖心が混ざって逃げ出したくなる。

「ほら、ゆうひ先輩、立ってください」

　ゆうひと呼ばれた彼女ははっとしたように立ち上がり、如月のスカートについた砂をぽんぽんとはたいて、

「ね、みそちゃん。このコ、みそちゃんの彼氏？」

　俺を見ながらそんなことを言う。植物学者が新種を見つけた時のような、こっちがびっくりするくらいに好奇に溢あふれた視線だ。

「彼氏なんかじゃありません。この人、今年度から浜はま之の宮みや学園に通うことになったらしいんです。理事長に言われたから、私が町を案内してただけですよ」

　ツインテールの彼女は「ふーん……」と呟つぶやいて、やがてなぜかにっこりと子供っぽい笑え顔がおを浮かべた。

「わたしはね、正まさ木きゆうひっていうの。よろしくね。ほら、シェイクハンドうぃずみー！」

　そう名乗った彼女は俺に向かって手を差し出してくる。……シェイクハンド、握手を求めているのか。

　なんで英語で言ったのかは知らないが、俺は一歩後ろに下がった。握手なんか出来るわけがあるまい。

「む…………」

　正まさ木きさんは途端に口を尖らせ、一歩距離を詰めてくる。俺は一歩後ろに下がる。

　さらに一歩詰める、一歩下がる……と、とんっと尻しりがガードレールに触れた。

「はい、あーくしゅ！」

　ひっと声が漏もれる。ニヤリと笑った正木さんが強引に俺の手を掴つかんでしまい──

　ブツブツブツブツッ。

「うわあ……」

　全身に痒かゆみを感じ、如月きさらぎが驚いたような声を漏もらす。

　ツインテールの彼女は俺の顔を見て目をしばたたかせていたが──わあっ、となぜか楽しそうな声をあげた。

「すごーい！　これ、蕁じん麻ま疹しん!?　ゆうひ初めて見ちゃった！　ね、ね、なんで蕁麻疹なんか出してるの？」

「せ、説明するから手を離してくれよ！」

　彼女の小さな手を無理矢理振り払う……が、正木さんは顔を輝かせ、ねーねーっとせがむように質問をぶつけてきていた。

「如月……この子、どういう知り合いなんだ？　中学生……いや、小学生か？」

　と、如月より先に正木さんがぷくっと頬ほほを膨ふくらませる。

「むーっ、中学生でも小学生でもない！　ほら、よく見てこの顔。大人っぽいでしょ？」

　ぱちっとウインクするツインテール少女。……二重の目は綺き麗れいだけど、やっぱ可愛かわいいって感じだな。大人っぽくはない。

「……ゆうひ先輩、ちゃんとした自己紹介お願いします」

　如月に促うながされ、彼女ははーいっと姿勢を正し、後ろで手を組んで俺の前に立った。

「ゆうひは正木ゆうひって言うの……はさっき言ったよね？　今年から高等部三年生だよ。改めてよろしくね、えーっと……」

「浩こう一いちだよ。今年度から浜はま之の宮みや学園に通うことになった小こ熊ぐま浩一……って、今、高等部三年生とか言った？」

「言ったよ？　浩一だから、呼び方はこうちゃんね。ゆうひのことは、名字以外ならどう呼んでもいいからね。こうちゃんは……二年生かな？　だったらゆうひの方がお姉さんなんだよ？」

　そんな馬ば鹿かな……と眉まゆをひそめる。

　この子の身長は、おそらく寮にいた珠たまちゃんより少し高い程度だと思う。スタイルも幼児体型だし、顔つきも下へ手たすると珠ちゃんより幼い。とても俺より年上には思えないんだけど……。

「信じられないだろうけど、ゆうひ先輩は私達の先輩よ。受け入れなさい」

　俺の疑念を感じ取ったような如月の言葉……。本当に先輩なのか、信じられん……。

　彼女は俺の体質を知らないせいか、くいくいと裾すそを引っ張ってくる。如月より断然距離が近いのでこちらとしては腰が引けてしまう。

「ね、ね、どうして蕁じん麻ま疹しんなんて出してたの？」

「……体質なんですよ。俺、相手が誰であっても、女性に触れられると蕁麻疹が出るんです」

　言いつつ距離を取ろうとするが、先輩は手を離してくれない。それどころか──

「女性が苦手っていうことは……こうされるのとか嫌いやなの？」

　何を思ったか、彼女はぎゅっと俺の手を掴つかんでくる。

　ブツブツブツブツッ。

「きゃー！　すごい、赤いぶつぶつ出てきた！　これ蕁麻疹だよね！」

　きゃっきゃとはしゃぐゆうひ先輩。無む邪じや気きな顔でなにするんだ……!?

「な、なに喜んでるんですか！　は、離してくれ！」

　と、今度は彼女は意外と素直に手を離してくれた。蕁麻疹が見る見るうちに引いていく。

　が──

「えいっ」

　また掴まれた。ブツブツブツブツッ。

「ひいいいい！　な、なんでまた掴む!?」

　遠ざかろうとするのに、彼女は掴んでは離し、掴んでは離しを繰り返してくる。蕁麻疹は出たり消えたりと大忙しだ。ゆうひ先輩はきゃっきゃとまるで新しい玩具でも手に入れた子供みたいにはしゃいでいる。

「きゃはははははは!!　すごーい、蕁麻疹ってこういうものなんだー！　面白い体質持ってるね、こうちゃん！」

「お、面白くないっての！　や、やめてください!!」

　見かねたらしい如月きさらぎが間に入ってくれて、先輩はようやく俺への拷ごう問もんを取りやめた。

「はあ、はあ……なんてことするんだ」

　脂あぶら汗あせを拭ぬぐっていると、如月は呆あきれたようにため息をついて、

「ゆうひ先輩、急いでたんじゃないんですか？」

「え？　あ、そうだった！　せんちゃんに接着剤買ってきてって言われてたんだ！」

「ああ……扇香先輩も登校してるんですね」

「うん、用事があるからって実家から電車で来てるの！　じゃ、ゆうひは先に行くね！　こうちゃん、絶対また会おうねー！」

　中学生と見み紛まごうような先輩は、俺達にぶんぶんと手を振って学校の中へと走っていった。途中こっちを振り返ってまた何度も手を振っている。……前を見なさい前を。

　はあ、はあ、と息を荒くして、俺は彼女の背中を見送る。

「嵐みたいな先輩だな……。学校に行くとまた会うことになるのか」

「今日の夜には会うことになるわよ。ゆうひ先輩もいるか寮の一員なんだから」

　うげ、と肩を落とした。そういえば、恋愛適応度の表に名前があった気がする。可愛かわいいとは思うけど、さっきのようなことを毎日されては身が持たないぞ……。

　如月きさらぎは気を取り直すように大通りに目を向け、

「さ、それじゃ、そろそろ行くわよ。コンビニはここから歩いてすぐの所だから」

「あ、ああ。悪いな、細こま々ごまと案内してもらっちゃって」

「大した手間じゃないからいいわよ」

　如月は素っ気なくそう言って、さっき歩いて来た道を戻っていく。俺は彼女の後をついていきながら、グラウンドの女の子達を眺ながめていた。

　──可愛かわいい子もいる。明るそうな子もいる。笑え顔がおが素敵な子もいっぱい見える。話したらきっと楽しいだろうなって思う……。

　でも、俺はダメなんだ。

　女の子が怖くて、どうしようもないんだよ。




　　　　３




　今度は国道沿いではなく、一つ住宅街よりの道を歩いて寮へと向かう。有り難いことに、また如月は目につく建物について細々と説明してくれていた。

「あそこのラーメン屋とか、向こうに見える軽食屋辺りは学校帰りの生徒もよく行ってるみたいだけど、小こ熊ぐまくんはそういうことしちゃ駄だ目めだからね。一旦寮に帰って、制服を着替えてから行くこと。校則でそう決まってるんだから」

　途中のお店を指さしながら、頭の堅い先生みたいなことを言う如月……。こうして話してくれるのは嬉うれしいんだけど、

「高校生にもなったら帰りにどこか寄るなんて普通だろ？　教師だって黙もく認にんしてるはずだし」

　何気なく言ってみる。ラーメン屋は寄り道ポイント……。よし、覚えておこう。

　こっちのラーメンはどんな味付けなのかな、などと考えていると──如月がこちらに顔を向けた。そしてその形の良い眉まゆをきゅっと吊つり上げて、

「黙認されてるからって、規則を破っていいってことにはならないでしょ？」

「ん？　ああ、まあそうだろうけど……規則にがんじがらめになっちゃうと、息苦しいだけだと思うよ」

　軽い気持ちで言ったのだが、なぜか如月は立ち止まった。

　振り返ると、むすっと頬ほほを膨ふくらませている彼女の姿……。機き嫌げんゲージが急降下していると一目で分かる。

「な、なんだよ、なに怒ってるんだ？」

「別に。女の子の裸や下着を見ちゃうような人は、やっぱり規則も守れない人なんだなって思っただけよ」

　突き放すような声……。ふいっとそっぽを向かれて、少しむっとしてしまった。

「……そこまで言うことないだろ。裸を見たことは悪かったって思ってるけど、規則が守れないってわけじゃないんだし」

「どうだか。そもそもあなたは男の人なんだから、信用出来ないわね」

　その堅い声と棘とげのある言葉に眉まゆをひそめる。……男だから信用出来ないって。そんなこと言ってたら、社会の半分の人が信用出来ないってことになるじゃないか。理事長は高校時代の恋愛が云うん々ぬんって言ってたけど……たしかにこれは、コミュニケーション能力っていう意味でも良くないかもしれない。

「……なあ、どうして男が信用出来ないんだ？　なにか理由があるのか？」

「あなたには関係無いでしょ」

　彼女は突き放すように言って、顔を引き締め、胸を張って俺と真っ正面から向かい合い……。

「理事長に言われたからあなたをちゃんと案内したけど……勘違いしないでよ。私は男の人なんか信用しない。あなたが寮に入るのも、絶対反対なんだから」

　俺に言葉を突き付けるように言い放つ如月きさらぎは、とりつく島もないという感じだ。強気な態度なので、腰が引けてしまった。

　……これは相当なものらしい。たぶん、俺が着替えを覗のぞいていなくても、如月は今のような態度を取っていたんじゃないだろうか。

「……俺がそうだとは言わないけどさ。男にだっていい奴やつはいるよ」

　当たり前のことだと思うが、しかし如月は首を振る。

「私、男の人がどういう生き物なのか知ってるもの。きっとあなたよりよく知ってる。表向きはいい人だって、皮を剥はいでみれば悪い人ばかりに決まってるわ」

　頑かたくなな彼女の口調には嫌けん悪お感すら混じっていた。……男性性悪説ってところか。俺の女性恐怖症とはまた違った症状みたいだ。こっちは女性が嫌いってわけじゃないからな。

　さらに聞いてみようとすると──如月の方が何か口を開こうとした。

　が、言葉を紡つむぐ前に彼女はなぜか胸に手を当て──

「え…………？」

　その表情が、突然氷漬けにされたように固まっていった。

「え、うそ、うそでしょ……」

　心なしか血の気が失うせた表情で、彼女は必死に首もとを探る……。

「ど、どうしたんだよ……？」

　と、聞いてみて自分で気付いた。彼女の首にはペンダントが掛かっていたはずだ。それが今は無くなっているみたいだけど……。

「うそ、やだ……どこかで落としたんだ！　どうしよう！」

　如月の端正で隙すきのない顔は崩れ、焦あせりで歪ゆがんでいる。その反応の激しさに驚いてしまった。

　……普通に歩いてて落とすわけがないし、落としたとすれば──

　頭に学校前の光景が浮かぶ。ゆうひ先輩の大人っぽい下着と尻しり餅もちをついた如月きさらぎ……。

「もしかしたら、あの時じゃないか？　ほら、ゆうひ先輩にぶつかられた時──」

　言い終わるより前に、彼女は走り出していた。こちらには目もくれず、学校に向かって全力疾しつ走そうだ。

「お、おい、ちょっと待てよ！」

　如月は俺の声も聞こえていないのか振り返らない。ここからなら寮には一人でも帰れると思うけど……今日は案内してもらった恩もある。無くしたものがあるのなら、探すのを手伝ってやりたかった。

　置いて行かれそうになりながらも走っていくと──やがて再び学校前に到着。向かう先はゆうひ先輩にぶつかられたフェンス前だ。

「無い、無い……」

　先に着いた如月は地面を這はうようにして探しながら、今にも泣き出しそうな声を零こぼしていた。俺も横でしゃがんで探してみるが──どこにも見当たらない。

「どうしよう、どうしよう……」

　横から見れば、彼女の目に涙が溜たまっているのに気付く。ほとんど泣き顔……きゅっと唇くちびるを噛かんで涙が零れるのをどうにか堪こらえているようだった。

　……正直、面食らっていた。ここまで過剰とも言える反応をするとは……。

「な、なあ、あれってそんなに大事なものだったのか？」

　彼女はさっきまでのつんけんした様子からは想像出来ないようなか細い声で、

「うん……すっごく大事なもの。私、あれが無いと……」

　う、と息が止まりそうになった。ぽたぽたと地面に落ちる小さな水の粒……。とうとう如月は泣き出してしまった。

「ちょ、ちょちょ、ちょっと、泣くことないだろ。まだ無くしたって決まったわけじゃないんだから……」

　俺は慌あわてて慰なぐさめようとするが──如月はひくっ、ひくっと喉のどを鳴らして目元を拭ぬぐっている。見ているこっちの胸が痛くなる。女の子の泣き顔なんて見るもんじゃない……。

　っていうか、イメージが違い過ぎるんだってば。俺に裸見られて逃げ出すどころか追いかけてきた奴やつが、こうも簡単に泣いちゃうなんて……。

　……な、なんとかしてあげないと。女の子泣かしたままでいるのは良くないぞ。

「よ、よし、俺、ちょっとあそこの人に聞いてみる！」

　校門前で制服とジャージ姿の女の子三人が話をしている姿が見える。如月の身に着けていたものはネックレスというより、ロケット付きのペンダントだった。銀色のチェーンは太陽の光に反射して目立つはずだし、もしかしたらあの子達が見かけているかもしれない。

　しかし……。

「う……女の子……」

　女生徒達に近づいた途端、腹の底で恐怖心が顔をもたげた。都会の女子とは違って三人ともスレた感じがせず、聞けばすぐに答えてくれそうな雰ふん囲い気きだが、俺は相手が女性というだけで駄だ目めなのだ。

　一歩後ずさる。楽しそうに笑っている女の子達から遠ざかりたい気持ちに駆かられる──が、如月きさらぎの方を見ると、涙顔のまま必死に地面を探している姿がある。

　ぎゅっと拳こぶしを握って、一歩踏ふみ出した。……怖がってていい場面じゃない。

「な、なあ、君達」

　え、と三人がこちらに顔を向ける。驚いているようだが、奇異の目ではないし怖がっているようでもない。

「なんですか？」

「あ……え、えっと……ちょっと聞きたいんだけど、この辺りでこう、ロケットのついたペンダント見なかった？　連れの子がさ、落としちゃったみたいなんだ」

　目で如月の方を示すと、女の子達がそちらを見て──

「あ……あの子、見たことある。この学園の生徒ですよね？　あなたも？」

　三人のうち、上にジャージを着た一番人なつっこそうな子が聞いてくるのに頷うなずきを返すと、三人とも途端に表情を和らげた。

「えっとね、ペンダントだよね。私は見てないけど……二人はどう？」

　二人のうちメガネを掛けて腕を組んでいる子は首を振る。が、もう一人のおっとりした女の子は頬ほほに手を当て、なにやら考え込むように目を閉じて、

「……もしかしたら、私、見てるかもしれません～」

「ほ、ホント？　どこで見たの!?」

　彼女はちょうど如月の探している辺りを指さして、

「あの辺りで、白い猫ねこさんが咥くわえているのを見たのです～。珍しい光景だったので、頭に残りまして～」

　こちらが眠たくなるような声で有り難い情報を教えてくれる。……なるほど、猫が持っていったのか。

　どっちに行ったのか聞いてみると、俺達が走ってきたのとは別の方向を指さした。

「ありがと！　すっごい助かった！　おーい如月ー！」

　如月の所に戻っていって今の話をすると、猫と聞いて驚いたようだったがまたすぐに走り出そうとする。

「お、おい！　どこの猫だか分かんないんだぞ!?」

「この辺りで猫が集まる場所って言ったら、二丁目の公園なの！」

　そう叫さけんで走る如月きさらぎに必死についていく。彼女も走るのが得意には見えないのだが……それでも速い。ペンダントへの思い入れの強さ故ゆえか……。

　……大丈夫かな。見つかればいいんだけど。







　如月について走っていくと──住宅街の隅っこに開けた場所、小さな公園が見えてきた。遊具はペンキの剥はげかけた滑すべり台のみ。狭せまいせいか子供の姿は見当たらない。四方をイチョウの木に囲まれた、ちょっとさびれた雰ふん囲い気きのある公園だ。

　如月と一いつ緒しよに中へと入っていくと、さっそく野の良ら猫ねこの姿が見えた。日当たりの良い中央の滑り台の周りをすみかにしているのか、さらに二匹、三匹と地面に寝そべっている姿が見える。

　近所の人が餌えさでもやっているのか、人への警戒心も薄いようだった。近づいても威い嚇かくしてくるような猫はいない。

　しかし──

「白猫は、いないな……」

　片目の潰つぶれた黒猫が一匹、トラ猫が二匹。それに目元に黒いブチが入った奴やつが一匹……。白猫の姿は公園内には見えない。

　と、がくんと肩を落としている如月の姿に気付く。俺は慌あわてて明るい声で、

「い、いや、どこかに隠れてるかもしれないな。よし、ちょっと探してみよう！」

　いそいそと公園内を探し始める。如月をちらっと見てみると、気を取り直したのか捜索に戻ってくれたようだった。……これで見つけられなかったら、あいつ、死ぬほど落ち込みそうだ。絶対に取り返さないと……。

「いてくれよ、白猫……」

　願いながら公園内を探して回る──隅々まで。見落としが無いように……。

　どこかにいてくれと必死で願っていたのだが、

「くそ、いない……」

　最後の草むらをかき分けて、吐はき捨てるように呟つぶやく。やはり白猫の姿は見つからなかった。

　如月はまだ必死に公園の木の後ろ、枝の上まで探している。……なんとか見つけてあげたいんだけど。この公園は広くないし、もう探せる所は探してしまった。やっぱり、ここにはいないんじゃ……。

「…………あ、そうだ」

　一カ所だけ探していない場所があることに気付いた。

　中央にぽつんと鎮ちん座ざしている滑り台の上……。いないとは思うけど、隅々まで探すならあそこも見ておかないと。

「……どうしよう」

　如月きさらぎの絶望混じりの声が聞こえてくる。彼女は木に頭をくっつけて項うな垂だれ、全身に黒い影を纏まとっているようだった。

　ここにいてくれればいいんだけど……。

　最後の望みを胸に、カンカンと音を立てて滑すべり台の階段を上っていくと──

「あ…………!!」

　思わず目を見開く。声にも喜色が混じってしまった。

　白しろ猫ねこが一匹、ごろんと倒れるようにして寝転がっていたのだ。ぽかぽかとした春の陽気に、気持ちよさそうに目を細めて脱力している。

　そしてその首に引っかかっているのは、間違いなく如月のペンダントだった。

　俺の声に気付いたか、こちらに目を向けてくる如月。俺が笑え顔がおになって○のマークを腕で描えがくと、彼女の表情が花でも咲いたように明るくなる。

「そこ!?　その上にいるのね!!」

　──が、その声がいけなかった。

　如月の甲かん高だかい声が公園内に響くと──目の前に寝転がっていた白猫がびくっと体を震わせ、目を覚ましてしまったのだ。

　そして俺の姿を見つけるや否いなや、飛ぶようにして滑り台を滑り降り、公園の外へ向かって走っていってしまう。

「や、やば、逃げられる!!　追いかけるぞ如月!!」

「う、うん!!」

　如月と二人、白猫を追って公園の外へと飛び出す。猫は町外れの方へと走っていったようだった。猫科らしい手加減を知らない高速ダッシュ。その姿は見る見るうちに小さくなっていく。

「く、くそ！　さすがに速いな！」

　ここで逃がすとどこに行ったか分からなくなってしまう。見失うわけにはいかない。

　如月と顔を見合わせ──猫と俺達の追いかけっこが始まった。







　ペンダントを首に提さげた白猫は、この町は自分のホームグラウンドと言わんばかりに縦横無む尽じんに駆かけ回る。真っ直すぐ走っていたと思えば小道に駆け込み、消えたと思えば壁の上を走っていたり、時には家の庭を横切ったりと……。

　俺達はついていくのがやっとだ。息が切れて足が重くなってくる。

「はあ、はあっ……！　ど、どこ行ったあの猫！」

「あっ、あっち！　あそこのビルの中っ！」

　如月の指さす方を見ると、住宅街を抜けた先にある工事中のビルの中へ飛び込んでいく猫の姿……。

「ま、またヘンな所に……！」

「行くわよ！」

　如月きさらぎは躊ちゆう躇ちよすることなく、仮囲いに包まれた鉄骨剥むき出しの建築現場へと飛び込んでいった。

　俺も続いて突入だ。もうこうなったらとことん付き合ってやる……！

　敷地内へと入ってみると──意外なことに、人の気配がまったく無かった。『ここで遊んではいけません！』と書かれた看板もあったし、中に入ると怒られると思っていたのだが……俺達に声を掛けてくる作業員の姿はどこにも無い。プレハブ仮設事務所にも人の気配が無く、工事用のブルドーザー、巨大なクレーンなどの建築作業用機器はあっても、どれも稼働してはいなかった。

「誰もいないのか……」

「ここ、工事途中で放置されてるのよ。リゾート化計画の一つで総合ショッピングセンターが建つって噂うわさだったけど、商店街の人達が猛反対したんだって」

　ああ……と事情を理解。商店街の人達からすれば、大型ショッピングセンターなんて自分たちの店を潰つぶす死神みたいなもんだろうからな……。

　どうやら四階建てで、田舎の立地を活かした横に大きいタイプの建物らしい。上まで見上げてもスカスカで、まだ鉄骨と、それぞれの階の周囲に一応の足場が組まれているだけのようだった。白い壁で囲まれたこの空間だけ、時間が止まったみたいに無機質な空気が漂っている。

　如月はきょろきょろと辺りを見回しながら、

「どこに行ったのかしら……」

「…………あ、あれじゃないか!?」

　俺は建物を見上げて指さす。おそらく二階部分になるのであろう鉄骨の上を、白い猫ねこがとてとてと歩いているのが見えた。

「よし……追いかけるわよ！」

「あ、ちょ、ちょっと待て！」

　如月が作業用の即席階段へ走り出す。あの鉄骨のみの無骨な建物を見ても物もの怖おじ一つしない。

「さすがに危ないだろ！　落ちたら怪け我がするぞ！」

「落ちなければいいの！　絶対逃がさないんだから！」

　俺の静止も振り切って、カンカンカンッと音を立てて階段を上がっていく如月。足取りにはまったく迷いが無い。

「も、もう、ペンダントのことしか頭に無いみたいだな……」

　一人で行かせるわけにはいかない。俺も彼女を追って頼りない階段を駆かけ上がり……。

　二階の足場に降り立つと、如月は辺りを見回していた。

「いない……どこに行ったの……」

　まさか……と上を見上げると、今度は白猫の姿はさらに一つ上の階に見える。

「……あなたはここにいていいわよ」

「……一人より二人の方が捕まえやすいだろ。如月きさらぎ、くれぐれも落ちないようにな」

　らしくなく素直に頷うなずく如月。さすがの彼女も顔が強こわ張ばっている。……落ちたら大怪け我が、打ち所が悪ければ最悪の事態もあり得そうだ。気をつけないと。

　再び階段を上り、三階に到達……。

「うお……なんであんな端っこに……」

　白しろ猫ねこは俺達のいる場所の反対側、三階部分の端の方にいた。三階もまだ骨組み以外はほとんど作られていないようで、足場が無いに等しい。綱渡りのように鉄骨を渡っていかなければ移動出来ないみたいだ。……参ったなあ。

「や、やっぱり高い……」

　下を見れば、遠い地面が見えて足が竦すくむ。足を踏ふみ外せば一階まで落下。真っ逆さまだ。

　……これは危険過ぎる。命綱無しでこの鉄骨渡りは無む謀ぼうだ。

　ごくりと唾つばを飲み込む。ペンダントが大事とはいえ、こんな危険なことをするのは……。

　と、そう思っていたのは俺だけだったらしい。

「……私一人で行くから。あなたはここで待ってて」

　如月は怯おびえを殺すようにぎゅっと拳こぶしを握り、俺を置いて一歩踏ふみ出そうとする。

「ま、待てって！　怖くないのか!?」

「怖いけど……。あれは大事なものなの。絶対に取り返さなくちゃ……」

　彼女は俺の静止も聞かず、白猫との距離を詰めていく。足取りがふらついていて頼りなく、後ろから見ていると一歩進むごとに「あ、あ……」と思わず心配で声が出てしまう。このまま見ていれば、俺の方が心臓が止まりそうだった。

「お、俺も行くから、横から挟はさみ撃うちにしよう！」

　聞こえているのかいないのか、彼女はゆっくりと前へ進んでいく。……集中が途切れたらまずそうだ。俺は俺で集中しないと……。

　彼女とは別の鉄骨を伝い、俺も白猫へ向かって歩いていく。鉄骨が思ったより太いのは幸いだ。風もあまり無いし、揺ゆらされでもしない限りは落ちないだろうが……下を見るとふらつきそうだった。作業員の人が見たらこっぴどく怒られるだろう。

　緊張で全身に汗が浮かぶのを感じながらも──やがて俺達はほぼ同時に白猫の座る鉄骨の両端に到達した。階の端なので、一歩踏み外せば外へ転落だ。下に目を向けると遠い地面……くらりと目め眩まいがしそうだった。

　……早く捕まえて降りよう。

　俺は鉄骨を挟んで逆側にいる如月に声をかける。

「よ、よし、行くぞ如月……、落ち着いて動くんだぞ」

「わ、分かってるわよ。あなたこそ落ち着きなさいよ。足が震えてるじゃない」

　二人とも腰が完全に引けていた。高い所が苦手ってわけじゃないけど、こんな状況はさすがに体験したことがない。慎重にいかなければ……。

「せーの、で一歩踏ふみ出すからな……」

　頷うなずきが返ってきて、俺は縦の鉄骨に手を触れながら足場を確かめる。

　覚悟を決めて、のんびり寝転がっている白しろ猫ねこを睨にらみ、腰をぐっと落として──

「せーのっ！」

　かけ声と共に、如月きさらぎとほぼ同じタイミングで大きく一歩を踏み出した。

　瞬しゆん間かん、

「う…………!?」

　猫がびっくりしたのか勢いよく起き上がった。そして間かん髪はつ入れずに飛ぶように走り出し──

「う、うわっ……！」

　俺の方へと飛びついてきた。如月に向かわなかったのは幸い──だけど、驚いて危あやうくバランスを崩しそうになる。

　息が詰まりそうになりながらも鉄骨の縦組みを掴つかみ、素早く猫の体へと手を伸ばした。ペンダントを奪い返すチャンスは今しかない……!!

「このっ!!」

　ぱしっと掌てのひらの中にロケットの感触。そのままもぎ取るようにして、猫の首からペンダントのチェーンを抜く。白猫がもがいたので一いつ瞬しゆん首に引っかかったが──

「よっし!!　取り返したぞ如月！」

　ペンダントは俺の掌の中にしっかりと握られていた。それを掲げれば、ぱああっと明るくなる如月の表情……。

　──だったのだが、それに見とれる暇は無かった。

　白猫が俺を警戒したのか、全身の毛を逆立てて急旋せん回かいしたのだ。そして向かう先は、反対側にいる彼女の方向……!?

「き、如月、気をつけろ!!」

　俺に刺激されたせいか、猫は如月に攻撃を加えようとでもするように体に飛びついていた。彼女は驚いたのか、体のバランスを崩して──

「あっ……」

　猫に飛びつかれた彼女は鉄骨から足を踏み外し、ゆらりと建物の外側へとその体が傾かしぐ。黒いロングヘアがさらりと流れた。縦組みの鉄骨を掴もうとするが、手が届かない。

　そして如月は、目を大きく見開いたまま、地面へ向かって落下を始め──

「う……だあああああああああああああああああああああ!!」

　俺は咄とつ嗟さに彼女に向かって飛び出していた。

　華きや奢しやな体が落ちていく──その直前で彼女の手首を掴んだ。如月の全体重が俺の片腕に掛かって、ぎちっと肩が悲鳴を上げる。

「はっ、うっ……!!」

　彼女の苦しそうな声。こちらを見上げるその大きな瞳ひとみには恐きよう慌こう……パニックの色しか見えない。口をぱくぱくと動かして、どうしたらいいか混乱しているみたいだ。

「あ……あ……」

　声にならない声を出す如月きさらぎ……。パニックになるのは分かるけど、今はそれが許される状況じゃないって……！

　俺は猿のように両手足で鉄骨にしがみついて、歯を食いしばりながら彼女に怒鳴る。

「ひ、引っ張ってやるから、俺の腕しっかり掴つかんでろ！」

　この大声で我に返ったのか、彼女の目に理性の光が戻った。震えながらもぎゅっと唇くちびるを噛かんで、俺の腕を握りしめる如月……。

　──が、途中でその目が俺の顔を捉とらえた瞬しゆん間かん、彼女は動きを止めてしまった。

「こ、小こ熊ぐまくん、すごい蕁じん麻ま疹しんが出てる……！　顔まで真っ赤になってるじゃない！」

「分かってるよ……！　いいから気にしないで、掴まってろよ！」

　蕁麻疹が出ていることくらいさっきから分かってる。腕が痛い、全身も痛いくらいに痒かゆいのダブルパンチだ。ここまで女の子と密着することは今までに殆ほとんど無かった。異性の細い手首の感触……。

　くら、と視界が揺ゆらぎそうになる。

　や、やばい、熱が出てきたかも……。

「ふん……ぐ……！」

　目め眩まいを振り払うように歯を食いしばって、ぐっと腕に力を込める。ミシミシと肩が悲鳴を上げるのにも構わず、呻うめきながら少しずつ如月の体を引っ張り上げる……!!

　かみ合わせた歯がぎしっと音を鳴らす。小さく息を吸い、ふんっとさらに力を込めると──如月の細い腕が鉄骨の上に乗った。俺はもう片方の手を彼女の腋わきに回し、その体を鉄骨の上に引き上げる。

　……こ、これで一安心かな。

　如月の体が完全に鉄骨に乗ったのを見て──ほーっと内臓まではき出すような息をついた。

「よ、良かった……。危なかった……」

　俺は呻くように呟つぶやいて、鉄骨の上にはいつくばったまま、ぺたんと額ひたいを鉄にくっつける。ひんやりとして気持ちいい……けど、熱が引いてくれない。

　ぐわんぐわんと揺れる頭……。インフルエンザにかかったみたいに、全身が怠だるくなっていた。

「た、助かったわ……って、小熊くん？」

　如月の呼ぶ声にも反応出来ない。俺は鉄骨の上に乗ったまま、動けなくなっていた。脱皮する直前の蝉せみ状態。

「や、やだ、蕁じん麻ま疹しんが引かないじゃない！　ちょっと小こ熊ぐまくん！　しっかりしてよ！」

　彼女の声が頭に響く……。あぁ、体が完全に痒かゆいを通り越して熱い……。

　次第に体に力が入らなくなり……、

「うぅ……」

　小さく呻うめいて──目を瞑つむる。

　遠ざかる意識の中で、東京を出発する時に送りに来てくれたねーちゃんの顔が思い浮かぶ。

『浩こう一いちちゃん、新天地でもしっかりやるのですよ？　きっと素敵なことがあるはずですから』

　そう言って、慈じ愛あいに満ちた笑え顔がおで送り出してくれたねーちゃん……。理事長と結けつ託たくして俺を女子寮に放り込み、男子の極めて少ない学校に転入させる策略を弟の知らないうちに巡らせていた美人の姉……。

　ありがとう、最愛の優しいねーちゃん。

　おかげさまで、初日から酷ひどい目に遭ってるよ……。




　　　　４




「ん…………」

　目を開けると、暗い板張りの天井が視界に入った。……おかしいな、俺の部屋の天井には白い壁紙が貼はってあったはずなんだけど。

　うん、と呻きながら体をよじる。鼻び孔こうを満たすい草の匂におい。ベッドではなく、布団越しに畳の感触がある。

　どこだここは……？

「あ、気がついた？」

　声量を抑えた聞き覚えのある声……。

　そちらに顔を向けると、暗い中にぼんやりと、まだ見慣れない女の子の顔が浮かんだ。

「如月きさらぎ……」

　呟つぶやいてみて、ようやく意識がはっきりとしてくる。……そうだ、俺、建築現場で猫ねこを追いかけて、如月を引っ張り上げてから…………？

「……あれ？　どうなったんだ、俺？」

　体を起こすと、如月がぱちっと電気を点けてくれた。蛍けい光こう灯とうの白い光が網もう膜まくを刺し、思わず顔をしかめた。

　昼と同じく無愛想な表情の如月は小さく息をついて、俺の前に腰を下ろした。

「ここはいるか寮の、あなたの部屋よ。……小熊くんの女性恐怖症って、相当なものなのね。私、ちょっと認識が甘かったかも」

　聞いてみたところ、俺は鉄骨の上であのまま意識を失ってしまい、理事長に迎えに来てもらってようやく救助されたらしい。……理事長にはさっそく迷惑をかけちゃったか。後でちゃんと謝らないと。

　そう思いながら額ひたいに手を当ててみると、熱はすっかり引いていた。頭もすっきりしているし、今ならもう立てそうだ。

「知恵熱みたいなものって理事長は言ってたけど……なかなか熱が下がらないから、さすがにちょっとだけ心配したわよ」

　そう言う彼女の顔には、どことなく疲労の影が見えるのだが……、

「如月きさらぎ、もしかして看病してくれてたのか？」

　う、と彼女は言葉に詰まり──ふん、と鼻を鳴らして、すました顔で当たり前のことのように告げる。

「それはそうよ。私のせいであなたが倒れたんだから」

「……如月のせいってわけじゃないと思うけど。でも、ありがとな」

　返ってくるのは「感謝されるいわれは無いわ」と町を案内してくれた時と同じセリフ。……まあ、こういう答えがこの子らしいってことなのかな。

「あ、そういえばペンダントは……あ」

　彼女の首もとには、ちょこんとペンダントが提さげられていた。猫ねこに奪われて、俺達が取り戻そうとしたもの……。

「ああ……そっか。そういえば、あの時猫から取り返したんだっけ」

　掴つかんだロケットの感触は掌てのひらに残っていた。なぜだか俺も心から安心して、どさっと布団に再び寝転がる。……大事なものは、やっぱり取り返すのが当然のこと。思わぬ騒そう動どうだったけど、これで一件落着だ。

　脱力して、天井を見上げる。木目が浮かんだ天井には実家に無かった味がある気がする。和室は旅館などでしか入ったことが無いけど、不思議とリラックスした気分になる。

　静せい寂じやくの満ちるつかの間の自室。半分開いた窓から風が入ってきて、レースのカーテンが揺ゆれている。耳を澄ませば潮しお騒さいが聞こえてくるようで……。

　大きく息を吸い、はき出す。空気に潮の匂においが混じっている気がする。

　……御み崎さき町ちようの、いるか寮か。

　空気も綺き麗れいだし、やっぱり良い所なのかもしれないな。

　落ち着いた気分で、そんなことを思っていると──

「…………がと」

　なにやら小さな声が聞こえた気がした。

　如月に目を向けると、彼女はお姉さん座りをしたまま、うつむいてくりくりとロケットをいじっていて……。

「……？　今、なにか言った？」

「い、言ってないわよ。空耳じゃないの？」

　なぜか狼ろう狽ばいしたようにそう言って、彼女は立ち上がった。つんと唇くちびるを突き出しているのだが、別に不ふ機き嫌げんになっているわけではないらしい。……どうしたんだろ？

「そ、それじゃ、そろそろ夕飯だから。落ち着いたら食堂に来なさいよね」

「ん、ああ……」

　……俺の聞き間違いだったのかな。なにか聞こえた気がしたんだけど。

　まあいいか、と上体を起こし、布団を体から剥はぎ取る。と、ぐううっと腹が鳴った。……今日は走り回ったからなあ。ここに住むにしろ住まないにしろ、夕飯は食べさせてもらえるようで助かった。

　立ち上がろうと、ぐっと足に力を入れると──彼女はドアを開け、動きを止めた。

「どうしたよ？　なにか忘れ物か？」

　聞いてみると、彼女は最後にちらりと気の強そうな目でこちらを一いち瞥べつして、




「……助けてくれて、ありがと」




　ぽつりとそれだけ告げて、部屋の外へと出て行った。

　後に残された俺は、ぽりぽりと頭を掻かく。

「感謝のセリフまで無愛想かよ……」

　……でもまあ、ありがとって言ってもらえただけでも十分か。

　悪くない気分で、身だしなみを整えることにした。







　夕飯を食べに食堂へ行くと──すでにみんなテーブルの周りに集まっていた。

　理事長、如月きさらぎ、竜たつ浪なみ、珠たまちゃん、そして正まさ木きゆうひ先輩……。料理はもう食卓に並んでおり、ふわふわ良い匂においが俺の食欲を刺激してくる。

「浩こう一いち君、もう大丈夫なの？」

　理事長が読んでいた雑誌を閉じ、ほっとした様子で聞いてくる。

「はい、すいませんでした、いきなり熱なんか出しちゃって……」

　ぺこりと頭を下げると──過剰反応する女の子が一人。

「よかったっ、元気になったんだねこうちゃぁぁぁぁぁん！」

「うおおおおお！　飛びついて来ないでくださいゆうひ先輩！」

　ぴょーんっとカエルのように飛びついてくる小柄な先輩を危あやういところで避よける。不満そうにほっぺたを膨ふくらませるゆうひ先輩だけど……スキンシップが好きなのかな。俺にとっては危険極まりない人だ。

　理事長はすたすた歩いてきて、体をのけぞらせる俺の顔色を見るようにじっと目を凝らしてくる。

「……うん、熱は引いたみたいね。体におかしなところは無い？」

「いえ、特には……。すいません、心配かけちゃったみたいで」

　よかった、と胸をなで下ろし、微笑する理事長……。

　だったのだが、彼女はすぐにきゅっと目に力を込め、眉み間けんに皺しわを寄せながら、

「本当ならしっっっかりと怒らないといけない場面なんだけど……まあ、あなたは巻き込まれたようなものだものね。美み空そらちゃんはさっき叱しかっておいたし……。でも、いい？　今回みたいなことがあった時には、まずは私に連絡しなさい。二度と自分達だけで危険なことはしないように。寮の人間は協力しあうことって決めてるんだから。ほら、ここに鬼ごっこ大好きな女の子もいることだし」

「むぅ、理事長ちゃん、ゆうひのこと子供扱いしないでよぅ」

　ゆうひ先輩は頭を撫なでられてちょっと不満顔。……理事長にもちゃんづけなのか。

　そんな風に生徒と距離を感じさせない理事長に、もう一度すいませんでしたと今度は如月きさらぎと二人で謝ると──ぱしんっと彼女は手を叩たたいた。

「はい、二人とも反省しているようだし、この話はこれでおしまいにしましょう。……それじゃあ、浩こう一いち君の入寮問題について話しましょうか」

　途端、今まで憮ぶ然ぜんとして黙だまっていた竜たつ浪なみが口を開いた。

「私は絶対に反対だ。男と一つ屋根の下で暮らすなど……考えられん」

　吐はき捨てるような口調。……そりゃあ、それが普通の反応じゃないだろうか。年頃の男と女を同じ寮に入れる学校は殆ほとんど無い……というか、皆無に近いだろう。

　が、理事長はその常識に反抗するらしい。

「大丈夫だって言ってるでしょう、竜りゆう子こちゃん。浩一君を見なさい。女の子に触れただけで蕁じん麻ま疹しんが出る……さらにはこうして発熱して寝込んでしまうような男の子よ？　草食系ここに極まれりって感じじゃない？」

「それは、そうかもしれんが……」

　竜浪はふよっと二本触覚みたいに飛び出した髪を揺ゆらし、承しよう諾だくしかねるといった口ぶりだ。どうやって説得しても、この子が納得することは無いんじゃないだろうか。

　如月もおそらく竜浪と同じ意見だろう。他の二人は……。

「珠たまちゃんはどう？」

　理事長がそう言い、俺達はリボンの小柄な女の子、佐さ倉くら珠ちゃんに目を向ける。彼女は俺達の様子を窺うかがいながらお茶を飲んでいたのだが、意見を求められるとすぐに口を開いた。

「えーっと……わたしは、小こ熊ぐまさんがこの寮に住んでもいいと思います」

　出てきたのはそんな迷いの無い答え。彼女が俺に向ける目には、竜浪とは違ってまったく敵意が含まれていない。

　彼女は俺に向かって、どこか困ったような表情になって、

「男の人がいてくれると、それだけで防犯になりますから……。お母さんも安心してくれるかなって思います。最近、ちょっと心配してるみたいなんですよね」

　理事長はああ、と頷うなずいて、

「たしかにそうね。この寮って防犯システム入れてないものね……お金かかるから。男の子がいればその面でも助かるわ」

　俺も「なるほど」と頷いた。……この寮ってボロいし、防犯について心配になるのも無理はない。田舎いなかだし、都会よりは治安がいいだろうけど、危険が無いとは言い切れないし。

「珠たまちゃんは、浩こう一いち君の入寮に賛成ってことね。ゆうひちゃんは……」

「ゆうひは賛成だよ？　こうちゃんは面白いコだと思うもん！　ここに住ませて、おねーさんがたっぷり可愛かわいがってあげるのだ！」

　溌はつ剌らつとした笑え顔がおで答え、しかも俺に飛びついて来ようとするゆうひ先輩を「どう、どう……」と押しとどめる。竜たつ浪なみとは別の意味での危険人物だ。

　理事長は二人の反応に満足げに頷うなずいて、

「これで二対一ね。扇せん香かちゃんは新学期が始まるまで実家に戻ってるから、この四人で決めなきゃいけないわけだけれど……」

　竜浪がきりりとした目を俺に向けてくる。

「二対二の場合は彼の入寮は認められん。理事長、それでいいのだな」

「よくないわよ。なに言ってるの、おちびちゃん？」

「お、おちびちゃんではない！」

　またも顔を赤らめて怒る竜浪とほくそ笑えむ理事長。……妹をいじって楽しむ姉の図だな。

「ふふ……でも、たしかに二対二の場合にはまた考えなければいけないわね。無理矢理押し通すのも問題だし……」

　竜浪はその答えにこくこくと頷く。こちらもその意見には納得だ。反対が二人いるのに住むのは問題があるだろう。

　……でも、となると、俺がここに住むのは不可能か。

　俺達は如月きさらぎに目を向けた。静かにお茶をすすっている彼女だが、おそらく内心は俺を追い出したい気持ちでいっぱいのはず……。反対が二人になって、俺は別の場所に住むことになるのではと思う。

　……珠ちゃんは良い子みたいだし、ゆうひ先輩も危険だけど楽しそうな人だ。理事長の話だと、彼女達も恋愛を否定していて、それには過去の出来事が関かかわっている……。そういう雰ふん囲い気きの無い二人だけに気になるけど、こうなってはもう、俺がどうこう出来る問題じゃなくなるかな……。

「ふ、お前は今日から野宿するのだ。いい気味だな」

　にたりといやらしい笑えみを浮かべる竜たつ浪なみは……こいつだけは生まれつき男嫌いなんじゃないだろうか。

　なんにせよ、如月きさらぎの意見を聞かなければいけない。話はそれからだ。

「美み空そらちゃんは、どう思うの？」

　理事長が答えるようにと促うながすと、如月は湯ゆ呑のみを置いて、ふう、と一つ息をつく。

　そして俺を一いち瞥べつして──その繊細な手がそっと胸元のペンダントを撫なで、意見を待つ俺達に向かって彼女の口はゆっくりと開かれて……。




「私は、小こ熊ぐまくんはこの寮に住んでもいいと思う」




　そんな意外すぎる答えに、俺達は全員同じように目をしばたたかせた。

　一いつ瞬しゆん、耳を疑う。……今、如月、『住んでもいい』って言ったのか？　あのスタンガンで武装して、俺を突き放すことばかり言ってた如月が？

「な……、美空もこの男の入寮には反対だと言っていたではないか！」

　竜浪は当然激げつ昂こうする……が、如月は動じていない。彼女らしい平然とすました顔で、

「そうだけど、考えが変わったの。小熊くんの女性恐怖症は相当なものよ。私達に害が及ぶことはまず無いだろうし……リハビリが必要だって言うなら、協力してあげてもいいじゃない。これからは学友になるんだし」

　ぐ、と竜浪が言葉を飲み込み──それを好機と見たか、理事長が素早く纏まとめに入る。

「はいそれじゃあ決定ね。寮生は浩こう一いち君を受け入れます。竜りゆう子こちゃん、いいわね？」

「うぅ、しかし……」

「あら？　そういう話になっていたはずよ？　ここで受け入れないのはずるいわね、竜子ちゃん。あなたはずるい子だったのね？」

　追い詰めるような理事長の口調。竜浪がどんな反応をするかと言えば……、

「むぐぅ……」

　ぎゅっと唇くちびるを噛かみ、また泣きそうな顔になる。こういう時は凶暴さが消えて子供っぽい。

　竜浪が大人しくなったのを見て、理事長は今度はこちらに顔を向けた。

「あとは浩一君次第ね。あなたがここに住むか、住まないか……。結論は出たかしら？」

　来ると分かっていた質問だったが──俺は俯うつむいて返答に迷う。

　冷静に考えると、やっぱり昼間と結論は変わらず。断るべきだろう。俺には女性恐怖症っていう体質がある。ここにとどまっていれば、毎日ぶつぶつ蕁じん麻ま疹しんばかり出す生活が待っているし、体が保もたないと思う。

　しかし……。

　ちらりと珠たまちゃん、ゆうひ先輩、竜たつ浪なみ、それに如月きさらぎに視線を向ける。

　……恋愛不適応か。

　竜浪と如月は男性嫌い。ゆうひ先輩や珠ちゃんにも恋愛を避ける傾向がある。しかもそれぞれ、原因になった出来事や背景がある……。

　ふと、気になった。

　恋愛出来ないってことは、どういうことなんだろう……？

　俺は異性には興味があっても、女性恐怖症っていう体質があるせいか、誰かを好きになったことはない。可愛かわいいと思う子がいても、恐怖心が混ざるせいか、自分の気持ちが恋愛にまで行き着いたことがないのだ。

　……正直なところ、これからも俺は恋愛が出来ないんじゃないかと思ってる。ねーちゃんが心配するのも分からないでもないのだ。この女性恐怖症がある以上、女の子と恋人になったり……なんて未来は想像もつかない。恐怖の対象とどうしてそんな関係になれるというのか。

　ずっと一人。異性と付き合ったり出来ず、周りが結婚して家族を作るのを横目に見ながら、誰とも結ばれることなく生きていく……。

　眉まゆを寄せる。それが寂さびしいことなのかそうでないのか、今の俺にはよく分からない。

　でも、と再び女の子達に目を向ける。

　みんな見み栄ばえのする容姿の子達だと思う。性格も悪くないんじゃないだろうか。竜浪は凶暴過ぎる気がするけど……男嫌いってところを除けば、良い子なのかもしれないし。

　この子達がずっと一人っきり……。

　それはなんとなくだが、間違っているのではという気がするのだ。

「……どうするの、浩こう一いち君？」

　理事長に再度答えを促され──今度は俺は顔を上げる。

　……決意というほどじゃないけど、腹は決まった。

「えっと……ここで暮らさせていただければと思います」

　そう口にした途端、理事長の顔がぱあっと明るくなる。

「本当に？　いいのね？」

　頷うなずきを返す。……不安はあるけど、住んでみてもいいんじゃないかと思う。

　理事長は、俺がいるだけで彼女達のためになるって言うし……こっちの女性恐怖症のリハビリになることも事実だ。お互いに問題があるのなら、協力して解決の道を進もうとするのは、間違ってないと思う。

　と、ゆうひ先輩がぴょんっと飛びはね、動物じみた反応で動き出した。

「わあ！　それじゃ、今日からこうちゃんも寮の仲間だね！　よろしくこうちゃ───ん!!」

「ひいいいい！　だから抱きついてこないでくださいってば！」

　避よけられずにがばっと腰に抱きつかれ、ふわりと漂うストロベリーの香り。ゆ、ゆうひ先輩、子供っぽいって言ってもやっぱり年頃の女の子。すげえ良い匂においがする……。

　──が、ドキドキと共にやっぱり生まれる足が竦すくむような恐怖感。

　ブツブツブツブツッ！

「きゃー出た出た！　蕁じん麻ま疹しんが出たよー！」

「お、面白がらないでくださいっての！」

　ぶんぶんと振り払おうとするが、先輩は楽しそうにしがみついたままだ。普通なら女の子に抱きつかれて喜ぶところだろうけど、蕁麻疹がある以上こっちは楽しくもなんともない。

　困っていると、学校前の時と同じように、見かねたのか如月きさらぎが割って入ってくれる。

「ほらほら、ゆうひ先輩、あんまり抱きついたら小こ熊ぐまくんも可哀かわい想そうですから」

　べりっと俺から先輩を引き離してくれるのだが、今度は小柄な彼女は如月を見上げてぱちぱちと瞬まばたきし──二重の目を細めて、口元に三日月のような笑えみを浮かべた。

「んー、もしかしてみそちゃん、嫉しつ妬とした？」

「しっ……嫉妬なんてするわけないでしょう」

　ポーカーフェイスでそう答える如月だったが、さらに「ホントにぃ？」とからかうように言われてふいっとそっぽを向く。……なるほど、この二人はこういう関係か。しかしゆうひ先輩、元々綺き麗れいな顔をしてるせいか、顔つきだけで随ずい分ぶん印象が変わるんだな。ちょっと驚いたぞ。

　俺達のやりとりを見ていた理事長は「んーっ」と大きく背伸びして、

「ああ、解決して良かったわぁ。さ、ビールビール」

　すっきりした顔でさっそくというように冷蔵庫に向かう。視線を転ずれば、親の敵かたきでも見るように黒い影を背負いながら俺を睨にらんでいる竜たつ浪なみ。そして湯ゆ呑のみを熱そうに両手で持ちながら、そんなみんなの様子を笑え顔がおで眺ながめている珠たまちゃん……。最年少の子が一番落ち着いているように見えるのはいかがなものか。

　……しかし、一ひと癖くせあるというかなんというか。みんなちょっと、普通の女の子とは違う気がする。この調子だと、もう一人いるらしい寮生というのも個性的なのかもしれない。

「……不安だ」

　無事に過ごせるのかどうか、疑問は残る。……でも、ここがこれからの俺の家になるわけで。

　なんとかやっていければと、蕁麻疹の浮いた体をさすりながら、騒さわがしいみんなを見てそう思うのだった。







　話は纏まとまり、珠ちゃんの作ってくれた温かい夕飯を食べた後は──みんなで料理当番や風呂の順番などを決めることになった。

　と言っても、話し合いっていうほどでもない。珠ちゃんの担当していた家事の一部を俺も手伝わせてもらうことにして、風呂の順番は……、

「お前が一番最後だ。絶対最後だ。でなければ殺す」

　竜たつ浪なみの殺意の籠こもった一言により、俺がラストということになった。……ホントに殺されるかと思ったわ。夜道で竜浪に背中を見せないように気をつけよう。

　そんなこんなで、ゆうひ先輩にくっつかれたり逃げ出したりしながら時間が過ぎて──

「浩こう一いち君、お風呂はみんな入ったから、あなたも早くお入りなさい」

　理事長が部屋に俺を呼びに来て、ようやく俺も風呂の時間だ。

「ここのお風呂は広いわよ。銭湯並みにリフォームしたからね」

　そんなことを言われては期待せざるを得ない。今日は疲れたし、たっぷりお湯の張られた大きな浴槽が恋しいよ……。

　理事長から『浩一、入浴中だよ♥』と丸っこい女の子字で書かれた木札を渡され、それとタオルと着替えを手に、肩をぐるぐる回しながらお風呂場へ。

　脱衣所に入ると──思わず「うわ」と声を出してしまった。

　びっくりするくらいに広かったのだ。まるで銭湯の脱衣所のよう。洗面台や洗濯機、ロッカーに脱衣カゴの置かれた六畳くらいあるその洗面所では、人が五人くらいは普通に着替えられそうだ。理事長にああ言われていたとはいえ、ここまで広いとは思わなかった。

「風呂だけリフォームか……。女の子達の希望もあったのかもしれないな」

　いそいそと中に入ると、ふわりとシャンプーの香りが漂ってくる。

　……女の子達の匂におい。

　頭の中に裸になった女性陣の姿が浮かびそうになって、慌あわてて首を振って打ち消した。

　……み、みんなは俺のことを信用してここに住ませてくれてるんだから、こんなこと考えちゃ駄だ目めじゃないか。

　ふう、と心を落ち着け、服を脱ぐ。……なんだか緊張する。誰も入ってこないだろうな。

　全裸になり、入り口を窺うかがいながら浴室の磨すりガラス戸に手を掛ける。

　……色々考えることはあるけど、今日は風呂に入って早く休もう。

　そう考えながら、ガラス戸をガララ、と反響させて開けると──




「「…………え？」」




　二人の声が、見事に重なった。

　なぜか浴室には、女の子がいた。ちょうど上がろうとしたところだったのか、俺と正面から向き合っている。白い湯気で煙る浴室はやはり銭湯並みに広く、檜ひのき造りの浴槽はそこいらの温泉よりも立派かもしれないのだが──その辺りは、目の前の彼女に比べればどうでもいいものだった。

　彼女は一糸まとわぬ姿だったのだ。贅ぜい肉にくの無い猫ねこのような体。体は男と違い、悩ましげなラインを描えがいている。ふっくらと膨ふくらんだ双そう丘きゆうも隠されることなく俺の眼前に晒さらされていた。しなやかな腰つき、張りのある太ふと股もも……。湯気だけが彼女の体を覆うヴェールになっている。

　目をぱちぱちとしばたたかせている彼女の名前は……如月きさらぎ美み空そら。

　全身に水気を纏まとった彼女は、何が起こっているのか分からない様子で突っ立っていた。
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　ごく、と喉のどが鳴る。

　目の前の光景を見て、頭に浮かんできた感想は一つ。

　──可愛かわいい云うん々ぬんは別にして……如月って、やっぱ綺き麗れいだなあ。

　ぼんやりとそんなことを思っていると──彼女の顎あごから零こぼれた滴しずくが、ぽちゃっとお湯に落ちて音を立てた。

　次の瞬しゆん間かん、彼女の顔が沸ふつ騰とうするように真っ赤に染まり──




「い、やああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」




　鼓こ膜まくを破壊する超音波並みの悲鳴。そして超高速で接近してくる風呂桶おけという凶器……!!

「いたあっ!?」

　がすっと脳天に桶が突き刺さり、俺はたたらを踏ふんで後ろによろめく。

「ばかぁっ!!　死んじゃえ死んじゃえ死んじゃえ死んじゃえ!!」

　さらにびゅんびゅんと飛んでくる石せつ鹸けん爆弾の嵐。そのうちの一発が弾丸のように脳天に突き刺さり、俺は後ろへと倒れ込んで──

「ぐふ!?」

　後頭部を洗面台で強打した。くらりと目の前が揺ゆれ、脱衣場の床に仰あお向むけに倒れる。

「あなたなんかちょっとでも信用した私が馬ば鹿かだった!!　やっぱり男の人って最低!!」

　さらにトドメの風呂イスが股こ間かんにぶち当たり、鈍どん痛つうと共にびくんっと震える俺の体……。打たれ弱い俺の体は絶え間ない衝撃に耐えられない。

「ふふ、喧けん嘩かから始まる恋もある」

　なにやら入り口のドアから覗のぞいてほくそ笑えんでいる理事長の姿が見えたが……どうやら俺は嵌はめられたらしい。

　──くそう、失敗だ。入寮は断るべきだったんだ。

　後頭部と股間の痛みに、今日二度目の遠ざかる意識の中──心底後悔していた。




　俺、ホントにここで暮らしていけるのかな……？
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　四月九日、始業式の日──

『こんにちは。新入生の皆さんには初めまして。私がこの浜はま之の宮みや学園の理事長、浜之宮です』

　体育館にて、ステージに立って凛り々りしく挨あい拶さつを述べる我らが理事長殿。

　……寮にいる時と全然イメージが違う。やっぱり真ま面じ目めにしてれば綺き麗れいな人なんだ。服装も見み栄ばえのするスーツ姿。ぱりっとしたワイシャツには皺しわ一つ無い。

　理事長は生徒みんなの顔を見ながら澱よどむことなく話を続ける。話の内容は特に珍しいものでもない。この学園は成り立ちがどうのこうの、みなさんは将来のためにこの学び舎やで知力、人間力を高めるのです……などと、形式的と言っていいような挨拶だった。

　立ったままでいると肩が凝る。それに……、

「う…………」

　左右にはずらりと並ぶ女の子の列。前後左右全て異性。身じろぎすれば腕が当たってしまいそうだ。ふわふわと漂ってくる彼女達の匂におい……。

　ゾクゾクと腹の底から湧わき上がる恐怖感。じ、蕁じん麻ま疹しんが出そうだ……。

　眉まゆをひそめ、せめて視界だけでもシャットダウンしようと目を閉じると──

『こら小こ熊ぐま浩こう一いち君、壇だん上じように立つ人の話は集中して聞きなさい』

　びくっと肩が跳はねてしまった。気付けば理事長がその目をこちらに向けている。

　恥はずかしさに小さくなり、ぺこりと謝罪に頭を下げると、くすくすと周囲から笑い声が聞こえてくる。

　……り、理事長。名指しで注意することないでしょうに。

「ふ、恥ずかしい奴やつ……」

　むっとして斜め後ろに目を向けると、目が合う前に顔を逸そらす竜たつ浪なみの小柄な姿。今日も触覚がひょこんっと揺ゆれている。さらにその後ろには『ばーか』と口を動かしている如月きさらぎの顔も見えた。どちらももちろん制服姿で、胸元には赤いリボンタイがついている。

　……困ったことに、この二人とは同じクラスらしい。どうせ理事長の差し金だろうけど。

『皆さんも、前で人が話している時はちゃんと聞かなければいけません──あ、こら、ゆうひちゃん！　立ったまま寝るのはやめなさい！』

　どっと館内が笑いに包まれる。……俺よりもっと恥ずかしい先輩がいたようだった。

　ゆうひ先輩は三年の列に並んでるけど……やっぱり上級生だったのか。お姉さんだよ？　とか言われても、本音では三年だって信じてなかったんだけど。

　と、そんなごたごたがありながらも理事長の話が終わると、次は生徒会長の挨拶だ。

　俺は居ずまいを正し、ステージ上に目を向ける。この人の顔は覚えておかなければならない。

　とんとんとんっと静かに音を立て、壇だん上じように一人の女生徒が上がった。

　さら、としなやかな髪が流れ──

『皆様、こんにちは。生徒会長の氏うじ家いえ扇せん香かと言います。以後お見知りおきを』

　意識して覚えようとする必要は無いな、と思った。

　ぽかんと口を開けて彼女に見とれる。一目見れば忘れないだろう。如月きさらぎ達の話を聞いて、相当な美人さんだっていうことは知ってたんだけど……ここまでとは思わなかった。

　腰を通り越すくらいに長く、美しい髪がまず目にとまる。前髪の片側にはくるくるとリボンを巻いてあり、それがアクセントになっていてよく似合っている。その瞳ひとみはしっかりと前を見み据すえており、五百人を超える生徒達の前に立っても全く物もの怖おじしていない。目元は涼しげで、口は上品に開いて鶯うぐいすのような声を紡つむいでいる。身長は如月と同じくらいか……。スタイルはどうやら抜群に良いようで、制服の上からでも胸の膨ふくらみがふっくらとよく目立っていた。

　……綺き麗れいな人だなあ。ちょっとクールな雰ふん囲い気きがあるかな。

　ほう、と感かん嘆たんに息をつく。ここのところ、性格はさて置き顔は良い女子達と関かかわることが多かったけど……完成された美び貌ぼうという意味では、この人は理事長に並ぶかもしれない。

　さて、どうして俺がこんなにもこの人に注目するのかと言えば……。

　彼女は、俺が不本意ながら住むことになってしまった学生寮──いるか寮に住む最後の一人なのだ。

『わたくしは今年三年生になります。最後の一年……出来うる限り多くのことを学び、多くの人と関わり、自分を高めていきたいと思っております。皆様、廊下などでわたくしのことを見かけた折には、気軽に声をかけていただけると嬉うれしいです』

　いつの時代の御み台だい所どころか……と聞きたくなるような丁寧な口調。飽きさせない話し方。そして何よりいつまでも聞いていたくなる美しい声……。

『それと一つお知らせを。来週、生徒会主催の親しん睦ぼく会かいが開かれることになっております。新入生の皆様は、これを機に新しい学校に馴な染じんでいただければと思いますわ。特に男子の方々の参加をお待ちしております。女子ばかりと萎い縮しゆくすることなく、気軽にご参加くださいませ』

　一旦言葉を切って、

『それでは、これで生徒会長としての挨あい拶さつを終わらせていただきます。皆様、ご機き嫌げんよう』

　ぺこりと楚そ々そとした仕草で頭を下げる氏家先輩。それに釣つられる形で聞いていた生徒達全員が同じように頭を下げていた。

　……一見まともそうな人だけど。

　曲くせ者もの揃ぞろいのいるか寮の住民達だ。普通と言えるのは一年の珠たまちゃんくらいのもの。……この人も恋愛嫌いのはずだし、もしかしたら竜たつ浪なみみたいなタイプなのかもしれない。

　彼女は今日まで実家で過ごして、明日から寮に戻ってくるらしい。

　同じ寮生として、なんとかうまくやっていければいいんだけど……。







　……女子、女子、どこを見ても女子。

　教室に戻ってからは教師を迎えてのホームルームなのだが……俺は教室の真ん中辺りの席に座り、周囲から感じる女子の気配に冷や汗を流していた。這はい上がるような寒気が止まらない。

　それに……なんでこのクラスって男子が俺一人なんだ？　他のクラスは三人くらいいたみたいだったのに……。醜みにくいアヒルの子になった気分だ。

　出来るだけ周囲を視界に入れないように、机の上に視線を落としていると、

「はいみんなーこっち見てー」

　あまりやる気の感じられない女性が教きよう壇だんに立ち、黒板に名前を書いてこちらに振り向く。

「アタシがこのクラスを受け持つことになった橘たちばな香かお里り。アタシはアンタ達の名前全部覚えて来たんだから、そっちも先生の名前と顔はすぐに覚えなさいよー」

　どうにもダルそうな先生だ。容姿は十分に美人と言えると思う……が、とにかくやる気が無さそうに見える。だらりと長い髪は大おお雑ざつ把ぱに後ろで一つに束ねられている。新年度初日だというのに、ワイシャツには皺しわが寄っていた。

「んー……理事長の意向で、ウチのクラスって今年は男が一人なのよねー。女子ばっかりで息苦しいとは思うけど、あんまり意識しないで普通に過ごしなさいよ……っと」

　先生の眠たそうな二重の目が俺を捉とらえ、慌あわてて姿勢を正す。

「アンタがその男子、小こ熊ぐま浩こう一いちねー。色々と聞いてるわ。理事長のお気に入りみたいねぇ」

「い、いや、お気に入りではないと思いますけど」

　こういう所で先生にいきなり名指しされると緊張する。なぜって、女子達の目が一斉に俺に向くからだ。

　橘先生は「ほー」となぜか俺の顔をじっくりと観察して、

「まー、色々と気をつけなさいよー。話は聞いてるけど、なかなか難儀な事情があるみたいだし。問題が起こったら遠えん慮りよせずにアタシのトコに来なさい」

「は、はあ……。分かりまし……たっ？」

　最後にくいっと口元を妖あやしく吊つり上げる先生……。

「アタシは担任だからね。しっかり面倒見てあげるわよー……？」

　その声にどこか、その……フェロモンのようなものが含まれていたような気がした。先生はそのまま何事も無かったように連絡事項などを話し始める。

　俺はといえば、甘いドキドキと恐怖のゾクゾクが混ざり合って挙動不審になっていた。……さ、誘われた？　いや、からかわれただけか？　女子校教師って、みんなこういう感じだったりするのか？

（……スケベ。なにドキドキしてるのよ）

　と、後ろから声が掛けられた。責めるような棘とげのある声。

　背後にちらりと目を向けると、後ろに座っている如月きさらぎのつんとした顔があって……。

（私、去年もあの先生だったけどね。いたずらっぽい所のある人だから、気をつけなさいよ。さっきの笑いもからかっただけ。アンタに気があるってわけじゃ絶対にないからね）

　小声でそんなことを言ってくる如月だが……そうだよな、やっぱりからかわれただけだよな。

（わ、分かってるってば。勘違いなんかしてないよ。うん、してないしてない）

（ふん、どうだか。男って馬ば鹿かだからすぐ都合の良い勘違いするのよ。特にあなたはスケベだしね）

　またさりげなくグサリグサリと辛しん辣らつな言葉。……こいつと穏やかに話が出来たのって、初めて寮に入った日のごく短い間だけだったような気がする。

　初日の風呂での遭遇で、元からほとんど無かった信頼を完全に失ってしまった。あれから如月と竜たつ浪なみはまともに話をしてくれないし……。さらには寮の玄関には金属バットに加え、戦時中の女学生が訓練していたような竹たけ槍やりが配備されるようになっている。

　……あれ、元はといえば理事長のせいなのになあ。もちろん、俺の不注意が招いた事態っていうのも事実なんだけど。

（……なあ、もうちょっと普通に話出来ないか？　そりゃ、風呂でのこととかは俺が悪かったと思うけど）

　小声で言ってみる。……異性とは近づきたくはないけど、如月や竜浪とは寮生でしかもクラスメイトなんだ。こっちとしては、最低限の会話くらいしたい。

　しかし──かあっと彼女の頬ほほが赤くなる。

（こ、こんなトコであの時の話持ち出さないでよね！）

（う……いや、俺はただ謝りたかっただけで……）

（謝って許されることじゃないでしょ。一日に二度も人の……は、裸見るなんて……）

（わ、分かってるけど……。でも俺、寮生とは普通に仲良くしたいっていうか……）

（私は仲良くしたくない──）

「こーら、二人ともなにこそこそ話してんのー？　先生の話聞くより二人で仲良くしてた方が楽しいってかぁ？」

　ぎく、と如月と二人で顔を上げれば、いつの間にか横で俺達を見下ろしている先生の姿……。美人の凄すごむような微ほほ笑えみは、チンピラのガン付けとはまたレベルの違う威圧感がある。

　先生はぺしぺしっと俺達に軽くデコピンして、教きよう壇だんへと戻っていった。

「いちゃつくのは結構。だけど先生の話はちゃんと聞きなさいよー」

「い、いちゃついてなんていませんっ。こんな男と……あり得ないです！」

「アタシの知り合いには、そういうこと言ってた相手といつの間にか付き合ってた子がいるよ。……そっかあ、この学校って男女が付き合うって話は全然聞かないけど、男子に縁がないと思ってた如月きさらぎが第一号かー」

　先生が感慨深く言うと、女生徒達がざわっと湧わく。冷やかす視線が四方八方から……って、俺に顔を向けないでくれ。それだけで息が止まりそうになるんだから……。

「あなたと付き合うなんてこと、絶対に無いからね……！」

　顔を真っ赤にした如月は後ろから呪のろいの言葉をぶつけてくるし……。先生ってば、からかわないで欲しいよ。

「よーし、それじゃあそれぞれの委員を決めるよー。アタシは基本、立候補しか認めないからね。アンタ達の自主性と積極性を見せてちょうだい」

　途端にざわざわとクラスがざわめき始める。……推すい薦せんナシか。時間が掛かりそうだな。

　と、横に座っていた女の子が俺に椅い子すを寄せてきた。

「ね、小こ熊ぐまクン、だっけ？　あなた保健委員やらない？　この委員だけは各クラスで男女一人ずつってことになってるからさ、私と二人でやってみようよ」

　可愛かわいいは可愛いし、男にはモテそうなんだけど……過剰に化粧している子だ。寮の子達と違って香水をつけているみたいで、ちょっと強すぎる匂においが漂ってくる。

　こういう女の子に対しては、俺の『女性恐怖センサー』のようなものは普段以上に反応するのだ。ぞわわっと鳥肌が立ってきた。

「ほらほら、手を挙げて立候補！　小熊くんもほら！」

「え？　あ、ちょっと……」

　こちらが答えないうちに、彼女は俺の腕を掴つかもうとする。すささっと反射的に手を遠ざけるのだが──女の子は俺がふざけているだけだと思ったのか、さらに体を寄せてきて、

「あ……」

　後ろで如月の声が聞こえ、女生徒は俺の手を掴み──ゾクゾクっと寒気がして……。

　ブツブツブツブツッ。

「え……な、なにこれっ!?」

　女の子が、俺の体に表れた異常に気付いて目をしばたたかせた。

　彼女は汚いものを振り払うように俺から手を離す。周りの女生徒達も俺に気付いたのか、一様に驚いた顔をしていた。ざわざわっと教室がざわめき始める。

　俺に触れた彼女はむすっと拗すねたような顔になって、

「な、なによあなた！　私に触られるのが蕁麻疹出るくらい嫌いやだったの──」

　パンパン！　と先生が手を叩たたく。

「はいはい早速問題発生ね。ざっと説明しとくわよー。珍しいことに、小熊は『女性恐怖症による蕁麻疹体質』を持ってるの。彼は女の子が怖くて仕方が無いから、異性が体に触れたりすると、こういう風に蕁麻疹が出ちゃうらしいのね。で、彼がこの学校に転入してきた理由はその体質を治すため、と……以上、説明終わりー。ほらそこ、ヘンな目で見たりしないようにー」

　女子達はざわざわとざわめいている。俺に向けられるのは好奇の視線ばかり……。中には突き放すような目をした子もいる。

　……仕方ないけど、やっぱりこういう事態になっちゃうか。

　この類たぐいの視線に晒さらされるのには慣れていた。子供の頃からずっと、女の子に会えば相手に失礼なくらい怖がって、蕁じん麻ま疹しんばかり出していたものだから……。

　しかし慣れているとはいえ、居心地が悪いのは昔から変わらない。自分が天然記念物の奇き妙みような動物になったような気分になる。

　俯うつむいていると、体の痒かゆみが次第に消えていく。蕁麻疹はもう見えなくなっているだろう。

「はい治ったわね。大したことじゃないんだから、小こ熊ぐまも普段通りに過ごしなさい。席は……そこじゃキツいだろうし、明日にでも端っこの方に移動させてあげるからー。じゃ、委員決めに戻るわよー。はい、挙手挙手ー」

　先生のやる気の無い声で、みんなは前に視線を戻す。しかしさっき話しかけてきた女の子は、心なしか俺から椅い子すを遠ざけていた。

　……やっぱり、蕁麻疹は出来るだけ出さないようにしないと。

　今までとは違って周りが女子ばかりなんだ。誰にも触れられないように気をつけなければ。

　そんなことを胸に決めて小さくなっていると、委員決めは順調に進んでいく。保健委員、体育委員と、各委員にはそれぞれ初めて聞く名前の女の子が立候補し──最後には学級委員長の席だけが残った。

　さすがにこれは面倒なのか、生徒達は誰も手を挙げない。みんな周りに窺うかがうような視線を向けている。

　……定番の光景だなあ。

　先生からすれば頭が痛くなることだろうけど、俺が手を挙げるわけにもいかない。委員長になんかなったら、間違いなく異性と関かかわることになるだろうし。

　そんな生徒達の様子に、先生が面倒そうに頭を掻かいて口を開こうとすると──

「私がやります」

　短い言葉が背後から聞こえてきた。ちらりと肩越しに視線を向けると、いつものポーカーフェイスで姿勢良く手を挙げている如月きさらぎの姿……。

「お、如月、やってくれるのー？　去年から連続になっちゃうけど……」

「構いません。私の意思でやりたいんです」

　先生はほっとしたように頷うなずいて、黒板の『委員長』の欄に如月の名前を書く。これで委員は全て決定。

　素直に感心してしまう。……委員長に立候補するなんて、如月は凄すごいな。

「スムーズに決まって良かったわあ……。さて、あんまり時間も無いし、次の話に行くわよ」

　先生はそれぞれの列にプリントを配る。俺の前の子もプリントを回してくるのだが……。

「う、竜たつ浪なみ……」

　前に座っているのはいるか寮のバット使いこと竜浪だ。小柄な彼女はくるりとこちらを向き、無愛想にプリントを机の上に置いて再び前を向く。日本刀のような視線を残すのも忘れない辺りが竜浪らしい。小さな後ろ姿からも、どこぞの剣豪のような威圧感が漂ってきていた。

　背中で敵意をぶつけてくる彼女に女性恐怖症とは違う意味でぞくぞくしつつも、後ろの如月に『親しん睦ぼく会かいについて』と書かれたプリントを回す。

「はいみんなプリント見てー。生徒会長の話に出てきたと思うけど、今年から四月に生徒同士の交流を兼ねた親睦会をやることになったのねー。でも、まだ内容が決まってないわけー。だからみんなそこに何をするかのアイデアを書いて、明日までに提出してちょーだい」

　ざわざわとみんながざわめく。親睦会か……。

　先生はそれでホームルームを終わらせ、ちょうどチャイムが鳴った。

「今日はこれで終わりね。明日からさっそく授業が始まるから、準備しときなさいよー」

　最後までダルそうだった橘たちばな先生はそう言って、教室を出て行く。

　……明日から授業か。

　こんな女子ばっかりの中で、まともに授業なんて受けられるのかな……。




　その日は何事も無く過ぎ、翌日──




　海がすぐ傍そばのせいか、グラウンドに出るとふわりと潮の匂においがする。

「いいかお前ら、今日の授業はサッカーだ。初日だからと言って手は抜かず、真剣に楽しく取り組むようにな」

　髪をオールバックにしたジャージ姿の先生が声を張る。二十代後半くらいの精せい悍かんな顔をした国くに重しげ守まもる教諭。格かつ好こうつけてるわけでもないが女性にモテそうなタイプで、現に女生徒の中には先生を見てひそひそと楽しそうに話している子もいる。

　俺はといえば、女子から離れてかちこちになっていた。男子一人ということで、授業は女子と一いつ緒しよ……。俺にとってはこれほど恐ろしい授業も無い。

「この学校は設備が充実してるからな。体育の時間はグラウンド、体育館はもちろんのこと、温水プール、剣道場や柔道場。テニスコートも使って様々な活動をしていくぞ」

　と、説明していた先生の目が俺に向く。

「お。お前が小こ熊ぐま浩こう一いちだな……って、なんでそんなに離れたトコにいるんだ？」

　俺にとって女生徒はヘビと同じ……ということで、女子の列からきっちり三メートルほど離れて立っているのだ。女子はみんな体操服、ブルマ姿で活動的だが、ドキドキより緊張が勝ってまともに見ることも出来ない。女子の中には俺を鋭するどい目で睨にらんでいる子もいるのだ。ほら、あのおかっぱ頭の子とか……。

　顔を逸そらして浅い呼吸をしていると、国くに重しげ先生は「ああ」と何か思い出したように呟つぶやいて、

「そうか。女性恐怖症のせいだな？　安心しろ、理事長から聞いてるぞ」

　その言葉にほっとする。そうか……もしかしたら、理事長に『小こ熊ぐまは女子と別に運動させるように』とか言われているのかもしれない。

　そういうセリフを待って期待の視線を向けると、先生はうん、と力強く頷うなずいて、

「理事長からも『容よう赦しやなく女の子と一いつ緒しよに授業受けさせてやって』って言われてるからな。お前、女性恐怖症を克こく服ふくしたいんだろ？　先生も協力してやるから、頑張るんだぞ！」

　目を瞑つむり、空を仰あおいだ。……理事長を信じた俺が馬ば鹿かだった。

　諦あきらめに肩を落としていると、先生の目が今度は如月きさらぎと竜たつ浪なみの方に向く。

「えっと……如月と竜浪？　お前らは積極的に小熊に関かかわらせろって言われてるんだけど……」

　当然のことながら、二人は大きく目を剥むいた。

「な!?　そ、そんなの聞いてません！」

「どうして私達がそんなことをせねばならんのだ！　席替えしても結局、小熊のすぐ傍そばにさせられたし！」

　……そりゃ怒るよなあ。

　憤ふん懣まんやるかたなしといった二人。……席替えがあったのは今日の朝。俺は窓際の一番後ろの席になって、女子とも少し距離が取れることになったのだが……先生の命令で俺の前の席が竜浪、横が如月になっていた。

　二人の剣幕に先生は驚いたようで、「あれ、おかしいな」などと首を傾かしげている……。

　と、なぜかグラウンドに、スーツ姿の理事長が入ってきた。

「国重君、遠えん慮りよすることないわ。その三人は一いつ緒しよの寮で暮らしているの。寮生同士の絆きずなを深めることは大切だし、小熊、如月、竜浪はチームとして考えていいわよ」

　突然現れた学校のボスに、如月と竜浪が反論しようとするものの──理事長が胸元から二枚の写真を覗のぞかせると肩を怒いからせたままで黙だまり込んだ。……弱みの写真だな。

「えっと……とにかく授業開始ってことでいいですか、理事長？」

　ええ、と頷く理事長は校舎に戻る気配が無い。どうやら俺達の授業を見ていくみたいだ。

　授業開始で、まずは柔軟。二人一組でやらなければいけないわけだけど……。

「私に触れると怒るからね……」

　ジャンケンの結果、如月が俺のパートナーを務めることになったらしい。

「お、俺だって触れたくないってば。どうしよう……」

　如月とお見合い状態になっていると、理事長がすたすたと歩いてきた。

「浩こう一いちくん、あなたは女性恐怖症を治さなきゃいけないんでしょ？　それならこういう時に頑張らなきゃ駄だ目めじゃない」

「そ、そんなこと言われても……」

「ひとまずやってみなさい。ほらほら、目を瞑つむって。美み空そらちゃんを男だと思うのよ」

　逡しゆん巡じゆんしながらも目を瞑り、如月きさらぎの前に立つ。何も見えないが、彼女の姿を感じるせいか恐怖感はもちろん消えない。

「ほら、勇気を出して、もうちょっと近づいて。あと一歩……もう一歩」

　ごくっと唾つばを飲みつつも、言われた通りにそっと足を踏ふみ出す。……どうにか足は前に出る。距離感が掴つかめないのが救いか……。

「ちょ、ちょっと、あんまり近づいてこないでよ」

　すぐ傍そばで如月の声が聞こえた。ぞわっと恐怖心が湧わき上がる……。

「美空ちゃん、ちょっと我が慢まんなさい。さ、浩こう一いち君。そこで美空ちゃんの肩を掴むの。手を伸ばしてみて」

　もう、と如月の不本意そうな声。……肩を掴むって……そんなことしたら蕁じん麻ま疹しんが出ちゃうじゃないか。

　躊躇ためらう──が、やらないと終わりそうに無い。横に理事長の気配を感じるのだ。

　……ちょんっと指を触れるだけなら、蕁麻疹もほんの少しで済むかな。

　すう、と深呼吸して、両手を前に伸ばしてみる──

　ふにょんっ。

「ひゃんっ!?」
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　如月きさらぎのひっくり返るような声。ひいっとこちらも声が出そうになった。

　掌てのひらには世にも柔らかい感触……肩ってもっと硬いんじゃなかったっけ。いやでも、女の子だからこういう質感なのかも。

「んっ……」

　ふにふにっと握ってみると、如月の口から押し殺すような声が漏もれる。プリンのようなとろける手て触ざわり。……すごい、女の子の体って、どこを触ってもこんなにふにふにしてるんだ。

　ぶつぶつと蕁じん麻ま疹しんが浮いてきていたが──おそるおそる目を開けてみる。

　そして──

「……小こ熊ぐまくん、どうしても私を怒らせたいみたいね」

　如月の震える声……。俺は自分が触れているものに気付いて、凍り付いた。

　俺が両掌でぎゅっと掴つかんでしまっているのは、肩ではなく如月の豊満な双そう丘きゆう。ふんわりと掌を包み込むような至福の手触りは彼女のほどよく育った胸で……。それに彼女の纏まとう春に似た香りが漂ってきて……。

「あ、あの……ごめ──」

　俺の謝罪を待たず、彼女はぴくぴくと眉まゆを動かしながら、すうっと片手を後ろに引き──

　ドスゥッ！

「げぼ……!?　お、おま……みぞおちを……!!」

　離れようとすると同時、掌の腹でみぞおちをしたたかに打ち抜かれた。俺は蕁麻疹を全身に浮かべたまま体をくの字に折り、膝ひざをつく。

　息も絶え絶えに視線を上げてみれば──細い腕で体を抱くようにして、茹ゆで蛸だこみたいに顔を真っ赤にしている如月が……。

「い、いい、いきなりなにするのよこのスケベ！　竜りゆう子こに護身術習っといてよかった……」

「ご、ごめん……。でも、目を瞑つむってたから仕方ないっていうか……」

「そっ、それでもっ！　女の子の胸を触ったりしちゃ駄だ目めなの！」

　言い合いしていると、元凶たる理事長がしれっとした顔でぱんぱんっと手を叩たたく。

「ほらほら、柔軟しなさい柔軟。浩こう一いち君は発熱寸前までくっついて、蕁麻疹が治まるまで離れるってことを繰り返しましょう」

「そ、そんなの俺には無理です……」

「無理じゃないの。あなたは女性恐怖症を克こく服ふくするためにここにいるのよ？　さ、美み空そらちゃんも良い機会だから、もっと男の子とコミュニケーションをとることに慣れなさい」

「……私は男の人なんか嫌いですってば」

「嫌いでもやるの。そもそも今は授業中なんだから、柔軟はしっかりやらなきゃダメでしょ？　ほら、美空ちゃん座って開脚。浩一君は背中を押してあげなさい」

　如月は『授業中』と言われた途端に大人しくなり、渋しぶ々しぶと地面に座ってぐっとそのしなやかな脚を開く。

「……抱きついてきたりしたら、本気で怒るからね」

　じろりと肩越しに視線を向けてくる如月きさらぎ。……ようやく蕁じん麻ま疹しんが治まってきたというのに、また触さわらなきゃいけないのか。

「早くしてよ、小こ熊ぐまくん。……男の人に触られるのは死ぬほど嫌いやだけど、授業中なんだから真ま面じ目めにやらなきゃ」

　いかにも委員長という発言。理事長もうんうんと頷うなずいている。……逆らったら怒られそうだ。

「分かったよ……。じゃ、ゆっくりやるから……」

　深呼吸して、そっと如月の背中に手を当てる。ゾクゾクと恐怖心が湧わき上がり、再び蕁麻疹が浮かび始めた。

　──お、女の子の体って、男よりあったかく感じるなあ……。

　ひ、ひっと呼吸がおかしくなりながらも、頭の中は如月の体のことで一杯になる。ドキドキとゾクゾクが混ざり合っていた。

「んっ……」

　力を込めると、如月の体がくにゃっと前傾する。抵抗はまったく無いままに、彼女の額ひたいがぺたりと地面についた。

「へえ、美み空そらちゃんって体柔らかいのね」

　本当にそう思う。男とは違うしなやかな体……。すらりと健康的な脚が左右に伸びており、「はふっ」と如月のくぐもった声が聞こえてくる。白いうなじが髪の隙すき間まから覗のぞいていて、体育の時間も外さないのかペンダントのチェーンが掛かっていた。

　そして指が体操服越しに、彼女のブラのストラップに当たり──どくんっと胸が高鳴る。

　それと同時に限界が来て、後ろに飛び退のこうとすると──

「美空ちゃん、もうちょっと押したらほっぺたが地面についちゃうんじゃない？」

　理事長がとんっと俺の背中を押した。

　え、と声が漏もれた時には体が前に傾かしいでいた。いきなりのプッシングに俺はなんの抵抗も出来ず、バランスを崩して──

「ひゃっん……」

　如月の押しつぶされるような声だ。彼女の体に抱きついてしまった。がばっと後ろから覆い被さるような格かつ好こう。周りから見れば襲いかかっているようにも見えるかもしれない。

　大だい蛇じやに抱きついているような感覚に息が詰まりそうになるが──同時にふわっと彼女の髪に顔を埋うずめてしまい、女の子の香りに包まれる。

　──如月の髪、すごく良い匂においがする……。

「んっ……………小こ熊ぐまくん……？」

　如月の苦しそうな……それでいて憤いきどおりの滲にじむ声。俺の血の気がさあっと引いていく。

「ご、ごご、ごめんっ！」

　慌あわてて蕁じん麻ま疹しんが一杯に浮かぶ体を彼女から引きはがし、転がるような勢いで後ろに逃げる。

　そのままもう一度頭を下げて謝ろうとする──が、

「こ、こういうことしたら怒るって言ったわよね……」

　水気の多い目が俺を捉とらえ、しかも口が尖とがっていて、いかにも怒ってると言いたげな顔で……。

　ごめん、と言おうとするのを遮さえぎるように、如月きさらぎは大きく手を振りかぶり──

「お、女の子に、抱きつくなんて……！」

　目め尻じりに涙を浮かべながら、片手を振り下ろした。

「小こ熊ぐまくんの、スケベ!!」

　青空の下、大人しく頬ほほを引っぱたかれながら……呆あきれたように俺達のやり取りを見ている理事長に目を向ける。

　──うう、俺のせいじゃないのに……理事長酷ひどいよ。







　さっそく今後が心配になる学校が終わり、寮の自室、１０２号室でしばしの休息。そして、

「いただきます」

　夜、食堂にて寮生全員集まっての夕食の時間だ。

　如月、竜たつ浪なみ、ゆうひ先輩、理事長、甲か斐い甲が斐いしく給仕をする珠たまちゃんはもちろんのこと、

「はい、扇せん香かせんぱい。お茶です」

「あら、ありがとう。珠さんの料理は久しぶりですわね。こうして食卓につくと、帰って来たという気がしますわ」

　珠ちゃんに静かな声を向ける、氏うじ家いえ扇香生徒会長の姿もあった。

「今日からまたせんちゃんも一いつ緒しよだね、ゆうひ嬉うれしいな！」

　同い年のはずだが、妹にするようにゆうひ先輩の頭を撫なでる氏家会長。こうして見ていると、やはり理事長に次いで氏家会長は大人の雰ふん囲い気きがある。綺き麗れいだし、物腰も高校生とは思えないくらいに落ち着いているようだった。

　ただ──やっぱりどこかクールな雰囲気がある。理事長とはまた少し違う……うまく言えないが、ちょっと纏まとっている空気が普通とは異なる印象だ。

　ちなみに俺が座っているのは、彼女達の座るテーブルからちょっと離れた所に置かれた一人用机である。一応、理事長と向かい合う形で座ってるんだけど……このくらいでないと、ご飯が喉のどを通らないから仕方無いんだ。

　ぼんやりと会長の方を眺ながめていると、その視線が一いつ瞬しゆんこちらに向いた。

　そして──

「…………！」

　俺と彼女はすぐに目を逸そらした。ぞくっと肝が冷えて全身が総毛立つ。

「……本当に、男性が一いつ緒しよに暮らしているのですわね」

　ぽつりと、氏うじ家いえ会長が呟つぶやいた。彼女は俺と目を合わさないようにしたままで固まっている。

　と、そういえば、と理事長が箸はしを置き、

「浩こう一いち君と扇せん香かちゃんはこれが初対面じゃないの。ほら、二人とも自己紹介しなさい」

　おお、と俺も箸を置いて姿勢を正す。たしかに、俺達はまだ挨あい拶さつもしてないじゃないか。

「あの、俺、小こ熊ぐま浩一って言います。よろしくお願いします」

　ぺこ、と頭を下げると、会長は堅い動きで俺に顔を向け、

「……礼儀は身に着けているようですわね。わたくしは氏家扇香。浜はま之の宮みや学園の生徒会長です」

　御み台だい所どころのような会長さんは、ぺこりと礼儀正しく頭を下げてくれる……が、顔を上げた時、彼女は強い視線を向けてきていて、

「理事長から事情は聞いていますけれど……。いいですか、この寮では規律に従って生活するのですよ？　間違っても異性に対して不ふ埒らちな行為など働かないように」

　びしっと凛りんとした声で言われ、俺は反射的に頭を下げていた。

「わ、分かりました。絶対に不埒な行為はしません」

「……私には不埒な行為しまくってるくせに」

　視線を感じて顔を逸そらす。如月きさらぎは昼からずっとこんな感じで、俺をじっとりと睨にらんできていた。……俺が睨まれるのはいいんだけど、理事長が我関せずでビールを飲んでるのは納得出来ないぞ。

「その言葉を忘れないように。……それでは、以後よしなに」

　会長はそのセリフを最後に顔を背そむけ、丁寧な箸はし使いで食事を始める。

　……竜たつ浪なみみたいに敵意を持ってる風じゃない。ただ、俺にはあんまり関心が無いって感じなのかな。

　俺の方はと言えば、とてもじゃないが無関心ではいられない。すっと背筋を伸ばして食事している様子はどこぞの公く家げのお姫様のようで、思わず見とれてしまう。映画から出てきたような人だ……。

「小こ熊ぐまくん、会長に手を出したら許さないからね……」

　如月が竜浪のような猛もう禽きんの視線をぶつけてくる。慌あわてて小さくなると、理事長が何気なく、

「そういえば扇香ちゃん、親しん睦ぼく会かいはうまく行きそうなの？」

「生徒の皆さんからのアイデア次第ですわね。実行委員も決めておかないと」

　みんな和気藹あい々あいと話を始める。女性ばかりなので雰ふん囲い気きも華はなやかだ。

　……やっぱり六人とも仲が良いんだなあ。

　理事長も含め、どの女の子の間にも距離が無い。あぶれている子は一人もおらず、みんなリラックスして家族のように話をしていた。

「…………」

　なんだか疎そ外がい感。輪に入れって言われてもそれはそれで困るんだけど……やっぱり寂さびしい。

　料理が美お味いしいのが救いとぱくぱく食事を進めていると──

「こうちゃん、おねーちゃんが食べさせてあげよっか？」

　耳元で囁ささやくような声と温かい吐と息いき。そして首に回される手と、背中に柔らかい感触。さらにストロベリーに似た匂においが漂ってきて──

　ブツブツブツブツッ！

「うおおおお！　いつの間に後ろに回ったんですかゆうひ先輩！」

　蕁じん麻ま疹しんの浮いた体で飛び退のいて床に尻しり餅もちをつく。小柄な先輩はそんな俺をにまにまと口の端を持ち上げて見ていて、「んふ」と鼻にかかったように笑い、

「こうちゃん可愛かわいい！　抱きつくと胸がすっごいドキドキしてるのが伝わってくるんだもん」

「そ、そりゃドキドキもしますけど、同時にゾクゾクもするんですってば……」

　蕁麻疹の浮いた腕をさすさすと撫なでていると、会長がじっと俺を見て、

「……本当に蕁麻疹が浮くのですわね」

　驚いているわけでも気味悪がっているわけでも無いようだった。大抵の人はこの二つの反応を示すんだけど……やっぱり落ち着いている人は大したもんだ。

「こうちゃーん、もう一回ぎゅってさせて！」

「うわあ!?　ゆ、ゆうひ先輩、男にそんなぽんぽん抱きついちゃ駄だ目めでしょ！」

「そうです、男に抱きついては体が穢けがれます。ほらゆうひ、こちらにいらっしゃいっ」

　ゆうひ先輩を中心にきゃーきゃーと騒さわぎながら、いるか寮の夜は更けていく──




　　　　２




　翌朝、教きよう壇だんに立つ橘たちばな先生が欠伸あくびをしながら、

「一昨日おとといの親しん睦ぼく会かいの話、みんな覚えてるー？　アレの内容、みんなに書いてもらったと思うんだけど、このクラスから採用される案が出たわ」

　先生は俺の方へ──正確には、俺の横に座る如月きさらぎに目を向ける。

「如月の『プールのガーデンテラスを使った親睦会』ってやつ。プール周りってウチのアピールポイントなのよねー。あの設備に惹ひかれて入学したって子も多いし。他の案は体育館使用のものが多くて──っていうか、案出す生徒がほとんどいなかったみたい。まあとにかく、生徒会で審議した結果、採用ってことになったらしいわー」

　おーっとクラスが湧わく。如月はあまり表情を変えていないが、ちょっと喜んでいるようにも見える。

「親睦会をテラスでやるのは良い案ではないか」

「珠たまちゃんがね、高等部に上がったらあそこでご飯食べるの楽しみにしてたこと思い出したのよ。だから案にしてみたんだけど……。あの子も喜ぶだろうし、良かったわ」

　竜たつ浪なみとそんな会話をする如月きさらぎ……。俺が褒ほめても嫌いやがるだけだろうし、黙だまっておく。

「というわけで、案が採用された如月には、親しん睦ぼく会かい実行委員の役もやってもらいたいって生徒会長からお願いが来てるんだけどー……。如月、やってくれる？」

　……親睦会実行委員か。面倒臭くさそうだなあ。

　俺はそう思っていたのだが、如月は意外なほどすんなりと頷うなずいていた。

「分かりました、氏うじ家いえ先輩がそう言うなら引き受けます」

　ぱちぱちぱちとクラスから拍手が起こる。学級委員長にも立候補し、そして親睦会実行委員まで引き受けるとは……如月はホントに凄すごいなあ。

　その責任感の強さに素直に感心していると──さらに橘たちばな先生が一言、

「あと、親睦会実行委員は男子からも一人出ることになってるから、小こ熊ぐまやってねー」

　あまりにあっさりとしていたので、一いつ瞬しゆん何を言われたのか分からなかった。

　え？　と先生に問い返すように顔を向ける。

「あの……今、俺が実行委員とか言いませんでした？」

「言ったよー。如月とアンタ仲良いみたいだし、二人で一いつ緒しよに頑張ってー」

　決定事項のようにそんなことを言う橘先生……。もちろん俺は反論しようとするが、それより先に横の如月が立ち上がっていた。

「ま、待ってください！　どうして私が小熊くんと──」

「それじゃ、別のクラスから男子一人選ぶー？　小熊よりそっちの方がいい？」

　う、と如月は口をつぐむ。

「小熊ほど安全な男もいないんだし、二人でやってみなさいなー」

　先生はそれでこの話は終わりというように、次の連絡事項に移る。

　がた、と横で椅い子すの鳴る音がして、あっさり実行委員にされてしまった俺は、そっとそちらに振り向いた。

「……如月、大丈夫か？」

　如月は机に肘ひじをついて、額ひたいを手で押さえている。肩に鉛でも乗っているみたいだ。

「嫌いやなんだけど。男と組むなんてすっごく嫌なんだけど……小熊くん」

「う、うん……なんだ？」

　彼女はゆっくりと顔を上げ、目を瞑つむって大きくため息……。そして胸元──おそらく服の下に隠してあるペンダントをぎゅっと握る。

　そして再び目を開けた時には、覚悟を決めたようにいつも通りの意思の強い瞳ひとみをしていた。

「……どうやら、あなたと組むしかないみたいね。氏家先輩に任命された以上、親睦会は必ず成功させるわよ。いいわね、小熊くん」

「えー……俺、こういう役は苦手で……」

「い、い、わ、ね？」

　念を押すように一文字ずつ区切りながら言われ、渋しぶ々しぶながらも頷うなずくしかない。

　……親しん睦ぼく会かい実行委員かあ。女子だらけの空間で普通に生活するだけでも一杯一杯で、目立つことは避けたいっていうのに……。

　どうにも気が進まない役をやることになってしまった……。







「ほら、どうしたの小こ熊ぐまくん。早く入るわよ？」

　如月きさらぎが手招きしてくるが、俺は立ち止まったままだった。

　目の前には、『生徒会室』とプレートの掛かった部屋がある。ドアは他の教室とは違い、どこぞのお屋敷の玄関のような厳いかめしい観かん音のん開きだ。

　ついさっき校内放送で『親睦会実行委員は、放課後生徒会室に集まってください』という連絡があったので、如月と二人で生徒会室までやってきたんだけど……。

「……なんでここだけドアがこんなに立派なんだ？」

「えっと……たしか理事長が、『生徒会役員が、ここを開ける度に生徒の代表としての自覚を持てるように作った』とか言ってたような気がするわ」

　……あの人、やっぱり酒が入ってなきゃ真ま面じ目めなことも言うんだな。

　如月がドアの取っ手に手を掛ける。

「あ、ちょ、ちょっと……ホントに入るのか？」

「もちろん。さ、行くわよ」

　怖おじ気づく俺に構わず、如月はきいいと音を立ててドアを開けた。

　ふわりと中の空気が漂ってきて、俺は慌あわてて居ずまいを正す。

　如月から距離を取って中に入ると──他の教室とは一風変わった空間が目の前に広がった。

　まず、部屋が広い。机は少ないのに、職員室並みの空間がある。どこぞの社長が座るような執務机に、おそらく生徒会メンバー用の机が幾つか。床には小こ綺ぎ麗れいなカーペット。光を受けて輝く黒革ソファ、本棚には辞書、辞典、哲学書からビジネス書などの分厚い本が詰まっており、別の棚にはなぜか高級ティーセットなど食器類が入っていたりする。グラウンドに面した壁には大きな窓。レースのカーテン越しに、穏やかな日差しが部屋をぽかぽかと暖めていた。

「……ここ、高校だよな？」

「……まあ、私も初めて入った時はそう思ったわ。この学校って温水プールとか、充実した設備も多いから、驚くことは少なくないかもね」

「温水プール……そこで親睦会するんだっけ」

「そうですわ。あなた達は、そのための実行委員なのです」

　と、そう答えたのは如月きさらぎではなく、

「よくいらっしゃいました。待っていましたわ、お二人とも」

　執務机についている、氏うじ家いえ生徒会長だった。彼女は俺を見て一いつ瞬しゆん固まったが、一つ息をしたようで、すぐに落ち着いた様子に戻る。

　さらにちょうど俺達の後から四人の生徒が入ってくる。女子と男子が二人ずつだ。

「全員集まりましたわね。それでは話を始めましょうか」

　会長はきし、と椅い子すを鳴らし、俺達六人に視線を巡らせる。注意されたわけでもないのに、俺の背筋はぴんと伸びていた。

「まずはみなさん、親しん睦ぼく会かいの実行委員を引き受けていただいてありがとうございます。……さて、この企画は今年が初めての試みとなります。実施場所はプールのガーデンテラス。如月さんの案ですわね。素敵なアイデアをありがとうございます」

「いえ……珠たまちゃんの言っていたことを思い出しただけですから」

　会長はその言葉に微ほほ笑えみを浮かべ──如月は嬉うれしそうに頬ほほを弛ゆるめる。その如月の顔が、抑えようとしても笑え顔がおになるといった表情に見えて……ちょっとびっくりした。

「そしてこの親睦会の目的なのですが……」

　話に戻った会長は、そこで一つ間を取って、

「もちろん単純に生徒の親睦を深めるということも目的の一つですが、最大の目的は、男子と女子の距離を無くすことです」

　俺は目をしばたたかせ、片手を挙げる。

「あの……男子と女子の距離を無くすって、どうしてですか？」

「小こ熊ぐまさんはまだこの学校に来たばかりですから、知らないのですわね。この学校は共学になってからまだ二年しか経っていないので、男女の仲があまり良くはないのです」

「小熊くん、気がつかなかった？　私達のクラスにも、男子を敵視してる子はいるわよ？　竜りゆう子こ以外にもね」

　会長と如月がそんなことを教えてくれる。……確かに、俺を突き放すような目で見ていた女子はいたと思う。体育の時間などは、特にそういう視線を感じた。

「全員が嫌い合っているわけではないのですけれど……。他のみなさんは知っていると思いますが、この学校には『浜はま之の宮みや学園を女子校に戻す会』、通称『男子追放会』という集団があります。……今回の親睦会には男子も出席するよう促うながすつもりですから、もしかしたら彼女達が妨害してくるかもしれません」

「う……だ、男子追放会？　そんなのあるんですか？」

　その話に目をしばたたかせる。その物ぶつ騒そうな名前からすれば、文字通りに男子を追放する会なんだろうけど……。

「えっと……如月や竜たつ浪なみ達は、そういうのに入ってないんだよな？」

「当たり前でしょ。私も竜りゆう子こも群れて人を攻撃するような集団には入らないわ。もちろん氏うじ家いえ先輩もね」

　如月きさらぎはあっさりと答えてくれる。……一安心……だけど、如月達は恋愛適応度Ｚだった。いるか寮生以外にＺ評価の人はいないはずだから、その男子追放会の人達より如月達は恋愛しにくい性質を持ってるってことか……？　恋愛嫌いと男性嫌いはまた違うってことなのかな。

　そんなことを考えていたが──今はそれより、男子追放会について聞いてみないと。

「……それ、そんなに大きな集団なんですか？」

　俺の質問に、会長は壁に掛かった時計を見る。

「大きくはないのですけれど……百聞は一見に如しかずですわね。今日はまた何かやると聞いていますし……見に行きましょうか。プールの下見もしなければいけませんし」

　彼女は立ち上がり、俺達を引き連れて外へ。渡り廊下を渡ってプールの棟へ向かう。

　まず入ったのは食堂だった。セルフサービス形式のカフェテリア。食堂内は広く、数人の生徒達が食事を取っていた。

　さらに奥にもドアがあり、お盆を持ったままそちらに向かう生徒がいる。会長に連れられて、俺達もそのドアをくぐっていくと──

　ふわっと植物の香りが漂ってきた。夏の空気と言っていいかもしれない。

「すげえ……」

　そこには、リゾートのようなテラス型プールが作られていた。競技用などではないようで、プールを囲む形でデッキチェアやテーブルが配され、所々には観葉植物まで置かれている。中庭に面した壁は全面ガラス張り。さらにドーム式のガラス天井は開閉が出来るようになっているみたいだった。室内プールなので、一年通して使えるようになっているらしい。俺達が入ってきた食堂側のドアとは別に、奥の方にももう一つ出入り口がある。

　今もテーブルで談笑する生徒達や、ビキニの水着姿でデッキチェアに寝ころんでいる女子達が見える。季節を忘れてしまうような光景だった。

「……まるで高級ホテルのガーデンテラスだな」

　呆ぼう然ぜんとして呟つぶやくと、会長はプール内を見渡して、

「この学校の水泳部はインターハイや国体でも毎年優勝に絡からむほどの名門なのですわ。施設が充実しているのはそれが理由の一つ……。それに一代前の理事長が『海や外部のプールに行けば、男の視線に晒さらされるから』という理由で、現校舎への建て替えの際にプール設備を充実させたらしいのです。田舎の広大な土地と安い地価という背景があったからこそ出来たことですわね。もちろん競技用プールもありますし、さらに奥にはスパもありますわよ」

　スパまであるのか……。一般の客を入れても繁盛するんじゃないだろうか。

　プールを隅から隅まで眺ながめていた会長は、うん、と納得するように頷うなずいて、

「ここで親しん睦ぼく会かいを実施する予定ですわ。みなさん、よく見ておいてください」

　俺を含めた実行委員六人は頷うなずいてプール内を一通り眺ながめ回し、移動する会長についていく。

　次に向かった先はテラスから見えていた中庭。ここも広い。噴水を中心にしてベンチなどが備えられており、小型の公園のようになっている。芝しば生ふも綺き麗れいに生えそろっていた。

　春の夕方の日差しの中で、のんびりとした空間だと思うのだが──なにやら噴水傍わきに女生徒が十人くらいたむろしているのが見えた。その中の一人は噴水の縁ふちの上に立ち、スピーカーを手に持っているみたいだ。

　会長は彼女達を見て、目をすっと細め、

「あれが男子追放会ですわ。小こ熊ぐまさん、よく見ておきなさい」

　そう言うと同時、スピーカーを口に当てた女生徒の視線がこちらに向いて──背筋が粟あわ立だった。その鋭するどい目は明らかに俺を捉とらえている。限界まで上から見下そうとする、侮ぶ蔑べつと敵意に溢あふれるその目つき……。

　彼女は鼻を鳴らすようにしてふいっと目を逸そらし、スピーカー越しに話し始めた。

『みなさん、こんにちは。「浜はま之の宮みや学園を女子校に戻す会」会長の、三年Ｅ組、松まつ本もと文ふみです』

中庭にいた他の数名の生徒、それに校舎の窓から女子達が何人か中庭を覗のぞいて、松本と名乗った彼女に注目する。

『さてみなさん、現在の浜之宮学園について、おかしいと思うことはありませんか？　周囲を見てください。本来、ここにいるはずのない性別の方が歩いているのが見えるでしょう』

　スピーカーの彼女に続いて、噴水傍に陣取る女子達がじろりとこちらに視線を向けてくる。威圧するような視線に、俺は思わず後ろに一歩下がった。

　ゾクゾク寒気がするのを感じていると、一人、その女子達の中に見覚えがある顔が混じっているのに気付く。

「なあ、如月きさらぎ。あそこにいる子、ウチのクラスにいたよな？」

　おかっぱ頭で黒目がちの女の子。……あの子、体育の授業中に俺を睨にらんでた子だ。

「ああ……あれは北きた村むら道みち子こさんね。たしかにウチのクラスよ。……男子追放会の一員で、竜りゆう子ことは違った意味で過激な男子嫌いだから、小熊くんは気をつけておいた方がいいかもね」

　如月は僅わずかに眉まゆをひそめる。俺は「へえ……」と呟つぶやきながらも、胸に暗い霧きりが生まれるのを感じていた。……同じクラスにあの集団の一員がいるのか。

『この学校は二年前まで伝統ある女子校でした。女学生のみで作られる穢けがれ無き貞てい淑しゆくな校風……それが我が浜之宮学園の美点だったはずです。それが経営者の横暴によって破壊され、男子によって穢れが持ち込まれています』

　と、ふっと横に立っていた三年実行委員の女子が失笑した。

「穢れ無きって、ねえ……。女子校に幻想見てる男子みたいなこと言うわね」

　如月もうんうんと神しん妙みような顔で頷いているが──俺は首を傾かしげて、

「……女子校って、たしかに穢れ無いってイメージがありますけど」

「それが幻想なの。同性しかいないと、普段の生活態度とかだらしなくなっちゃうものだもん。言葉遣いは男っぽいし、夏場とかはスカートぱたぱたやって下着丸見えでもお構いなし」

　ほー、と俺達男性陣の声。……意外だ。女子校ってそういうものだったのか。

　と、そんな話をしているうちに、追放会のアジテーションは熱を増してきたようだった。

『──ですから、私達は男子を追放し、この浜はま之の宮みや学園を女子校に戻すべきなのです！　……なにやら今年は親しん睦ぼく会かいが開かれるという話を聞きましたが、男子が出席するならば、女子は出席しないように！　今の浜之宮学園に違和感を持っている女生徒は多いはず。みなさん、今こそ声を上げ、立ち上がりましょう！』

　ぱちぱちぱち、と手を叩たたく噴水周りの女子達……と、校舎の窓から見ていた女子の中にも、同意の拍手がいくつか上がっていた。

「……これが問題なのですわ」

　会長は満足げに演説をしている女生徒や、拍手する生徒達に不快そうな目を向ける。

「彼女達の扇せん動どうで、男子を敵視する女生徒が増えてしまうのです。さらにこんな演説が毎日行われているという噂うわさが広まれば、男子の入学者数も減ってしまうかもしれません。このままでは生徒数増加のために共学化した意味が無く、学校の経営に支障が出てしまいます。……なにより、学校の雰ふん囲い気きが悪くなってしまうのです」

「……思ったより深刻な問題なんですね」

　頷うなずいて、会長は俺達に向き直る。演説は終わったのか、なにやら噴水周りの生徒達はお互いにたたえ合っているようだった。

「ですから、親睦会は必ず成功させたい……。そのためには、みなさんの協力が必要ですわ」

　会長の言葉に、実行委員メンバーは全員首を縦に振る。

「委員に選んでいただいた以上、精一杯やらせてもらいます。ね、小こ熊ぐまくん？」

「あー……えーっと…………はい、俺も頑張ってみようかなと」

　如月きさらぎの熱っぽい言葉に続いて、ひとまずそう答えておくと──俺達の言葉に、会長は微笑を浮かべて頷いた。

「ありがとう、心強いですわ。……さて、親睦会は来週の学園創立記念日に行います。食事会が主なのですけれど……なにか出し物をしたいとも思っています」

「出し物……ビンゴ大会とかですか？」

　そういったものですわね、と会長は呟つぶやいて、最後に一つ付け加える。

「出来れば明日までに何をするのか考えてきてください。よろしくお願いいたします」

　俺達は頷きを返し、ひとまず今日は解散することになった。

　出し物についても考えなければならないのだと思うが──俺の頭を悩ませるのはやはり、あの男子追放会のことだった。







「男子追放会かあ……」

　寮に帰って、自室にて。姉譲りの携帯ゲーム機をピコピコとプレイしながら呟つぶやく。

　あの時は『頑張ってみようかなと』なんて答えたものの──内心では不安になっていた。そんな団体があるなんて聞いてなかったのだ。理事長は、まったくもう。大事なことを隠したままにするんだから……。それにねーちゃんだって悪いんだ。こんなに男子が暮らしにくい所に、俺を放り込むなんてさ……。

「あんな連中がいる所で、親しん睦ぼく会かいなんて出来るのかな……」

　アジテーションをやっていた彼女達の姿を思い出す。……男がいる所で堂々と男批判するような人達なんだ。親睦会を開かせないために、全力で邪じや魔まをしに来るんじゃないだろうか。

　……彼女達がいると、一番困るのは俺達男子。学校の雰ふん囲い気きが悪くなるっていう会長の言葉もよく分かる。……それに如月もあんなにやる気になってるんだから、俺も協力するべきだとは思うんだけど──

「って、そうだ。なんで如月きさらぎって、あんなにやる気になってるんだろ」

　ふとそのことが気になった。実行委員を言いつけられた時から、あいつは妙みように気合いが入っていたように思える。責任感……というのもあるんだろうけど、男である俺と組むことを了承するくらいなんだから、他に何か理由があったりするのか……？

　そんなことを考えていると──

「みそちゃんはさ、せんちゃんに信頼されるのが嬉うれしいんだよ」

「…………!?」

　驚いてひっくり返りそうになった。顔を上げてみれば、いつの間にか目の前にゆうひ先輩がちょこんと座っている。

「ど、どうやって入ってきたんですか!?」

「ドアから入ってきたよ？　……びっくりさせようと思ってたから、音を殺してね。こうちゃん壁際に座っちゃダメでしょ？　ゆうひが抱きつけないんだもん」

　メッと指を立ててくるゆうひ先輩。……なるほど、壁際に座っていれば襲撃は防げるのか。胸に留とどめておこう。

　ずりずりっと壁に背中を擦こするようにして、先輩から距離を取りつつ、

「あの、さっきなんて言いました？　せんちゃんって……氏うじ家いえ会長のことですよね？」

「そうだよ。みそちゃんはね、せんちゃんのこと尊敬してるの。だから実行委員っていう大事な役を任されるのが嬉しいんだと思うよ？」

　その説明に、「ああ……」と頷うなずいた。そういうことだったのか。だから会長にプール案のことで褒ほめられた時、あんなに嬉しそうな顔をしてたんだ……。

「……むー、そんなことより、こうちゃん？　ゆうひから距離取ろうとしちゃダメでしょ？」

　ゆうひ先輩はぴょんっと膝ひざを立ててしゃがむ格かつ好こうになり、ちょこちょこと俺に近づいてくる。

　……っていうか……。

「う…………」

　俺の視線は一点に集中する。このちびっこ先輩、自分がどんな姿勢になってるか分かってないな……。

　きょとんとしているあどけない先輩──困ったことに、そのスカートの下が見えているのだ。太ふと股ももの合間から下着が覗のぞいている。窓から差し込む夕日に照らされ、おそらく白い布地が橙だいだい色に染まっていた。

　──み、見えにくいけど、レースが編み込まれてるみたい。なんでこの人、こんなに大人っぽい下着ばっかり選ぶんだ……？

　甘いドキドキと暗いゾクゾクが混ざり合い、俺は耐えきれなくて顔を逸そらした。

「あれ？　どうしたの、こうちゃん？」
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　ゆうひ先輩がしゃがんだまま、さらにぴょんぴょんとウサギみたいに飛んで近寄ってくる。ふわっふわっとスカートが揺ゆれて、オトナぱんつは俺の目の前に晒さらされたままだ。

「ちょ、ちょっと、ゆうひ先輩！　あ、あのですね！　し、しし、下着が……」

　慌あわててそう言うと、先輩はきょとんとして動きを止めて、下に目を向けて──

「あ……やんっ、こうちゃんのえっち！」

　さすがに恥はずかしかったのか、頬ほほを仄ほのかに染めてスカートを押さえる。その反応が可愛かわいらしくて、さらにドキドキが強くなる。しかしそれに比例してゾクゾクも湧わき上がってきて、彼女を直視出来ない……。

「ゆ、ゆうひ先輩、早く外に出てください。男の部屋に気軽に入ってきちゃ駄だ目めですって」

「そうですよ、ゆうひ先輩。小こ熊ぐまくんは女性恐怖症でも本質的にスケベなんだから、油断し過ぎちゃいけません」

　冷凍光線のような声にぎく、と固まる。

　視線を向ければ──如月きさらぎが入り口に立って俺を睨にらんでいた。甘い鼓こ動どうは消え去り、代わりになんとも居心地の悪い冷や汗が全身を覆う。

「あ、あの、これは……」

「ご飯の時間よ、スケベ」

　一言残して、如月はゆうひ先輩を連れて部屋を出て行った。遠ざかる足音が心なしか荒い。

「うう、間の悪い……」

　追いかけるように部屋を出て行く。……二人で実行委員をやることになったのに、いきなりチームワークが崩れてしまうのはよろしくないと思うんだ。

　食堂に駆かけ込むと、如月はすでにポーカーフェイスで食卓についていた。ぱたぱたと小柄な体で給仕に励む珠たまちゃんを氏うじ家いえ会長が手伝っており、理事長とゆうひ先輩、竜たつ浪なみはソファに座ってテレビを眺ながめている。

　やっぱり女ばかりの空間に入ると足が竦すくむけど、それよりも如月にさっきのことを説明しないと……。

「あ、あの、如月？　さっきのは──」

「言い訳しなくていいわよ。男の人がそういうものだっていうことは分かってるもの」

　冷めた言い方は無関心の証あかし。……こういう反応が一番応えるかもしれない。

「おい小熊、静かにしていろ。今から日本選手の演技なのだぞ」

　竜浪に言われ、俺もふとテレビ画面に顔を向ける。

「あ……。フィギュアスケート？」

　テレビには、アイスリンクの上に立つ二人の男女が映っていた。どちらもスラリとした体に優ゆう雅がな蝶ちようのような衣装を身に纏まとっており、美形同士で絵になる光景だ。フィギュアスケートのペア演技らしかった。

　聞き覚えのあるクラシック音楽が鳴り、二人はアイスリンク場で妖よう精せいのように舞い始める。

　俺達は息をのんで、テレビの中の二人に見入っていた。

「綺き麗れいねえ……」

　理事長がぽつりと呟つぶやき、俺達も放心したように頷うなずく。

　珠ちゃんや会長も手を止めてテレビを眺めている中──ペアの選手達は最後のポーズを決め、演技を終わらせた。

「ミスが一回も無かった！　優勝ではないか！」

　竜たつ浪なみが嬉うれしそうに拍手して、みんなも感心に吐と息いきを零こぼす中──




「あ……これ、いいんじゃないか？」




　俺は何気なく呟つぶやいていた。

　一斉に俺に顔を向けてくる女性陣。予期せず全員の視線が集まってきて、ぞわっと背筋が寒くなった。

「小こ熊ぐまくん、なんの話？」

　如月きさらぎに問いかけられ、今フィギュアスケートを見ていてふと思いついたことを話してみる。

「あ、いや……親しん睦ぼく会かいの出し物さ、シンクロナイズドスイミングでどうかなって思って」

　目をぱちくりさせる如月と会長。俺はさらに説明を進める。

「えっと、せっかくプール横のテラスで親睦会をやるんだし、プール使わなきゃ損だろ？　それで、男女のデュエットでシンクロナイズドスイミングっていいんじゃないかなって。ほら、男子と女子が仲良くシンクロするところ見たら、男子に距離を感じてた女子のみんなも『男子とも友達になれるんだ』って思ってくれるかもしれないし」

　初めは首を傾かしげていた女の子陣だったが、話を進めるうちにふむふむと頷うなずき始め……。

　如月が顎あごに指を当てて、

「うん、良いアイデアだと思うわ。浜はま之の宮みや学園にシンクロの選手はいないと思うけど……ウチの水泳部は実力派揃ぞろいだしね。頼めばきっとやってくれると思う」

　会長も静かに頷いていた。

「そうですわね、わたくしも素敵なアイデアだと思いますわ。珍しいだけに面白いですし、男女の絆きずなを示す証明になりますわね。……それでは、出し物はシンクロナイズドスイミングで進めてみましょうか」

　如月と顔を見合わせ──一いつ瞬しゆんの連帯感。しかしすぐに目を逸そらす。

　彼女はこほんと咳せき払いして、

「それじゃあ、明日はさっそく水泳部の人に頼みに──」

「ちょっとお待ちなさい」

　会長にぴしっとストップをかけられ、如月は言葉を止める。

「水泳部の練習を邪じや魔ますることになってはいけませんわ。……お二人は、水泳はお得意？」

　はい？　と二人して首を傾かしげる俺と如月。

「俺は普通に泳げますけど……でも全然得意じゃないですよ？」

「……私も得意ではないです」

「というか、美み空そらはビート板が無ければ泳げんぞ」

　竜たつ浪なみが付け加え、如月きさらぎが心なしか小さくなる。

　──なんだか、すごく嫌いやな予感がした。

「……親しん睦ぼく会かいまで一週間。学校が終わってから頑張れば、二人の短いシンクロなら出来るかもしれません。それにこういう行事の場合、上う手まければいいというものでもありませんし」

　すらすらとそんなことを言う会長だったが、俺と如月は凍り付いている。……会長さんは、ものすごく困ったことを考えているんじゃないだろうか？

「ええ……そうです。それがいいですわ」

　会長は自分の中で何かの結論を出してしまったようで、こく、と頷うなずき──




「小こ熊ぐまさん、美空さん。シンクロナイズドスイミングはあなた達二人でやってください」




　チンッと、どこか間抜けなオーブンの音が鳴った。

　珠たまちゃんがぱたぱたと台所に走っていき、俺達はかくっと同時に肩を落とす。

「ど、どうして俺達が……そんなの無茶ですよ！」

「無茶だからこそやる意味があるのです。女性恐怖症の小熊さん、男性嫌いの美空さん……本来ならシンクロ出来るはずのないお二人が頑張れば、その気持ちはきっと見ている人達に伝わるはずですもの。この親睦会にふさわしい感動が生まれるはずですわ」

　俺と如月は顔を見合わせて、眉まゆを曇くもらせる。会長の言うことは分かるけど……でも、俺達にやらせるっていうのは、リスクが高すぎないか？

「それじゃあ、コーチは私がしてあげる。私はね、学生時代は水泳部だったから、少しはシンクロも教えられるわ」

　理事長がそう言いだし、会長も「お願いします」などと頼んでいる。……いやあ、さすがに無理だって。

　……と、料理を並べ終わってお茶を注いでいた珠ちゃんが何気なく、

「でもわたしも、せんぱい達が演技してるトコ見てみたいかも。上手いとか下へ手たとか関係なく、頑張る人見るのって、わたし好きです」

「そう……。珠さんは、親睦会に来てくださいますか？」

　珠ちゃんの顔に浮かぶ、ふんわり温かい日だまり笑え顔がお。

「はいっ。プールが会場なんですよね。わたし、高等部のガーデンテラス型プールに憧あこがれてたんです。それに、みんなで楽しくパーティするのも大好き。絶対行きますからっ」

　ぽむ、と両手を顔の前で合わせる珠ちゃん。聞く人の心を躍おどらせるような、彼女特有の声こわ音ね。思わずやる気になってしまいそうになるが──いやいやと首を振った。

　楽しみにしている珠ちゃんのためにも、もっとちゃんと出来る人に任せた方が──

「……珠たまちゃんは、私と小こ熊ぐまくんがやると嬉うれしいの？」

　如月きさらぎがぽつりと呟つぶやいた。妙みように真剣な顔なんだけど……。

「はい、嬉しいです。ほら、身内が運動会で走る時とか、すっごく応援したくなるじゃないですか。ああいう感じですっ」

　ほわん、と女性恐怖症の俺でも頬ほほが弛ゆるむほどの珠ちゃんの優しい答え。……そ、そうかあ、運動会の時の感覚かあ。

　胸の中に迷いが生まれる。……この子が喜んでくれるなら、先輩としてはやってみるべきなんじゃないのか？　いやでも、とても俺達にシンクロなんて出来るとは思えないのも事実……。

「シンクロ……私がプールで……」

　如月も俺と同じく迷っているようで、俯うつむいたままぎゅっとペンダントを握りしめてぶつぶつと呟つぶやいている。ロケットを親指で何度も撫なでていた。その顔は見るからに沈んでおり、気が進まないと言いたげだ。

　……さすがに俺とのシンクロはやりたくないんだろう……けど。

　ゆうひ先輩の言葉を思い出す。『みそちゃんはせんちゃんを尊敬してる』か。

　……たぶん、会長の役に立ちたいって考えてるんだろうな。だから断りたくない。でも、俺との演技は避けたい。そんな風に葛かつ藤とうしてるんだろう。

　会長のためにも……親しん睦ぼく会かいに対する責任を全うするためにも……。

　如月は、頑張りたいって思ってるんだ。

「……なあ、如月」

　ため息をついて、ぽつりと呟く。……俺だって、ホントはやりたくない。目立つことは避けたいし、女の子とシンクロナイズドスイミングなんて、想像するだけで鳥肌が立つ。

　でも……。

「……シンクロ、やってみるか？」

　俺はそんな言葉を口にしていた。

　如月が目をしばたたかせてこちらを見上げる。意外……という気持ちが伝わってくる。俺だって意外だ。自分からシンクロやろうなんて言い出すとは……普段の俺ならあり得ない。

　だけど、如月が気の進まないことでも頑張ろうとしてるんだから……。

　ちょっとくらい、こっちから引っ張ってあげてもいいじゃないか。

「美空さん。小熊さんはこう言っておられますけれど……どうなさいます？」

「あ、ええ……」

　如月はまだ驚いていたようだったが──会長に向かってその表情を改めて、

「はい……やってみます」

　勇気を振り絞しぼるようにそう答えた。

　その言葉に会長はどこか満足げに頷うなずき、珠ちゃんはぽむっと手を叩たたく。

「ホントですかっ？　わたし、すっごく応援します。……えへ、いるか寮のせんぱいが親しん睦ぼく会かいで企画やるって、友達に自慢しちゃおっと」

　……俺も乗り気ってわけじゃないけど……こんな風に後輩の女の子に喜ばれては、無理にでもやる気を出さなきゃいけないか……。

　氏うじ家いえ会長も珠たまちゃんの喜ぶ顔に微かすかに頬ほほを弛ゆるめ、

「引き受けてくださってわたくしも嬉うれしいですわ。親睦会の別の準備は生徒会や他の親睦会実行委員でやりますので、お二人はシンクロの練習に集中してくださいな。……ただ、小こ熊ぐまさんの女性恐怖症についてなのですけれど。プールに入っても大丈夫なのですか？」

「演技中もある程度距離を取っていいなら、蕁じん麻ま疹しんは出ないと思います。水着の女性は特に苦手ですから、一いつ緒しよにプールに入ったりしたら体が竦すくみますけど……」

　小学校、中学校時代のプールの時間は限界まで女子と距離を取って、それでも呼吸が浅くなった状態で授業を受けていた。泳いでる最中は女子が視界に入らなかったから、どうにかやれてたんだ。『ヘビが大量に浮かぶプールを泳ぐイメージ』と言えば分かりやすいかもしれない。

　去年の夏の感覚を思い出してぞっとしていると、理事長が腕を組み、

「それじゃ、さっそく明日から練習を始めましょうか」

　俺達は「はい」と頷うなずきを返す。……ただ、気になることが一つ。

「でも如月きさらぎ、出来るだけ露ろ出しゆつの低い水着にしてくれよな？」

「……当然でしょ。学校で露出の高い水着なんて着られるわけないじゃない」

「浩こう一いち君はここで『色っぽい水着なら嬉しいよ』とか言えるようにならないとねぇ……」

　俺の言葉に物足りなそうな理事長。……そんなセリフは一生言えないんじゃないかな。

　会長は腕を組み、その涼しげな目を俺達に向け、

「期待していますよ、お二人とも」

「わたし、応援してますからっ」

　さらに珠ちゃんにきらめく期待の目で見つめられ──如月は任せなさい、というように頷いた。見るからに嬉しそうだ。

　俺も二人に頷きを返すものの……。

　シンクロするはずの俺と如月の距離は、やはり人二人分ほど離れている。




　　　　３




　やる前から不安は不安だったんだけど──

「うぅ……」

　学校用の水着姿でテラス型プールの端に立つ。

　放課後のテラス型プールサイドには、制服姿の女子、それに水着姿の女生徒達がくつろいでいた。プール内にもぱしゃぱしゃと遊んでいる女の子達がいる。男子の姿はどこにも無い。

　そんな女の子だらけの空間の中──俺はかちこちに固まってしまっていた。

　……女子ばかりなのは分かるんだ。でも……なんでみんな、そんなに露ろ出しゆつ度の高いビキニなんか着てるんだ……？

　水着姿の女子はどの子も露出度抜群。スタイルに自信があるからこそビキニなのか、みんな……その、ナイスバディで異性の魅力に溢あふれている。

　俺にとってドキドキとゾクゾクは常に同居するもの……。

「うぅ……」

　心臓が嫌いやな風に高鳴り続けている。男子が珍しいのか、女子達の中にはこちらに好奇の視線を向けている子もいて──これならプールの水の中に潜もぐっていた方がまだマシかもしれない。

　そんな風に萎い縮しゆくしていると、

「アザラシの檻おりに入れられたペンギンっていう感じね……」

　横から待っていた声が掛かり、俺はほっとしてそちらに振り向く……。

　そして、そこにいた女の子に思わず見とれてしまった。

「まったくもう……あなたね、もっとしゃんとしてなさいよ」

　腕を組んで呆あきれたように言う如月きさらぎは──ぴっちりしたスクール水着に着替えていた。

　その紺色の衣装は、ビキニの女の子達に比べると格段に露出度は小さい。でも……。

　胸を目立たなくするはずのスクール水着でも、如月の胸はふっくらと膨ふくらんで見える。それに、スタイルが他の子達より遥はるかに良い。腕を回せば簡単に包み込んでしまえそうな細い肩、余計な筋肉や脂肪が無い、曲線を描えがく体と染み一つ見えない肌。すらりと伸びた脚が眩まぶしかった。それに首にはペンダントをかけ、水着の中に隠しているみたいだ。

「……あなたって、明らかに怖がってるのに人の肌まじまじと見るわよね。女の子のこと、ヘンな動物みたいに思ってるんじゃないの？」

　はっとして我に返る。如月は腰に手を当て、半目で俺を下から見上げるようにしていた。俺は気け圧おされるようにそそくさと後ろに下がりながら、

「い、いや、そんなことないけど……」

　君達がヘビに見えてる……なんて言ったら、如月に失礼だよな。黙だまっておかないと。

「ふーん……。ま、いいけど。それじゃ、始めるわよ」

　如月は簡単に柔軟をして、長い髪を水泳帽の中に収める。そして体を水に慣らしながらプールの中にゆっくりと入っていく──

「……ん？」

　入っていく、はずだったのだが、如月は水に足をつけたところで固まってしまった。

　どうしたんだろう、と思っていると、彼女はぴちゃ、ぴちゃっとつま先を何度も水につけて、それでようやくプールに体を浸ひたらせた。……冷たさチェックでもしてたんだろうか。こちらは遊び用だけあって、水泳帽を被っている子は他に一人もいないので。如月きさらぎの姿はさすがにちょっと浮いて見える。

「小こ熊ぐまくん、早く来なさいってば」

　手招きされて慌あわてて俺もプールに向かう。ぱしゃぱしゃと水を体にかけて、如月とは反対側の手すりからゆっくりと生暖かい温水プールの中に入っていく。

　体を温水が包む。底部に足をつけ、す、と呼吸して後ろを向くと──

「ひ……！」

　女の子達が泳いでいる。その同じ水の中に俺も入ってる。水を介して如月や、ビキニのあの子達と繋つながってる……。

　蕁じん麻ま疹しんは出ないが、ぞわわっと寒気がした。胸の拍動が速く、呼吸が浅くなって──罠わなにでもかかったかのように体が動かなくなってしまった。

「ちょ、ちょっと小熊くん、大丈夫？」

　如月がぱしゃぱしゃと近づいてくる。俺の顔はおそらく青くなっていると思う。ふらつきながらひとまずプールの縁ふちに背中を預けていた。

　しかし──

「わぷっ!?」

　ぱしゃんっと上がる水しぶき。如月は途中で足が滑すべったらしく、水の中へと前のめりに沈んでしまっていた。そのまま泡だけを残して浮かんでこなくなる。

「そ、そっちこそ大丈夫かよ……」

　呟つぶやいていると──なにかおかしいことに気付く。

　如月がいくら待っても顔を出さない。水の中でもがいているのか、時折水面をばしゃばしゃと忙せわしなく手で叩たたいている。どう見ても普通の状態じゃない……って、おいおい!?

「え、ええ……!?　ちょっと如月！」

　ふらついている場合じゃない。クロールで急いで如月の元に向かう。他の女の子が視界に入ると体が固まりそうになるけど、今はそんなこと言ってられない……!!

　水を切るようにして彼女の元へたどり着くと──

「う、うわっ!?　如月、落ち着いて!!」

　如月がらしくない泣きそうな顔で抱きついてきた。や、やっぱり溺おぼれてたのか……！

「足！　如月、底に足つくから！」

「あぶっ、はぶっ、足が、攣つって……！」
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　──き、聞こえてないし……！　足が攣ってるなら、なおさら落ち着かないと……！

　パニックになっているらしく、背中に爪を立てるくらいの勢いでしがみついてくる。俺はその分、落ち着かなきゃいけないんだけど……。

　ブツブツブツブツッ！

「う、うあああ……」

　情けない声が出た。体に浮かぶ蕁じん麻ま疹しん。皮ひ膚ふの内側をくすぐられるような痒かゆみがこんな時だというのに俺の足を引っ張る。

「お、落ち着いて如月きさらぎ、落ち着いて！」

　仕方なく背中をぎゅっと抱きしめると──ようやく安心し始めたのか、力が籠こもっていた如月の体が段々と弛し緩かんしていく。その口からけほっけほっと水をはき出していた。

　やがて、彼女の引きつるような呼吸が次第にすう、すう、と穏やかになっていき──




「うんうん、私ね、あなた達は仲良くなれるって信じてたわ」




　突然の理事長の声にはっとして、俺と如月は見つめ合う。

　目前に如月の水のしたたる顔。吐と息いきが肌に触れるほどの距離。胸元には、スクール水着のざらついた生地越しに感じる彼女の豊かな胸……。左手は如月の腰に、右手はその桃のようなお尻しりをぎゅっと絞しぼるように掴つかんでおり、こちらも生地越しに柔肌の温かさが伝わってきていた。

　さらに感じるのは、周囲からの冷やかすような視線……。プールサイドから見ている理事長以外にも、周りにいた女の子達はみんな息をのんで、くっついている俺達を眺ながめている。

「や、やだっ！」

　どんっと胸を押され、俺は水しぶきを上げて後ろに倒れ──ごぼぼぼぼと水の音に包まれる。

　そのまま立ち上がらず、鼻から上だけ水面に出してぶくぶくと息を吐はき出す。

「……あ、ごめんなさい、つい。い、痛かった？」

　如月きさらぎが心配するように聞いてくるが、俺は首を横に振り──

「……浩こう一いち君。がっちりくっついてたから、熱も出ちゃった？」

　理事長の鋭するどい言葉に、熱くなった頭をこくんと頷うなずかせた。







　プールの縁に如月と並んで、匂におい立つような女の魅力をアピールする黒いビキニ姿の理事長と向かい合う。俺達の一騒そう動どうに注目していたテラスの女生徒達も、興味を無くしたのかきゃいきゃいと賑にぎやかな雑談に戻っていた。

「……二人とも、もうちょっと近づけない？　これからシンクロするんだから」

　首を振る俺に、理事長はやれやれと微笑する。……申し訳ないけど、近づくのは無理だ。

　俺の体質のこともあるけど、如月からしても近づきたくないらしい。その頬ほほはちょっと赤らんでいる。……あんな風に抱き合っちゃったからなあ。

「……仕方ないわね。まあ、練習しているうちに近づくことには慣れるでしょう。ところで……美み空そらちゃん？」

　如月はどことなく眉まゆを下げて、こちらに顔を向ける。

「美空ちゃん、さっきのあなたを見てて思ったんだけど……。もしかして、水が怖いんじゃないの？」

　……うん、俺もそうなんじゃないかって思った。足が攣つっても、普通はこんな水深の浅い学校のプールで溺おぼれたりはしない。それでも溺れるっていうことは、水を怖がってパニックになるって証拠だ。

　如月は気まずそうに肩まで水に浸つかって──こく、と小さく頷いた。

「……私、小さい頃に海で溺れたことがあって……それ以来、水が苦手なんです」

「そうだったの……知らなかったわ。プールの授業はビート板使ってたわよね？　泳ぎが苦手っていうことは知っていたけど……水自体が苦手だったとはね」

「温水プールは海とは違うから、ある程度は耐えられるんです。……でも、それでもさっきみたいに足が攣ったりすると、パニックになっちゃって」

「……水に顔をつけたりは、出来る？」

　如月は首を振る。

「……いつもはビート板で、顔は水にほとんどつけないようにしてます」

　理事長は腕を組み、一つ息をつく。

「……水に顔をつけないでシンクロなんて、まず不可能よね。他の実行委員の女子に任せるか、それが断られるようなら浩こう一いち君に抵抗のないゆうひちゃんに任せることも──」

「い、いいえ、私がやります！」

　ぱしゃっとプールの中で身を乗り出すようにして、慌あわてて答える如月きさらぎ。

「実行委員は私なんですから、私がやるのは当然のことです。練習すればきっと顔もつけられると思いますし……」

「そう……？　無理することないのよ？」

「大丈夫です。この際にプールくらい克こく服ふく出来ればと思いますし……やらせてください！」

　頭を下げて訴えるような如月の剣幕。理事長は難しい顔をしていたが──やがて頷うなずいた。

「分かったわ。それじゃ、練習を始めましょう。まずは美み空そらちゃんは顔を水につけることから。シンクロは水中で体を回転させなきゃいけないから……浩一君は水の中で色んな動きをしてみましょう。女の子のいるプールで体が強こわ張ばってるみたいだし、あなたも慣れなきゃね」

　はいっと返事をする俺と如月……。

　……でも如月、一目で分かるくらいに緊張した顔してるけど、大丈夫かな。




　みんなの視線を受ける中、理事長の指導で練習に励み──




「……如月、やっぱり無理じゃないか？」

　二メートルほどの距離を置いて水に顔をつける練習をしている如月に声をかける。もう夕日も沈んでしまい、プールは蛍けい光こう灯とうで照らされている時間。プールサイドにいた女の子達もいなくなり、競技用プールで練習をしていた生徒達も部活を終えて、帰り支度を始めている。

　如月は何度も大きく呼吸して、

「無理なんかじゃ……ないっ」

　最後にハアッと音が出るくらいに大きな息を吸い、ちゃぽっと水の中に頭まで浸つかる……。

　が、すぐに押し縮ちぢめられたバネみたいにびょんっと飛び出してきた。瞼まぶたが接着剤でくっつけたみたいに閉じられている。

　もう二時間くらい、ひたすらこれを繰り返してるんだけど……。

「あのさ……水に潜もぐったからって死ぬわけじゃないんだぞ？」

「わ、分かってるわよ……」

　はあ、はあ……と荒い息づかいの如月。さっきから水に浸かろうとしているだけなのに、すでに千メートル泳いだくらいに疲れてしまっているようだった。

　しかし……如月がシンクロを引き受けるのを躊躇ためらってた理由って、水嫌いだからだったんだな。俺と演技がしたくないってことじゃなかったんだ。

　……となると、悪いことしちゃったか。俺があの時『やってみるか』なんて言わなかったら、如月もこんな風に無理して水の中に入らずに済んだのに。

「……なあ、如月きさらぎ。別の人に変わってもらうって手もあるんだしさ」

　今ならまだ遅くない。他にも仕事はあるんだし、適材適所っていうことで、シンクロはリタイアした方がいいんじゃないのか……？

　そう思ったのだが、如月はすぐに首を振る。

「やれるから、大丈夫。こ、コンマ三秒くらいは長く潜もぐっていられるようになったわ」

「そ、そっか……？」

　気付かなかったが、一応進歩はしているらしい。……牛歩どころかナマケモノ並みの歩みみたいだけど。

「ほら浩こう一いち君。あなたもまだ体が硬いのよ。リラックスして、水中で一回転してみなさい」

　はい、と返事してゴーグルを装着し、息を大きく吸って水の中に頭を沈める。何度もやったのでもう慣れてきてしまった。

　そのままくるっと一回転──する途中……。

（うわ……!?）

　逆さ向きに理事長の美脚、贅ぜい肉にく一つ無い太ふと腿ももが見えて──

　ごぼぼぼぼぼぼっ！

「ごほっ！　げほっげほっ！」

　如月と同じように水面へ飛び出して激しく咳せき込む。お、溺おぼれるところだった……。

「まだまだね、浩一君。水の中で焦あせっちゃダメじゃない。演技中は水中で美み空そらちゃんの動きも見ておかなきゃいけないんだからね」

「す、すいません……」

　理事長の脚を見て焦りました……とは言えず、俯うつむいてけほっともう一度咳き込む。……でも、そうか。水の中で如月の方を見て動きを確認しなきゃいけないんだ。

　そう思いながら顔についた水を拭ぬぐっていると、理事長は壁にかかった時計を見て、

「今日はこれくらいでおしまいね」

　そう言って、続いて息も絶え絶えな如月に顔を向け、ふう、と息をつく。

「浩一くんは、ある程度距離を取ればなんとかなるでしょうけど……美空ちゃんは明日になってもあまり変わらないようなら、やっぱり他の子に任せるしかないわね」

「え……？　い、いえ、私、やれます！」

　ぎゅっと胸の前で拳こぶしを握る如月だったが、理事長は首を振り、

「本番中に溺れたりしたら、親しん睦ぼく会かいの楽しい雰ふん囲い気きが台無しになるわよ？」

　あ、と口をつぐむ如月。

「二人がシンクロする姿、私も見てみたいんだけどね……。美空ちゃんを危険に晒さらしたくはないのよ。……私は明日、職員会議が終わってから、今の時間くらいに来るから。それまでに克こく服ふく出来ていなかったら、別の子に頼むこと。いいわね？」

　如月きさらぎは俯うつむいたまま頷うなずかない。しかし理事長は答えを聞かずにプールから出て行ってしまった。

　後に残された俺達は、水に浸つかったままで黙だまり込む。ぽた、ぽた、と如月の顎あごから垂れる滴しずくが水面を弾はじいている。

「あ、如月……」

　如月は何も言わずに、理事長に続いてプールを上がって出て行ってしまう。

　下を向きがちのその顔は──やはり落ち込んでいるように見えた。







「ふう……良い湯だった」

　髪を乾かして脱衣所から出ると、ちょうどパジャマ姿の如月と鉢はち合あわせになった。

「お風呂、上がったの？」

　ああ、と頷うなずいて廊下の端に寄ると、如月は俺と入れ違いのようにして脱衣所に入っていく。洗面施設は脱衣所にあるから、歯でも磨きに来たんだろう。

　部屋に戻り、さて、布団を敷くかというところで──やべ、と思った。

「風呂のお湯抜くの忘れてた……！」

　つい先日これを忘れて、如月から『お風呂に最後に入ったら、お湯はちゃんと抜きなさい』って怒られたばっかりだった。……しまった、また叱しかられてしまう。

　そそくさと脱衣所に戻り、ドアを開けて、

「ごめん如月！　風呂のお湯抜くの忘れて──」

　ぴしっと固まった。

　目を丸くしている如月は──なぜか服を脱ぎかけていた。下半身に身に着けているのはストライプ柄のぱんつのみ。そしてパジャマの上も脱いでおり、ちょうどブラジャーを外そうと前屈みになっているところで、ぷるっと音がするような形の良い双そう丘きゆうと深い谷間が、見せつけるように俺の眼前にさらされている──

「いだぁっ!!」

　ごすっとブラシが脳天にぶち当たった。

「ど、ど、どうしてあなたはそう、私の着替えを覗のぞこうとするのかしら……！」

「ご、ごご、ごめん！　風呂に入るトコだったとは思わなくて……！」

　顔を真っ赤にして体を隠す如月に慌あわてて背を向け、外へ飛び出してドアを閉める。ゾクゾクっと足下から震えがこみ上げてきて、全身に鳥肌が立っていた。

　同時に胸もドキドキ高鳴っていて、その場で深呼吸していると、

『……お湯は私が抜いておくから、あなたは部屋に戻っていいわよ、スケベ』

　ドアの向こうからそんな声が聞こえてきて、そのすぐ後にがららっと浴室への引き戸が開く音がした。彼女が裸になっていることを一いつ瞬しゆん想像したが、すぐに首を振る。

　……そういえば、如月きさらぎは俺の前に風呂には入ってるはずだけど……。

　また汗でもかいたのかな、などと考えながら、俺は部屋へ戻ることにした。




　──それから時間が経って、深夜。




「お、終わったあ……」

　机にかじりついていた俺は、どさっと後ろに倒れ込む。畳の感触が気持ちいい。

「……前の学校より難しいなあ」

　寝る前に宿題をしようと思っていたのだが、気がつけば夜中の二時になっていた。

　浜はま之の宮みや学園はカリキュラムがしっかりしており、落第生を作らない主義らしく、宿題が多い。成績の悪い生徒のために月末に勉強会をやるらしいけど……そういうのに出席する羽目にはなりたくないからなあ。誰か教えてくれる人がいれば助かるんだけど……。

「はあ…………」

　大きくため息。異性の中で普通に生活するだけでも辛つらい。それに加えて勉強も遅れているのだ。……如月や珠たまちゃんのためにも、親しん睦ぼく会かいは頑張りたいけど……やっぱりどうにも気乗りしないな。

　頭を掻かきながら、のそのそと廊下へ出る。眠気でしぱしぱする目を擦こすり、顔を洗いに脱衣所へ。夜の廊下は真っ暗で、しんとしていた。

　がちゃ、と音を響かせて脱衣所のドアを開けると──

「……ん？」

　電気が点いている。それに、ばしゃっと浴室から反響する水音が聞こえた。

　……誰か入ってるのか？

　そう思いつつ、ふあ、と欠伸あくびをしながらひとまず顔を洗おうとする……。

　が、ロッカーの脱衣カゴに見覚えのある服が入っているのが見えて──一気に目が覚めた。

「き、如月、まだ入ってるのか？」

　俺が風呂を出たのが十一時くらいだった。あれから三時間ほど経ってるっていうのに……。

「お、おい、如月、大丈夫か！」

　なにかあったのではと声が荒くなる──が、返事が無い。

　ぞわっと嫌いやな予感がした。浴室の磨すりガラス戸に飛びついて、その勢いのままに戸を開け放って中に駆かけ込む。

　──しかし、誰もいない。浴槽には俺が入った時と変わらずお湯が張ってあるみたいだが、誰の姿もない……？

　首を傾かしげて浴槽の縁まで歩いていき、お湯の中を見下ろして……。

　息が止まりそうになった。

「き、きき、如月きさらぎ……!?」

　如月が湯船に沈んでいたのだ。揺ゆれる湯の向こうで彼女のグラマーな肢し体たいは底に仰あお向むけになっており、目はしっかりと瞑つむられていた。海草のように長い髪の毛が、力なくゆらゆらと漂っている。

「し、し、しっかりしろぉ!!」

　飛び込むようにして浴槽に脚を踏ふみ入れる。ちょっと熱めのお湯という温度だ。

　──い、いつからここに沈んでるんだ……！

　迷うことなくお湯の中に腕を突っ込み、如月の腋わきに手を回す。その肌に触れた瞬しゆん間かん、ごぼっと如月の口から空気の泡が噴き出した。ほっとする。気絶していたわけではなかったらしい。

　力を込めて体を掴つかむと、むにっと掌てのひらにこの世のものとは思えないくらいに柔らかい感触……。どうやら胸を掴んでしまったらしかった。さらにこんな時だというのに蕁じん麻ま疹しんが浮かび始めたが──今は構っていられない。

　そのままむにむにと胸を揉もむ格かつ好こうになりながらも彼女の体を引っ張り上げる。

「けほっ、けほけほっ！」

　如月の口からお湯がはき出され、うっすら開かれた目元には僅わずかに涙が見えている。だ、大丈夫なのか……!?

　ひとまず浴槽の縁ふちへと彼女を腰掛けさせ、俺はその前にしゃがんで顔を覗のぞき込んだ。

「だ、大丈夫か如月!?」

「あなたがいなければ大丈夫だったわよ！」

　ばっちーん！　と予期せぬ強烈ビンタ。頬ほほに巨大な輪ゴムをぶつけられるような衝撃……！

　──な、なな、なんで、ビンタ……？

　心底驚いた俺はふら、ふらっと浴槽の中を後ずさり──つるっと足を滑すべらせて、

「はう!?」

　視界が反転。したたかに頭を浴槽の縁に打ち付ける。ごんっと浴室中に響く鈍にぶい音……。

　そして、ぷつっと意識が途切れた。







「…………ん？」

　目を開けると、木目の浮かぶ天井が見えた。背中には堅い床の感触……。

　……あれ？

　体を起こして辺りを見回すと──いるか寮の洗面所。それに、横には顔をほんのりと赤らめて座るパジャマ姿の如月……？

「あれ、えっと…………いてっ」

　ひとまず彼女から遠ざかると、ズキッと後頭部に鈍い痛み。手を当ててみると、ぷくっと膨ふくらんで瘤こぶになっていた。

「……なんでタンコブ？」

　いまいち記憶がはっきりしない。何があったんだっけ……？

　眉み間けんを押さえて思い出そうとしていると──

「……小こ熊ぐまくん。ちょっと質問なんだけど」

「ん……？　なに？」

　なぜか正座している如月きさらぎはこほんっと咳せき払いする。首にかけたペンダントがきらりと揺ゆれた。

「……さっきは、私が溺おぼれてると思って助けようとした……ってことでいいのかしら？」

　ちょっと朱の差した顔でそう聞かれて──ようやく記憶が戻ってきた。

「そ、そうだ！　お前、体は大丈夫なのか!?」

　目を剥むいて体を乗り出すと、如月は大きくため息をついて、

「普通に潜もぐってただけじゃない。それなのに、あ、あんな風に抱きついてきて……心臓が止まるかと思ったわよ」

「う……そ、それは悪かったよ。でも、びっくりしちゃって……」

　あの時は必死だったから……彼女の体に触れたのだろうけど、よく覚えていない。

「……気絶してるのかと思ったんだよ。勘違いで良かった」

　ほっと胸をなで下ろすと、彼女はじっと俺を見て、

「あなたって人は、ホントにもう……」

　呆あきれたようにそんなことを言い、ふう、と大きくため息をついていた。

　……とにかく無事で安心した。さっきは俺の方こそ心臓が止まるかと思ったよ。

　安あん堵どするとじんじんと後頭部が痛みを伝えてくるが──これは自業自得だろう。理由はどうあれ裸の女の子に抱きついたんだから、このくらいの痛みは我が慢まんしないと。

　頭をさすりながら、俺は浴室の方をちらっと見て、

「……あのさ、何やってたんだ？　もしかして、あの時からずっとここにいたのか？」

「え？　ええ、そうよ。明日までに水に慣れなきゃいけないんだけど……いきなりプールの水は無理だから、まずはお風呂のお湯で練習しようと思って」

　ほー、と感心に声を零こぼしてしまった。わざわざこんな夜中に練習するなんて……。

　そのまま少しの間黙だまり込む。夜の寮は怖いくらいに音が無い。

　……感心はするし、こんな時間まで練習するのは凄すごいとは思うんだけど。

　言おうかどうかと迷ったが──俺は口を開いた。

「……あのさ、如月のやる気は凄いと思うんだけど。ちょっと、無理しすぎじゃないか？」

　如月は首を傾かしげ、問い返すような目を向けてくる。

「お前さ、水が苦手なんだから……シンクロは他の人に任せればいいじゃないか。会長も……事情を話せば、納得してくれるよ。会長の期待にはさ、別のことで応えればいいだろ？」

　俺は後頭部のこぶを撫なでながら、

「せっかくの親しん睦ぼく会かいなんだから、如月きさらぎだって楽しむべきだよ。そんなに辛つらい訓練する必要は、無いんじゃないかな？」

　如月が会長の期待に応えたがってるってことも、実行委員が責任ある仕事だってことも分かってる。でも、真夜中までトラウマを克こく服ふくするための訓練しなきゃいけないなんて……そんなのはやり過ぎだろう。自分だって楽しむべきなんだ。

　しかし、如月は首を振り、

「やらなきゃ駄だ目めなのよ。あなたの言う通り、氏うじ家いえ先輩の期待に応えたいって思う気持ちはあるし……責任を果たしたいの。参加者を楽しませてこその実行委員よ。男子追放会の問題も、親睦会を成功させることで解決出来るかもしれない……。それなら、頑張らなきゃいけないじゃない」

「……でもお前、無理し過ぎだって。こんな練習してたら、体壊しちゃうぞ？」

　彼女は俺をじっと見て──少しだけ表情を弛ゆるめた。

「心配してくれてありがと。でもね、ホントに大丈夫なの。それに……」

　表情がさらに柔和になり──どこか温かみのある微笑が浮かんだ。

「……あの子、珠たまちゃんも喜ぶから。珠ちゃんね、みんながこの寮に入ってから、ずっと家事を担当してくれてるの。……ちょっとでも、喜ばせてあげたいじゃない」

　その顔と声には、包み込むような優しさが含まれているようで──驚いてしまった。

　──如月って、こういう顔も出来たのか……。

　思わずどぎまぎしてしまう。失礼なことかもしれないが、如月がこういう顔をするというイメージが無かった。完全に不意を突かれた形だ。

「……どうしたの？　小こ熊ぐまくん」

　きょとんとする如月。その顔も今までと少し違うように見えて、俺は慌あわてて視線を逸そらす。

「……な、なんでもない。それよりさ、如月の話だとつまり、頑張らない理由が無いってことだよな」

「うん。まあ、そういうことね。たとえ苦手なことでも、私だって頑張ればきっとなんとか出来るって思うから。私もそうして、人のためになることがやりたいの」

　如月の表情に意思の光が宿る。彼女にはこういう真っ直すぐな顔がよく合っている。

　……でも、そうか。如月はこういうことを考えて、心を強くしてるんだ。

　会長の信頼に応えるため。委員の責任を全うするため。……そして珠たまちゃん、寮の後輩のため。

　だから頑張る。みんなのために頑張る……か。

「……それじゃ、俺も協力させてくれないか？」

　意識しないうちに、俺はそんな言葉を口にしていた。如月は目をしばたたかせる。

　……如月きさらぎがこんなに頑張ろうとしてるのに、俺だけがあれこれ理由つけて『気乗りしない』なんて後ろ向きなことを言ってたら……。

　──そんなの、いくらなんでもカッコ悪すぎるじゃないか。

「俺もさ、如月と一いつ緒しよに頑張りたいんだ。訓練も一人でやらないで、二人でやろう？」

　如月はちょっと戸惑っているようだった。俺を見る瞳ひとみが揺ゆれている。

「……でも、あなたに負担をかけるわけには──」

「そんなこと考えなくていいんだよ。……今だけでも、俺達は親しん睦ぼく会かい実行委員で……パートナーなんだからさ」

　如月はじっと俺を見ていた。透き通った黒の瞳。意思の強さが伝わってくる……申し訳ないことに、目を合わせただけでゾクゾクするのは変わらない。

　やがて如月はきゅっとペンダントを握り、立ち上がる。

「男なのに……ヘンな人……」

　それは口の中に籠こもる声だったので、よく聞こえなかった。聞き返そうとすると──彼女は俺を見下ろして、

「分かったわ。それじゃあ私、水着持ってくるから。あなたはタイムを計ってくれる？」

　俺は目をしばたたかせ、何度も頷うなずく。

「お、おう、任せといて！　ストップウォッチ持ってくる！」

　いきなり立ち上がったせいでぐらっと目め眩まいがした。後ろから呆あきれるような笑いと「落ち着きなさいよ」という声が聞こえてきたが、俺は照れ笑いを残して部屋へ向かう。

　今日は寝る時間が無いかもしれない……。

　でも、如月と一緒に何かのために頑張ると思うと──悪い気分はしなかった。







　翌日、放課後の温水プール──

「……よし、二秒！」

　ばしゃっと如月が水面から顔を出したところでストップウォッチを止める。ジャスト二秒だ。

「如月、二秒保もったぞ二秒！」

「はあ、はあ……。や、やったわね」

　如月の目元には隈くまが浮かんでいる。結局あれから、朝の五時まで練習したからな……。プールは入ってるだけでも体力を消耗するから、相当キツいはずだ。

「まだ理事長が来るまで二時間近くあるから、四秒くらいにまで伸ばせれば……」

　四秒、と言うと如月の肩がかくんと落ちる。……この倍はさすがに無理か？　プールは広いし、深さもある。さらに水温だ。冷たいと思わない程度に温められているとはいえ、水は水。お風呂は狭せまかったし、熱いお湯で練習してたから、普通に潜もぐれてたんだけどなあ。

　そう思っていると、彼女はスクール水着の中に隠したペンダントにぎゅっと触れて、

「……そのくらいやらなきゃダメよね。うん、やってみる」

　顔を上げてそう答えた。……無理だと思ったのは一いつ瞬しゆんだけか。タフだなあ。

「よし、それじゃあもう一回やるか──」

「何してるの、あなたたち？」

　突然、横から声が掛けられた。どこか堅い口調……。

　如月きさらぎと同時にそちらに顔を向けると、プールサイドにおかっぱ頭の女の子──北きた村むら道みち子こさんが立っている。

「……如月さん。いつの間に男とそんなに仲良くなったの？　あなた、異性が嫌いなはずじゃなかった？」

　そう言う彼女の顔は苦いものを常に噛かんでいるような表情で、その敵意は明らかに俺に向いている。ゾクゾクっと寒気がして、俺は一歩、二歩と後ろに下がって顎あごまで水に隠れた。

　如月はまったく動じることなく、平然とした様子で、

「別に仲良くなったわけじゃないし。実行委員同士だから、一いつ緒しよに頑張ってるだけよ」

「……それでも、如月さんは男と行動したりしないと思ってた」

「それは北村さんの勘違いね。私は男なんて嫌い。でも、必要なら一緒に行動くらいするもの」

　むぐ、と北村さんは顔をしかめて口をつぐみ、最後に俺を一ひと睨にらみ。

「男なんていなくなればいいのに」

　吐はき捨てるように言って、肩を怒いからせてプールから出て行った。

「……こ、こええ」

　詰まっていた息を水面が揺ゆれるくらいに大きくはき出した。……女の子の中には、常に周囲に対してギスギスした態度を取る子がいるけど、あの子はそういう種類だ。いつも感情が爆発寸前という感じの、俺が最も苦手とするタイプの女子……。

　鳥肌の浮いた腕をさすっていると、如月がやれやれと肩をすくめ、

「小こ熊ぐまくん、気にすること無いわよ。別に殴なぐってくるわけじゃないんだし」

　軽い調子でそう言って、ぱちゃっと水の中に沈む。

　……なるほどなあ。如月達寮生は女の子だし、俺にとってはたしかに怖い。でも、どうにか一緒に住むことが出来てるのは……さっきの北村さんみたいな、『女の子特有の怖さ』みたいなものが無いからなのかもしれない。

「ぷはっ」

　一秒くらいで顔を上げる如月。目元の隈くまは努力の証あかし……。

　そうだ。今はこっちに集中しないと。

「よし、如月。次はコンマ一秒伸ばしてみよう」

「うん。……あなたももうちょっと、私に近づけるようにならないとね」

　ぎく、と固まる。俺は如月きさらぎからきっちり距離を取ったまま。まったく進歩していなかった。




　そして二時間後──




「さ……見せてもらいましょうか」

　人ひと気けの無くなったテラス型プールにて、俺達を前に腕を組む理事長。今日は昨日とは違う花柄のビキニ姿がまたよく似合っている。

「……はい」

　そう呟つぶやく如月だが──表情が暗い。俺の顔も同じようになっているかもしれない。

　彼女はすう、はあ、と何度も息を吸い、俺にちらりと目を向ける。

　そして最後に大きく息を吸って──ちゃぷっと水に潜もぐった。

「いち……に……さん」

　ばしゃんっ！

　さん、と理事長が言うとほぼ同時に、水から飛び出してくる如月……。

「……三秒、ね」

　はっ、はっと必死に酸素を取り込む如月だったが、理事長の反応は芳かんばしくないようで──俺は庇かばうように声を上げていた。

「あ、あのですね！　昨日は一秒も無理だったんですよ？　凄すごい進歩じゃないですか！」

「そうだけど……。あと一週間しか無いのよね。一週間あれば普通に潜れるようになるってくらいじゃ、練習する時間が無いじゃない」

「そ、それは……頑張ればなんとか……」

　如月は俯うつむいて黙だまり込んでいて、何も言わない。……やりたいって言っても、実際には無理だっていうことが分かってるのかもしれない。

「えっと……理事長、ちょっとタイムです！」

　野球のように腕でＴの形を作り、如月と出来るだけ近づいて、

「あのさ、如月？　三秒以上は、やっぱり無理っぽい？」

「…………なせばなるわ。要は気合いよ」

　男らしいことを言うものの──目元に力が無い。昨日からの練習で、もうすっかり疲れてしまっているようだった。

　……これは、もう無理か。会長や珠たまちゃんは残念に思うかもしれないけど、これ以上やってまた溺おぼれたりしたら困る──

　と、ふっと頭に疑問が浮かんだ。

「……あのさ。如月の水恐怖症って、『海で溺れた』ってのが原因なんだよな？」

「ん……ええ。その通りだけど」

　俺は何気なく、浮かんできたアイデアを口にしてみる。

「……だったら、手を繋つないでたら潜もぐれるんじゃないか？　ほら、プールも海ほどじゃないにしても広いし、温水って言っても冷たさを感じるくらいの水温だし……そういうことが恐怖を煽あおるのかもしれない。……もしかしたら、人の存在を感じれば怖くなくなるかもしれないぞ？」

　如月きさらぎと理事長は目をぱちくりさせる。

　……昨日今日と、水に慣れる訓練ばかりしてたけど……考えてみれば、根っこの部分を解決してみるのが一番良いんじゃないだろうか。

「え、えっと、どうなのかな……？　今まで何度か試してみたけど、その時はダメだったし」

「でも、もしかしたらうまく行くかもしれないわね。美み空そらちゃん、ちょっとやってみなさいよ」

　理事長はそう言うものの、腕を組んで立ったまま……。

「って、あ、そうか……。俺が手を繋がなきゃいけないのか」

　本番では理事長がいないから、如月の傍そばにいていいのは俺だけだ。

　……むう。でも、俺が女の子と手を繋ぐって……？

「小こ熊ぐまくん、私の手なんて握れないでしょ？」

　如月は伏せがちの目をしたままそう言う。……うん、手なんて握れない。

　普通なら、そうだ。

「…………」

　俺はゆっくりと、地雷原を歩くように如月に近づいていく。

「ちょ、ちょっと小熊くん。鳥肌立ってるわよ？　無理しないでいいから……」

　──無理……。そうだよなあ、自分から女の子のすぐ傍まで近づいていくなんて、普段なら絶対にやらない行為だ。ましてや手を握るなんて、今までそんなことした経験は一度も無い。

　だけど……。

「……なせばなる。要は気合い、だろ？」

　今はちょっと、やらなきゃいけない場面だと思うんだ。

　如月の前に立ち、向かい合う。お互いに手を伸ばせば触れ合える距離……。

　しかし、俺の片手は動かない。

　女は可愛かわいい──だけどヘビ。この感覚が、俺の体を金かな縛しばりのように凍り付かせるのだ。

「小熊くん、ダメよ。手なんか握ったら、また蕁じん麻ま疹しんが出ちゃう……」

「大丈夫……俺だって、親しん睦ぼく会かい実行委員なんだ。今だけでもパートナーだって言ったろ？　蕁麻疹くらい我が慢まんするさ」

　──珍しく如月が心配してくれてる……でも、ここは俺から手を伸ばさないと……。如月は徹夜で頑張ったんだぞ。俺がここで怖がっててどうするんだ……！

　彼女に正面から見つめられ、カタカタと歯が震え始め──

　がちっと歯を食いしばった。

「……気合いだ気合い！」

　勇気を振り絞しぼり、ぐっと右手を前に差し出す。

「ほ、ほら、如月きさらぎ。俺の手を握ってくれ！」

　如月は目をぱちぱちとまばたかせながら、俺の顔と無骨な手を見比べている。彼女の片手は、首にかかったペンダントをしっかりと握っていた。

「ん！」とさらに手を突き出すと、俯うつむきがちになりながらも、そっと差し出される如月の小さな手。近くでこうしてみると、腕も手首もびっくりするくらい細い……。

　戸惑ったような顔の如月の手が、そっと俺の掌てのひらに触れて──

「あ……」

　彼女の小さな声と、掌にしっとりと温かい感触……。

　──こ、こうして女の子の手を握る日が来るなんて……。

　ぎこちなく握った如月の手。握りしめれば折れてしまいそうなくらいに繊細な感触。さらりと温かい肌にドキドキと胸が甘く高鳴るが、案の定同時にゾクゾクっと足から這はい上がるような震えが走り、体に赤い斑はん点てんが浮かび始める。以前、鉄骨から落ちる如月の手首を握った時は熱まで出た。たぶん今も、このまま握っていたら同じことに……。

　全身の筋肉が緊張してきて──俺はそれを振り払うように叫さけんでいた。

「き、如月、潜もぐるぞ！　俺がついてるから、溺おぼれたりしても、絶対助けてやるから！」

　どこかぽけっとして、繋がれた掌を見つめていた如月は目をしばたたかせ、

「あ、う、うん！」

　それは今までにないくらいの素直な返事で……。

　そして──俺達は同時に水の中に頭まで潜った。

　ごぼごぼごぼっと耳が鳴る。昨日今日で慣れてしまった水中の浮遊感。

　目の前には如月の顔があって──

（………………っ）

　思わずごぼっと息を吐はき出してしまった。

　別人かと思った。如月は一生懸けん命めいにぎゅっと目を瞑つむっていて、俺の手を力いっぱい握りしめている。ほっぺたが口に向日葵ひまわりのタネを詰め込んだハムスターみたいに膨ふくらんでいた。俺の手を握っていない方の手は、胸の前で強く握られていた。

　──如月って、こういう顔も出来るんだ……。

　昨夜に続いてそんなことを思う。……いつもポーカーフェイスでつんつんした顔ばかりしているだけに、普段と違う顔をされると不思議なくらいに戸惑ってしまう。

　──こいつって必死になると、小さい女の子みたいな顔になるんだな。

　その顔を見つめてそんなことを考えていると──如月は我が慢まん出来なくなったのか、ぐっと水面に顔を出そうとする。

　俺は自然に、握った彼女の手をもう片方の掌てのひらで包み込んでいた。

　瞬しゆん間かん、如月きさらぎの目がぱちっと開く。

　水の中でなお透き通るような黒い瞳ひとみ。それが俺をじっと捉とらえている。むこうから見ても、俺は同じように映っているんじゃないだろうか。

　如月の体から次第に力が抜けていき──俺達はふわっと水に浮かんで見つめ合う。

　俺は如月のきょとんとした顔を、ごく自然に見つめ返していた。険のない顔をすると、彼女は三歳くらい幼くなったように見える。

　手と手で繋つながり会ったまま、水の音しかしない時間が過ぎて──

　俺達はゆっくりと水面に顔を上げた。

「……………」

　何も言わず、水に濡ぬれた顔のままでゆったりと呼吸しながら視線を交わす。

「……三十秒。びっくりだわ」

　理事長の声が耳に届いて──俺達はようやく我に返った。繋いでいた手を離し、後ろにばしゃばしゃと水を掻かいて距離を取る。

　体に浮いた斑はん点てんは思ったより色が薄い……。が、それでも体を見られるのが嫌いやで、顎あごまで水に浸つかるようにしゃがみこんだ。

「美み空そらちゃん、凄すごいじゃない。これならシンクロだって出来るわ」

「そ、そうだよな。うまくいって良かったな、如月」

　如月は自分の手を見つめて、

「……小こ熊ぐまくんが手を握ってくれた時に……なんだか、力が抜けて……」

　そんなどこか呆ぼう然ぜんとした如月を眺ながめて、理事長がうんうんと満足げに頷うなずく。

「ふふ。やっぱりね。浩こう一いち君と美空ちゃんは相性が良いの。間違いないわ」

「相性って……何言ってるんですか、理事長。俺と如月の相性が良いわけないでしょう」

　軽く笑いながら言うと、如月も同意にこくこくと頷く。

「相性が良いなんてありえないわね。高校になって、溺おぼれた時の記憶が薄れてたせいよ」

「……そうかしら？　それじゃ美空ちゃん、もう一回潜もぐってみる？」

　如月は今度は一人でちゃぷっと水に潜る。

　一、二……三、四、五、六……。

「ぷはっ……。どう？　ちゃんと潜れたでしょ？」

　如月が顔の水を手で拭ぬぐって、どうだ、というように俺達に胸を張る。

「一回潜る感覚を掴つかんだから、多少は潜れるようになったのかもしれないな」

「潜れちゃったわね。あーあ……浩一君が手を握ってなきゃ潜れないと思ったのに」

　ちぇっと言いたげな理事長だったが、俺の方は素直に嬉うれしくてぱちぱちと拍手だ。

「良かったな、如月。これからも俺が傍そばにいて、お前が溺れたらすぐに助けてやるからさ。安心して潜もぐっていいぞ」

「ん……うん。ありがと。そうする」

　するっと口から自然に言葉が出たという風に答える如月きさらぎ。俺は理事長に目を向けて、

「これで本格的に練習が出来ますね、理事長？」

「……そうね。それじゃあ、早速演技の練習してみましょうか？」

　お願いしますっと叫さけぶ俺達。如月は疲れているはずなのだが、壁を一つ越えたことが励みになっているのか、顔には気力が溢あふれているようだった。

「でも俺、気になることがあるんですけど……理事長、ホントにシンクロなんて教えられるんですか？」

「大丈夫よ。シンクロの映画見たことあるもの」

　……この人の冷静さが、心の底から不安だった。




　なにはともあれ、これで良い流れには乗れたんじゃないかと思う。

　あとは練習して、本番に備えるだけ……。

　そのはずだった。




　　　　４




　驚きなことに、浜はま之の宮みや学園では一年中プールの授業がある。

「さ、次は平泳ぎ四往復。ほらほら、休みすぎだぞお前ら」

　国くに重しげ先生がだらけた空気を吹き飛ばすようにぱんぱんっと手を叩たたく。……前の体育の授業の時も思ったけど、この先生、女子の露ろ出しゆつ度の高い姿を見ても全然動じてない。いや、教師なんだから当然なのかもしれないけど、俺にとっては超人と言っていいような精神をしてるらしい。

　プールサイドで休きゆう憩けいしていたクラスメイト達が次々に水に入っていく──プールの授業が多いせいか、みんな泳ぎが上う手まい。そんな中、如月もこちらを一いち瞥べつして泳ぎ出す。

「あぷ、あぷ……」

　……ビート板で。最初は普通に泳ごうとしていたのだが、さすがに無理だったらしい。水に顔を数秒ずつつけながら泳いでるから、十分進歩してると思うけど……。

「……美み空そらのやつ、いつの間に顔を水につけられるようになったのだ？」

　そう聞いてくるのは、いつの間にか横に立っていた竜たつ浪なみだ。

「如月は練習したんだよ。親しん睦ぼく会かいのために、必死にさ」

「……ほう。大したものだな。成長しているではないか」

　誰にでもなくそう言って、竜たつ浪なみは飛び込み台からプールに飛び込む。

　ざばばばばばばば!!

「ぷあっ！　ちょっと竜浪さん！　もっと手加減して泳ぎなさいよ！」

　高速で泳ぐ竜浪はモーターボートのように水を立てて隣のコースの人に迷惑を掛けていた。

「……お前も大したもんだよ、竜浪」

「そうだな、小こ熊ぐま。お前も見習わないといけないな」

　ぎく、と後ろを見ると、笑え顔がおを浮かべて俺を見下ろしている国くに重しげ先生……。

「……異性と一いつ緒しよにプールに入っただけで足が攣つるなんて、情けないだろ、小熊？」

　こく、と神しん妙みような顔で頷うなずく。プールに入ってみること五回……その度に足が攣ってしまっているのだ。水着姿の女子だらけの中での授業は、さすがに俺には無理みたいだった……。

「……あの、ちょっとトイレ行ってきます」

「おう。リラックスしてこい」

　先生は呆あきれたように笑いながら、俺にひらひらと手を振っていた。







　結局ほとんど泳げないままでチャイムが鳴った。更衣室で服を着替えて、廊下へ出る。

「如月きさらぎも頑張ってるなあ……。俺もしっかりやらないと」

　水気の残る髪を掻かき上げ、ぶつぶつ呟つぶやきながら教室への廊下を歩いていくと……。

「…………？」

　途中でなにやらぞろぞろと女の子達が俺の周りに集まってきた。見覚えのある顔ばかり……ウチのクラスの女子達だ。どうも彼女達の顔つきは険しく、様子がおかしいように見える。

　──な、な、なんだ？　なんで俺の周りに集まってくる……？

　戸惑っているうちに周囲をすっかり取り囲まれてしまった。巨大なヘビに巻き付かれた小鳥のような気分になる。

　そして俺の正面にはヘビの頭というべきおかっぱ女子、北きた村むら道みち子こさんの姿……。

「……ついに尻尾しつぽを出したわね。私、あなたは怪しいとずっと思ってたの」

　鋭えい利りな槍やりのような声。ぞくっとして後ろに一歩下がると、彼女達の全員から北村さんに似た負の視線が送られていることに気付く。犯罪者を見るような、侮ぶ蔑べつに満ちた目つきだった。

「え、えっと……どうしたの？」

「どうしたのじゃないわよ！　この下着ドロ！」

　北村さんが怒鳴り、俺はひっと怯おびえて足を竦すくませる。

「あなたが如月さんの下着を盗んだんでしょ！　分かってるんだから！」

　思わぬ言葉に目を丸くする。

「し、下着？　如月が下着盗まれたって？」

「とぼけるんじゃないわよ！　私には全部分かってるんだから！」

「な、なに言ってるんだ？　わけ分かんないぞ？」

　おどおどと周囲を見回す。俺の側に立っている女の子は一人もいない。……鎌かま首くびをもたげたヘビに囲まれているような錯覚。うまく息が出来ず、心臓の拍動が不気味に速くなる。全身に脂あぶら汗あせが噴き出して、腰が抜けそうだった。

　が、北きた村むらさんは俺の様子をあざ笑うように、

「ふん、そう怯おびえた振りをしても無む駄だよ。あなたが犯人だってことはとっくに──」

「待ちなさい！」

　女の子達の後ろから聞き慣れた声が響いてきた。

　みんなの間をかき分けるようにして歩いてくるのは、制服に着替えた如月きさらぎと、竜たつ浪なみ……？

　戸惑っていると──如月は俺を庇かばうようにして前に立った。

「お、おい如月、大丈夫か？　下着盗まれたとか聞いたけど……」

「大丈夫よ、ブルマ穿はいてるもの。……それよりみんな何してるのよ？」

　如月を心配するような顔をしていた北村さんは、その表情を裁判官のようなものに戻し、

「あなたのために、犯人を捕まえようとしていたのよ。何してるのよは無いでしょう？」

「犯人？　もしかしてあなた達、小こ熊ぐまくんが犯人だなんて思ってるの？」

　如月がふっと鼻で笑い、首を振る。

「小熊くんがそんなこと出来るわけないじゃない。女の子が怖くて仕方がないんだから」

「恐怖症っていうのが嘘うそかもしれないわ。それに女の子が怖いからって、女の子に興味が無いとは限らないし」

　如月が一いつ瞬しゆん黙り込んだ。……北村さんの言う通り、俺はたしかに女子は怖いが、異性に興味はある。如月とは密着したり裸を見てしまうことも何度かあったから、彼女もその辺りには気付いているのかもしれない。

「……それでも、小熊くんは下着ドロなんてやらないわ」

　俺を信じる如月の言葉。……ちょっと意外だった。本気で俺を庇ってくれてるんだ……。

　その言葉に、北村さんがやれやれと肩をすくめ、

「どうしてそんなに庇うのよ？　女子が女子の下着を盗むなんてあり得ないし、授業中にトイレに行ったのは小熊くんだけよ」

「……下着忘れた女子がやったかもしれないじゃない。私を嫌ってる女子が、下着を隠したとも考えられるし」

「……おかしいわね。如月さんは男がどれだけ悪い人達かって知ってたはずなのに。……あ、もしかして……あなた、小熊くんのことが好きになっちゃったの？」

　如月はぶんぶんぶんっと激しく首を振る。

「そんなわけないでしょ。……男なんて悪い人ばっかりだってこともよく知ってるわよ。ただ、小こ熊ぐまくんは……少なくとも、人のものを盗むほど悪い人じゃない」

　その彼女の迷いの無い言葉に、ちょっと胸が熱くなった。……如月きさらぎって俺のこと、一応それなりに信頼してくれてたのか。

　如月の言葉で少しだけ女子達の雰ふん囲い気きが和らぐ。俺への敵意が僅わずかに薄れて──

「そうかしら？　私は男を学校に入れた時から、いつかこういう日が来るって分かってた。みんなも、いやらしいことをされるんじゃないかって心配になったことはあるでしょう!?」

　しかし北きた村むらさんの発言で再度女性陣の空気が硬質化。俺に向けられる不審者を見る目……。

　ゾクゾクと肝きもを冷やしていると──ふと、如月の手に気付いた。

　……震えてる？

　近づかなくては分からないくらいだと思うが、たしかに、彼女の手は小こ刻きざみに震えているようだった。心なしか、その背中もいつもより小さく見えてくる。

　北村さんはそんな如月に気付かず、ふんっと激しく鼻を鳴らし、

「……親しん睦ぼく会かいをやるらしいけど、これなら、女子は全員欠席した方がいいかもしれないわね。いや……そもそもこんな事件が起これば、親睦会なんて出来ないか」

「な……何言ってるのよ。親睦会はやるわよ、楽しみにしてる子がいるんだから！」

　憤慨して声を荒げる如月に、北村さんは高圧的な態度を崩さず言い放つ。

「下着ドロなんて事件が起こったんだから、親睦会どころじゃないでしょ。それに、男子のいる所に女子も行きたくないはずだわ。さ、みんな、行きましょう。……松まつ本もと会長に話さなきゃ」

　みんなを引き連れるようにして歩いていく北村さん。女子達は俺に疑うような視線を残して歩いていく。

　彼女達が立ち去った後には、俺と如月、それに竜たつ浪なみが残された。

　足音が遠ざかっていき──プール棟の廊下に静せい寂じやくが降りる。

「……竜りゆう子こ、あなたは信じてくれるの？」

　如月が竜浪に顔を向けると、小柄な彼女は眉み間けんに皺しわを寄せて、

「……怪しいのは小熊だし、私は男を信用しない。……しかし、美み空そらが信じている以上、私が信じないわけにはいかん」

　きっぱりとそう言いきり、竜浪は俺の傍そばに寄ってくる。

「お前は下着を盗んでいないのだな？」

「あ、ああ、もちろん。なにがなんだか……」

　ようやく心臓の拍動が穏やかになってきて、ほっと顎あごを拭ぬぐった。……あんな風に女子に囲まれたのは生まれて初めてだったかもしれない。

「……如月、庇かばってくれてありがとな。……でもホントに大丈夫か？」

　如月は腕を組み、ふんっと鼻を鳴らしてすました顔になり、

「大丈夫だってば。それより、問題は親睦会ね。……なんとしてでも実施する。会長の期待に応えるためにも、みんなのためにも、珠たまちゃんのためにも……中止にはさせないわ」

　頷うなずく俺と竜たつ浪なみ──しかし、俺の目は如月きさらぎの手に向いていた。胸に当てた右手は、ペンダントをぎゅっと握っているみたいだ。如月の、男とは違う繊細な手……。

　……やっぱり震えてる。

　僅わずかにだが、間違いなくカタカタと震えている。寒さに耐える子供みたいだった。

　原因は、おそらく二つだろう。

　──親しん睦ぼく会かいが開けないことを恐れてる。それに……下着を盗まれたから、怖がってる……。

　そう思った瞬しゆん間かん──さっきまでのゾクゾクが消え、代わりに別の感情がどくんっと心臓を鳴らす。頭に血が上って体が熱くなって──俺は思わず口を開いていた。

「……見つけないと」

　え、と如月と竜浪が目を丸くする。




「え……じゃない！　犯人見つけなきゃ！」




　大声で叫さけぶと、如月も竜浪も一いつ瞬しゆんびくっと肩を震わせた。

「あ、え、ええ……そうね。犯人を見つければ、親睦会も実施できるかもしれないし」

　──うん、そうだけど……親睦会も大事なんだけど、それだけじゃない。

　如月は女の子なんだ。女の子の下着を盗んで、こんな風に怖がらせるなんて……。

　ぎゅっと拳こぶしを握りしめる。

　──そんなの、絶対許されないことじゃないか!!

「……そう、小こ熊ぐまくんも親睦会を成功させたいのね。気迫が伝わってくるわ。協力して犯人を見つけ出しましょう」

　うんうんと頷うなずきつつも、ちょっと勘違いしている如月だ。やはりその顔は強こわ張ばっているように見える。

　──俺が、なんとかしてあげないと。

　胸にそんな決意を秘める。犯人を見つけて、如月の不安を取り除いてやるんだ。今の俺は如月のパートナーなんだから、必ず助けてやらなきゃいけない。

　しかし竜浪はなんだかんだで疑っているのか、俺をその深い瞳ひとみでじっと見つめていた。







　──その夜、いるか寮。

　寮生は食堂のテーブルに集まっていた。

「大問題になりましたわね」

　会長が憂うれいの滲にじむ顔で呟つぶやき、理事長に目を向ける。

「理事長、親しん睦ぼく会かいは開けそうなのですか？」

　眉み間けんに皺しわを寄せている理事長は、小さく猫ねこが唸うなるような声を漏もらし、

「……なんとも言えないわね。美み空そらちゃんは届け出るつもりが無いから、警察沙ざ汰たにはならないけど。この状態で親睦会は……難しいかもしれないわ」

　二人が頭を悩ませる原因は、下着ドロと共に今日の放課後行われた、男子追放会のアジテーションにある。

　会長の松まつ本もと文ふみが、中庭の噴水から声高々にこの事件のことを話してしまったのだ。傍そばには北きた村むらさんの姿もあったので、彼女から聞いたのだろう。不幸中の幸いというか、俺の名前は出なかったんだけど……たぶん口づてに俺が容疑者になっていることが全校に伝わってしまうと思う。

「……小こ熊ぐまさんは、本当にやっていないのですわね？」

　会長に確かめるように言われ、俺ははっきりと頷うなずきを返した。

「……犯人、見つけましょう。このままでいいわけがないです」

　憤いきどおりを押し殺して言うと──ゆうひ先輩がはいっとタケノコみたいに手を挙げる。

「ゆうひも手伝う！　みんなを困らせる人は許さないんだから！」

「わ、わたしも手伝いますっ。下着泥棒はいけないことですっ」

　珠たまちゃんも立ち上がってそう言ってくれる。心強いちびっこ二人だ。

「そうですわね……。浜はま之の宮みや学園の門には警備員が立っていますし、高いフェンスを乗り越えようとすれば警報が鳴るようになっていますもの。抜けて入れる場所は無い。……となると、犯人は中にいると考えた方が自然ですわ」

　理事長も首しゆ肯こうして、

「……そうね。聞き込みをすれば見つけ出せるかもしれないわね」

　頷きを交わす俺、如月きさらぎ、ゆうひ先輩、珠ちゃん、理事長の五人……。

　俺達の視線は、最後に竜たつ浪なみに向いた。

「……竜りゆう子こ、あなたは協力してくれる？」

　如月が問いかけるものの、竜浪は黙だまったまま……。

　……協力してくれないのか？　やっぱり、俺が犯人だと思ってる？

　息を潜ひそめて、竜浪の答えを待っていると……。

　彼女は俺をじっと見つめて、口を開いた。

「……お前達は練習もしなければいけないはずだ。私にも犯人捜しを手伝わせてくれ」

　わあっ！　とみんなが声を上げる。竜浪は俺を見つめたまま。内側まで見通すような、曇くもりのない瞳ひとみ……。

　竜浪はふん、と小さく鼻を鳴らし、ついでにふよっと触覚みたいな髪を揺ゆらし、

「……そういう顔も出来るのか。よく分からん男だ」

　彼女らしい仏ぶつ頂ちよう面づらで、そんなことを呟つぶやいていた。




　親しん睦ぼく会かいまであと五日……。

　──如月きさらぎのためにも、当日までに必ず犯人を見つけなきゃいけない。
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　──身の置き場が無い。




　如月きさらぎの下着泥棒事件が起こって──しかし俺と如月は親しん睦ぼく会かいの練習があるので調査には参加出来ず。休日はシンクロの練習に明け暮れた。

　そして週が開けての学校で、

「…………」

　生物の授業中──周囲からの視線に縮ちぢこまり、教室の隅に置かれた机で息を潜ひそめる。

「──やっぱり男の子って──」

「──女子校の方が良かったのかな──」

　ひそひそとそんな声が聞こえてきていた。悪意が籠こもっているという風じゃない……。でもなんだか、俺を今までとは違う意味で腫はれ物扱いしているというのはよく分かる。クラス中にそういう雰ふん囲い気きが満ちているのだ。

「ほらほら、無む駄だ話してんじゃないのー。前見なさい前ー」

　教きよう壇だんに立つ橘たちばな先生がばんばんっと黒板を叩たたいて注意を飛ばす──が、こちらに向く視線はあまり減っていなかった。いかにもダウナー系の表情ながら、心配するような目をこちらに向けてくれる先生だが──どうしようもないのか、そのまま黒板に向き直った。

　周りの空気に押しつぶされそうになりながら、小さくため息をつく。

　……みんながこういう反応をするのも、無理もないのかなあ。

　そう思いながら、横に座る如月に目を向ける。平然として見えるけど……あれ以来、つんとすましたポーカーフェイスにもどこか無理が滲にじんでいるようだった。

（なんとかしないと……）

　誰にも聞かれないように呟つぶやく。

　一人の悪い奴やつのせいで、学校の女の子みんなが怖がる事態なんて理り不ふ尽じんだ。理由はどうあれ、俺は事件の中心にいる。親睦会のためもあるし……何より如月のためにも早く解決しなければ。

　昼休みからゆうひ先輩達と犯人捜さがしに乗り出すつもりだけど……うまくやらないとな。

　そんなことを考えていると──ぽすっと机の上になにやら丸められた紙が投げつけられた。

「…………？」

　小首を傾かしげて周囲を見回す。と、横に座る如月の斜め前の席に、微笑を浮かべて手を振っている女の子が一人……。

　今日もちょっと化粧が濃いクラスメイト──桐きり島しま洋よう子こさんだった。

　……あの子は、俺のことを嫌ってるはず。

　初日に桐きり島しまさんに触れられて、いきなり蕁じん麻ま疹しんを出してしまったから、彼女は俺に良い印象は抱いだいていないと思う。となると、これは……。

　嫌いやな予感に眉まゆをひそめながら、紙を開ける。そこに書かれているのは短い文章……。

「……え？」

　目をしばたたかせる。




『みんなちょっと不安になってるだけで、小こ熊ぐまクンのこと嫌ってるコなんていないから、気にしちゃダメだよっ！』




　驚いて顔をあげると、肩をすぼめた桐島さんがはにかんで、にぱっと開いた手をさらに小こ刻きざみに振ってくる。こちらまで照れてしまうような可愛かわいらしい仕草……。

（ちょっと小熊くん。授業中に手紙のやり取りなんてしちゃダメでしょ）

　はっとして横を向けば、じとっと湿った視線を向けてきている如月きさらぎの姿。俺達のやり取りを見ていたらしい。

　ごめん、と謝って小さくなりながらも、ちらりと視線を上向けると──桐島さんはくすくすと笑いながら俺を見ていた。いたずらっぽい笑え顔がお……。

　と、昼休みの始まりを告げるチャイムが鳴った。

「はい授業終わりー。ちゃんと復習しときなよー」

　先生は最後にこちらに不安そうな目を向けて、外に歩いていく。同時に如月も俺に体を向け、

「小熊くん、授業はちゃんと聞くものでしょ？」

「あ、うん。分かってる……」

　生返事をして桐島さんの方を見ると、彼女はもうこちらには背を向けて、他の女の子と話しをしていた。

　手紙のことを聞いてみたかったが、そういう雰ふん囲い気きでもない。気になったものの、そのまま如月、竜たつ浪なみと一いつ緒しよに廊下へ出て、生徒会室へ向かう。

　──ゾクゾクッ。

　廊下に出た途端に寒気がして全身の毛が逆立つ。周囲の女子から男子である俺に向けられる穏やかでない視線……。俺が事件の容疑者だと知っている人もいるのかもしれない。

　でも──さっきの桐島さんからの手紙。あれはきっと、俺を慰なぐさめてくれたんだろう。

　ちょっとだけ気持ちが楽になる。……女子の中にも、味方はいてくれてるんだ。







「さあ、犯人捜さがしだよ！　土日はちゃんと調査出来なかったから、今日で捕まえるくらいの勢いでいくからね！」

　生徒会室にて──集められた俺達にゆうひ先輩が仁に王おう立ちしてハッパをかける。

「……あの、ゆうひ先輩。犯人捜さがしはいいんですけど」

「なに？　どしたのこうちゃん？」

　きゅるんっと二重の目を向けてくるゆうひ先輩……だけど、俺が気になるのは彼女の服装だ。

「……なんですかその格かつ好こう？」

「……なにって、探偵ルックだよ？　ホームズ知らないのこうちゃん？」

　きょとんとして自分の姿を眺ながめる小柄な先輩。彼女の格好はだぶだぶのインバネスコートに鹿しか撃うち帽。それにパイプを口に咥くわえて片手に虫眼鏡めがねを持っている。

　見て見て、と言いたげにその場でくるんっと回り、ツインテールがふわっと流れた。

「んふ、似合ってるでしょ？　この格好ならきっと犯人も見つけられるよ！」

　太陽みたいに笑うゆうひ先輩。……明るいなあ。本当に見つけられるって気になってくるから不思議だ。

　氏うじ家いえ会長がゆうひ先輩の頭を撫なでて、俺達を見る。

「それでは、小こ熊ぐまさんと美み空そらさんはここで待っていてください。わたくし達は聞き込みに行って参ります。先日のプールの時間帯に、おかしな行動をした方を捜すのです」

　俺と如月きさらぎは同時に「え？」と目をしばたたかせる。

「あ、あの、私も捜しに行きたいです」

「お、俺も、俺も一いつ緒しよに！」

「美空さんは当事者ですから、相手が犯人だった時に警戒されますわ」

　如月は「あ、そうか……」と呟つぶやいて大人しくなり、ソファにぽすっと腰を下ろした。

「えっと、俺は……？」

　会長はいつものように俺を見て一いつ瞬しゆん固まり、一歩後ずさって、

「小熊さんも無理でしょう。女性恐怖症なのですし、なにより事件の第一容疑者ですもの。ここで大人しくしているのが無難ですわ」

　さっき廊下を歩いている時に、周囲から向けられた視線……。

　ぶるっと震えが来たが、しかしここで退くわけにはいかない。

「で、でも俺、早く解決したいんです！　何かの形で協力させてください！」

　身を乗り出そうとする俺と、それに合わせて後ろに下がろうとする会長。磁石が反発するように、距離を保とうとする二人だった。

「そんなことを言われましても……。あなたがいると警戒されるでしょう？」

「たしかにそうだと思いますけど……でも、何か出来ることが──」

　と、俺達の間にぴょんっと入ってくるツインテール先輩。

　全員が目を丸くして、ホームズ姿のちびっこ先輩を見る。何をひらめいたのか、彼女はむんっと精一杯小さな胸を張っていた。

「こうちゃんも捜さがしに行きたいんだね……。それじゃあ、ゆうひおねーちゃんに任せなさい！」

　ぽむっと胸を叩たたく先輩は、なぜだか自信満々で、しかも俺を見る目が今までになくきらきらと輝いていて……。

　すごく嫌いやな予感がした。




　十分後──




「きゃはははははは!!　こうちゃん可愛かわいい～!!」

　ゆうひ先輩、俺を見つめて大笑い。他の女の子達は──

「線が細いとは思っていたが……」

「まさかここまで似合うとは思わないですわよね……」

「小こ熊ぐまさん、可愛いですっ」

　竜たつ浪なみ、会長は感心して腕を組み、珠たまちゃんは両手を胸の前で合わせて瞳ひとみを輝かせている。

　そして如月きさらぎは……。

「…………変態」

　寒気がするような白い目で、つんっとそっぽを向いて呟つぶやいた。しかし、彼女の反応が一番正常だろう。

　なぜなら、今の俺の姿は……室内隅のスタンドミラーに映る俺の姿は──

[image: ]

「な、なんて格かつ好こうさせるんですか……」

　女子高生なのだ。

　男子高校生、ではない。女子高校生、である。

「浩こう一いち君、肌が綺き麗れいで化粧のノリがびっくりするくらい良いんだもの。私、思わず頑張っちゃった」

　微笑を浮かべてそんなことを言う理事長が──俺を『変身』させた張本人だ。嫌いやがる俺を壁際に追い込み、化粧道具でぺたぺたと顔を塗りたくり……さらにはどこからか持ってきた女子用制服を無理矢理着せて、仕上げにロングヘアのウィッグを被せ……。

　俺を、見事な女子高生へと変態させてしまったのだ。

　というか、俺を変態にしてしまったのだった。

「み、みんな、あんまり見ないで……」

　周囲からの視線に耐えきれず、頬ほほを赤らめてもじっと体をよじる。鏡の中の俺も合わせて動くが──それが本当に、本物の女の子みたいに見えるから余計に気持ちが悪い。ファンデーションで整えられた頬に朱が差し、アイシャドーとマスカラで大きく見える目元は気弱そうに潤うるむ。くりんっとカールされた睫まつげは一体何の冗談なのか……。

　メイク中も地獄だったけど、今も地獄だ……。

「きゃー！　こうちゃんホントに可愛かわいい！　ゆうひの妹にならない!?」

「なりませんよ！　ほら、これで俺も聞き込みに行けますよね！」

　すたすたと廊下に出て行こうとして──立ち止まる。

　振り返ると、なぜか理事長がクールな美び貌ぼうに、口端を持ち上げていた。

「浩こう一いちくん、外では女の子の口調で喋しやべらなきゃダメよ？」

「な……」と反論しようとしたが、言葉を飲み込んだ。……たしかに俺は女の子の変装してるんだから、口調も変えなきゃいけないんだ。

「ほら浩一くん、早く早く。声も高くしなきゃいけないのよ」

　理事長とゆうひ先輩は心から楽しんでいるらしく、にやにやといやらしい笑えみを浮かべている。珠たまちゃんもなぜかわくわく顔で……。他の三人は興味無しというようにあらぬ方向を見ていたが、横目をちらちらとこちらに向けているようだった。

　躊躇ためらったが──如月きさらぎの顔を見て腹を決めた。今は恥はじより時間が惜しい。

「い、行くわよみなさん！」

　ソプラノボイスでそう言って、廊下へと出て行く。恥はずかしくて頬ほほがかっかと火ほ照てる。

「声はさすがにちょっと気持ち悪いわね。オカマっぽくて残念……」

「こうちゃんもっと可愛く言ってー！」

　後ろから聞こえてくるのは、羞しゆう恥ちに拍車をかける容よう赦しやないダメ出しの声だった。







　手分けした方がいいということで、俺と竜たつ浪なみは二年生を聞き込んで回ることになった。珠たまちゃんは一年、氏うじ家いえ会長とゆうひ先輩は三年だ。ちなみにゆうひ先輩は『警戒されるから』ということで、ホームズ姿から普通の制服に戻っていた。気分を出すためにあんな格かつ好こうをしたらしい……結局恥はずかしい格好をするのは俺一人だよ。

　さて、二年の教室に行くには、もちろん廊下を歩いていかないといけないのだが……。

「大人気だな、小こ熊ぐま」

　クク、と触覚娘がいやらしい笑えみに口端を持ち上げて横を歩いている。

　……まあ、からかいたくなるのも分かるけどさ。

　俺に向けられる周囲からの好奇の視線……。すれ違う女子も、時々いる男子も、廊下にいる生徒はみんなこちらを一いち瞥べつしてから歩いていく。

　女性に注目される恐怖感もあるのだが、それ以上に恥ずかしい。こんな格好をしないといけないなんて……情けない。よく『男らしさ』を俺に言い聞かせていたねーちゃんにこんな姿を見られれば、どんな風に激しく教育されるか分かったものじゃない。

　肩をすぼめて俯うつむいて、周りの目から隠れるようにして歩いていく。

「あの子背が高ーい。うらやましいなあ……」

「でもちょっとちっちゃく見えて可愛かわいいかも……恥ずかしがり屋なのかな……」

　からかいの声がいたる所から……うああ、穴があったら入りたい。

「竜浪さんが小さいから、余計にスタイルよく見えるよねー……」

「誰が小さいだと！」

　周囲からの言葉にブチ切れる竜浪。心なしか触覚も日本刀のように逆立っていた。




　周りを威い嚇かくする竜浪に隠れるようにしながら──我らが二年Ａ組に到着。




　さっそく聞き込みを開始だ。このクラスで事件が起きたんだから、何かおかしい人を見ている生徒がいるかもしれない。慎重に、プールの時間のことをうまく探さぐり出すんだ。

　が、問題が一つ。聞き込みはやろうと思えば誰でも出来る。

　……でも、

「……小熊。やはりお前は待っていた方が良かったのではないか？」

　女性恐怖症の俺が女子に……となれば話は別だ。廊下でウチのクラスの女子に聞き込みをしていた竜浪は、こちらに呆あきれた顔を向けてくる。

「そんなに怯おびえていては、話しかけても怪しまれるだけだぞ？」

　申し訳なくて俯うつむくしかない。竜浪が女子に話しかけている間、俺はずっと離れた場所で見ているだけだった。聞き込む女の子に近づくどころか、竜たつ浪なみの傍そばにも立てない始末……。

　しかし、今はやらなければならない時なのだ。

「……次は俺が一人で聞き込むから。竜浪は他の子を頼む」

「……大丈夫か？　足が震えているぞ？」

　大丈夫、と頷うなずく。前に如月きさらぎがペンダントを無くした時は、普通に女の子に質問出来たんだ。今だって必死になればやれるはず……。

　覚悟を決めて、廊下に出てきた女の子二人の所に歩いていく。……えっと、この二人は、武たけ田ださんと渡辺わたなべさんだな。

「あ、あの……ちょっといいですか？」

　緊張して話しかけると、二人はきょとんとして俺を見る──が、知らない人を見る目だ。小こ熊ぐま浩こう一いちだとバレていないようでひとまずほっとする。

「……はい、なんでしょう？」

　そう言う二人は怪け訝げんな目を俺に向けている。……彼女達には悪いけど、こっちはヘビに話しかけているような気分なんだ。顔に出てるのは間違いない。

「え、えっと……先週の金曜にプールがあったよね？　その時に、なにか怪しいことをしてた人とかいなかったかな？」

　二人は顔を見合わせて、「ああ」と得心いったというように頷く。

「下着ドロ事件の調査ですか？　……おかしいことなんて、特になかったよね。小熊くんがみんなと同じプールに入れなくて、休んでたくらいかなあ？」

「その後トイレに行って……」

　二人は腕を組んで、眉まゆをひそめて首を傾かしげる。

　俺は俯うつむきがちに二人を見る。……聞きたくない……けど、やっぱりこれは聞いておかないと。

「……二人とも、やっぱり俺──じゃなくて、小熊くんが下着ドロしたと思ってる？」

「ん？　うーん……どうなんだろ」

　あれ、と目をしばたたかせる。二人とも意外な反応だった。

「そういうことする人には見えないよね。だってあの蕁じん麻ま疹しんだよ？　あれ、どう見ても本気の発ほつ疹しんだもん」

「そうだよねー。いっつもクラスの端っこで小さくなっててさ。あんまり男っぽくないし、ちょっと……なんだろ、借りてきた猫ねこっていうの？　まさにそういう感じだよね」

　二人ともくすくすと笑う。……ね、猫。そんな風に見えてたのか。

「……でも、やったのは誰かっていうと、一番怪しいのは彼なんだよねー」

「うん……。外部の人がやったっていうことも、もちろん考えられるんだけどね。あのトイレに行ったっていうのが無ければ、こんなに疑わなかったんだけど……」

　二人とも肩を抱くようにして、心なしか小さくなっているようだった。小熊浩一への嫌けん悪おというよりも、やっぱり気になるのは彼女達の怯おびえたような反応……。

「……二人とも、不安？」

「んー……まあねえ。変質者が近くにいるって思うと、ね」

「やっぱり女子校のままが一番平和だったのかなって思っちゃうよね」

　心なしか身を寄せ合う二人。……分かってはいたけど、彼女達からすれば、周りにいきなり見えない怪物が現れたような気分なんだろう。

　早く解決しないと──と改めて思っていると、

「そう、女子校に戻すのが一番良いのよ」

　声を聞いただけでぎゅっと心臓を掴つかまれるような、高圧的な声が聞こえてきた。

　思わず一歩下がると、武たけ田ださんと渡辺わたなべさんの横にあの男子追放会の女の子──北きた村むら道みち子こさんが並んだ。腕を組み、つんと顎あごを突き出し、相手を上から見下ろすような威圧的な態度……。

　ゾクゾクっと鳥肌が立って、さらにもう一歩後退する。

「今回の事件は、間違いなく小こ熊ぐまくんの仕業よ。きっと彼は事件を起こすと思っていたわ」

　ずばっと胸を切り裂かれたような痛み。容よう赦しやない言葉で一刀両断だ。

「やっぱり男子追放会は正しかったのよ。共学にならなければ、こんな事件も起きなかった。男子なんて受け入れるべきじゃなかったの」

　ふふん、と勝ち誇ほこった北村さんの顔……。しかし隣の二人はあまり同調していないようで、

「でも、ねえ。男の子と付き合ったりしたいっていうのも事実だし……」

「女子校って、男っ気無いもんね……」

　声を潜ひそめる二人にじろっと鬼のような目を向ける北村さん。そして睨にらまれて縮ちぢこまる武田さん達……。北村さんって同性にもこういう強気な態度なのか。

「学生の本分は勉強よ。異性なんて邪じや魔まなだけだわ。……まったく、浮ついた気持ちの人がいると困るわね」

　嘲あざけるように言う北村さんだが──責められた隣の二人が顔を俯うつむかせるのを見て、思わず俺は口を開いていた。

「……そこまで言わなくてもいいのに」

　今度はむっとこちらを睨にらみつけてくる北村さん。その無機質な目から感じる敵意の津波……。俺は息が出来なくなり、さらに一歩、二歩と後ずさる。

「……あなた、初めて見る顔ね。随ずい分ぶんと背が高いけれど……一年生かしら？　浮ついた気分でいるのは感心出来ないわ」

　彼女はずいっと一歩踏ふみ出してくる。さらに小さくなる俺だったが──一つ聞いておきたいことがあった。

「あ、あの……どうしてそんなに男を嫌うんですか？」

　ぴた、と一いつ瞬しゆん動きを止める北村さん。やや濃い目の眉まゆが跳はねる。

　──やば、地雷だったか？　怒り出すのか……？

　目の前のコブラが傘かさを開くような感覚に、ごくりと唾つばを飲んでいると──彼女はふうっと大きくため息をつき、普段通りの顔に戻った。

「……男なんて、ケダモノじゃない」

「……え？」

「ケダモノだって言ったのよ。テレビを見なさいよ。男が女性に暴行を働く事件が多発してるわ。女性をヘンなサークルに勧誘して、そこで集団で……なんて事件も起こってる。痴ち漢かん事件も後を絶たないし、立派な実績を持つグループの幹部が秘書の女性を勝手に愛人と称していやらしい行為を強要する事件だってある。他にも酒に酔った教え子を襲う大学教員──」

「ちょ、ちょっと待った！」

　思わず叫さけび、手を突き出してストップをかける。

　……いや、そういうニュースを見ていれば男を怖がるようになるのは分かる。でも……。

　一歩踏ふみ出し、口を開こうとすると──

「……あれ？　今の声、男の子っぽかったし、どこかで聞いたことあるような……」

　ぎく、と体を強こわ張ばらせる。北きた村むらさんが怪け訝げんな顔になり、武たけ田ださんと渡辺わたなべさんも俺の顔をまじまじと観察し始めた。

　──や、やばい、つい男声を出してしまった。このままじゃバレる……。

「おい、もう行くぞ！　お前も早く来い！」

　はっと顔をあげると、竜たつ浪なみが顔を険しくして手招きしていた。この馬ば鹿か者め、言わんこっちゃない……と言わんばかりのしかめっつらだ。

「そ、それじゃ、私はこれで。失礼しますっ」

　殊こと更さら高い声でそう言い残して、竜浪の後を早足でついていく。ちらりと振り返れば、北村さん達三人から向けられている懐疑の視線……。俺は逃げるようにしてその場を離れる。

「……この馬鹿者め。言わんこっちゃない」

　やっぱりそう思ってたか。返す言葉も無い……。危あやうくバレるところだった。

　一旦生徒会室に撤退だ。もう一度聞き込みをやるにしても、別のカツラを被るかどうかしなければ。

「こちらは特になんの情報も聞けなかったが……小こ熊ぐま、なにか収穫はあったのか？」

「いや……こっちも全然」

　そうか、と無愛想に……どこか残念そうに呟つぶやく竜浪。心なしか肩が落ちているように見える。

　俺は横目にそんな彼女のふよふよ揺ゆれる触覚を眺ながめながら、さっきの彼女達のことを思い出していた。主に北村さんの発言を、だ。

　あの子の言い方……。男を嫌ってるっていうのは分かるんだけど、なんていうか……訪れたこともないある国が『治安が悪い』っていうニュースを聞いて、その国の人みんなにモラルが無いと思い込んじゃう心理というか……そういう、『あまり知らないものへの恐怖』があるように思えたんだ。

「ゆうひ先輩達が手がかりを掴つかんでいればいいがな。……ちっ、犯人が男だったりしたら、私が情け容よう赦しやなく撲殺してやる」

　眉まゆをきゅっと吊つり上げ、竹刀しないを持つようにして素振りをする撲殺戦士竜たつ浪なみ竜りゆう子こ……。この子の男嫌いも相当なもんだけど、北きた村むらさんよりはマシかな。

　……純粋な危険度は、こっちの方が遥はるかに上だけど。




　竜浪の放つ怒いかりのオーラに怯おびえながら、生徒会室に帰還──




「……全員、収穫は無しですわね」

　会長を始め、全員が重苦しい空気の中で肩を落とす。みんなテーブルについて弁当を開けているが、なかなか箸はしが動かないようだった。ちなみに俺は男の姿に戻っている。……女装したことは忘れよう。二度としないぞあんな格かつ好こう。

「女の子の格好、可愛かわいかったです……」

　……こら珠たまちゃん、そんな残念そうな顔しないの。

　女装した服を眺ながめて顔をしかめていると、先輩コンビが話し始める。

「土日でなんとかするつもりが、今日になっても解決の糸口は見えず……参りましたわね」

「ゆうひ、これはきっと男子追放会の仕業だって思ったんだけどなあ……。ほら、こうちゃんを悪者にして自分達を正義の味方にするっていうの」

「そうですわね……。こう言っては悪いですけれど、わたくしも追放会の長である松まつ本もとさんの可能性が高いと思っていましたわ」

　二人は三年の男子追放会に聞いて回ったらしいが、全員にアリバイがあったとのことだ。昨日のプールの時間に妙みような行動を取った人は一人もおらず、みんな真ま面じ目めに授業を受けていたのだとか。

　と、ぴょんっとつくしんぼのように手を挙げる珠ちゃん。リボンが蝶ちようのように僅わずかに揺ゆれた。

「一年生の男子追放会の人達も、みんな授業をちゃんと受けていたらしいですっ。それにどの人も、悪いことをするような子には見えませんでした……」

　困ったような顔の珠ちゃんだけど……そっか、この子に聞き込みをさせるのは可哀かわい想そうだったかもしれない。人のことを疑うのが苦手なんだろう。

　今度は理事長が顎あごに指を当てる。

「でも、ガードマンの人達も誰かが侵入した形跡は無いって言ってたし……。こうなると、あと可能性があるのは……」

　全員の目が俺の方に向いて──思わず挙動不審になってしまう。

「あの……お、俺じゃないですからね？」

「分かっていますわ。怪しいのはあなたではなく、『男子』だと言っているのです」

　難しい顔の会長達。……ああ、そうか。俺はトイレくらいでしか顔を合わせる機会が無いんだけど、他のクラスに男子はいるじゃないか。男子追放会が犯人じゃないなら、彼らが怪しまれるのは当然のこと……。

　……だけど……彼らが犯人だとすれば──

「男子のうち誰かが犯人だとすれば……親しん睦ぼく会かいを開く意味が無くなるのですわよね。女子は男子と親睦など深めたくないと思うでしょうし……」

　俺も含め、女の子陣は一様に頷うなずく。珠たまちゃんは頷かなかったが、眉まゆ尻じりを落としたまま、反論することも無かった。

　理事長は腕を組んで背もたれに体を預け、眉を曇くもらせて天井を見上げる。

「……男の子の入学者については、私が書類を見てしっかり審査したんだけどね。中学時代の素行を調べて、悪いことをしそうな人は受け入れていないつもりなんだけど」

「それでも、事件が起こってしまったのだから仕方がありませんわ。……たしかにこの学校の男子はとにかく大人しいですけれど、何もしないとは限らない──」

　と、会長の言葉を遮さえぎるように、ぴっと如月きさらぎが姿勢よく手を挙げた。

「あの……このまま話していても疑ぎ心しん暗あん鬼きが深まるだけでしょうし、一度考えをリセットした方がいいんじゃないでしょうか。時間が無い今だからこそ、冷静になるべきだと思います」

「……そうだな。私もその考えに賛成だ」

　竜たつ浪なみも首しゆ肯こうする。俺も同じ考えだ。たしかに頭を一旦冷やした方がいいだろう。

　生徒会室の空気がふっと和やわらぎ、みんなの箸はしも進み始める。やっぱり如月を始め、どの子も表情が強こわ張ばって見えるけど……これは仕方ない。なにも事態は進展してないわけなんだから。

　俺も女性陣からやや離れた机で食事を進めていると──ふと、如月と竜浪に対して疑問に思ったことがあった。

「……あのさ。如月と竜浪って、男子が怪しいって思ってないのか？」

　仮に俺を疑わないとしても、この二人なら他の男子に疑念を抱いだくのが自然なはずだ。男をまったく信頼してないんだから。

　そんな俺の言葉に、二人は同時にこちらに顔を向ける。

「もちろん、男子は怪しいと思ってるわ」

「私も同じだ。追放会を除けば、男子が最も疑わしい」

　如月も竜浪も、「でも」と綺き麗れいに唱和して、

「……なんだかヘンな流れじゃない。罪の無い人も含めてみんなを疑うことになっちゃう」

「その通りだな。男は怪しいが、だからと言って全員を疑うのは筋が通らん」

　お互いの言葉にうんうんと頷く同級生二人。続いて会長、理事長、珠ちゃんとゆうひ先輩も同じように頷うなずき始めて──

　なんとなく、俺がいるか寮で暮らせている理由が分かってきた気がした。







　まだ午後の授業が残っている。昼休み終わりのチャイムが鳴って、いるか寮メンバーは一旦解散……。

　放課後にまた集合──だと思っていたのだが、

「あ、話は変わるけど、小こ熊ぐまくん。私達はシンクロの練習続けるからね」

　如月きさらぎがそう言って俺に振り返る。

「ああ……でもさ、先に犯人を捕まえた方がいいんじゃないか？　親しん睦ぼく会かい自体が開けなくなるかもしれないんだし」

「それはわたくし達に任せておいてください。犯人は必ず見つけ出してみせますわ」

　会長が腕を組んで言い放つと、ゆうひ先輩もぴょこぴょことスキップするように歩きながらこちらにスカートを翻ひるがえして振り返り、

「そうだねー。こうちゃん達はシンクロに専念していいよ！　犯人捜さがしはこの名探偵にまっかせっなさい！」

「そうだな。むしろ小熊がいない方が捜しやすいものな」

「わっ、わたしも頑張って捜しますっ」

　力強いことを言ってくれるゆうひ先輩と、さりげなく本音を言ってのける竜たつ浪なみ、そして本当は人を疑いたくないだろうに、健けな気げに協力を申し出る珠たまちゃん……。

「ね、小熊くん。私達は私達でやるべきことをやらなきゃ」

　如月にもそう言われ──俺は頷きを返した。

「……分かった。でももし捜索に男手が必要になったら言ってくれよ？」

　みんなに向かって言うと、会長は涼しげな表情で、竜浪はふっと笑いながら、

「男性の手なんて必要ありません。わたくし一人ですべてなんとか出来ます」

「正直、私はお前の百倍強いと思うぞ」

　会長も竜浪もごく当たり前のことを言うような顔だった。……たしかに、この二人に男手は必要無さそうだ。

「っと……俺ちょっとトイレ行ってくる」

　いちいち言わなくていいわよ、と文句を言ってくる如月達と別れてトイレに向かう。何気にここが一番の安心できる場だなあ……。

　トイレに入って用を足していると──別のクラスの男子が入ってきた。背が高くて、髪はスポーツ刈り。頬ほほにぴたっとほくろが一つ張り付いている。よく日焼けしていて程よく筋肉がついており、動きがきびきびしているせいか真ま面じ目めそうに見えた。

　と、彼は俺を視線に捉とらえて、なぜか顔を険しくして、

「……お前、下着ドロの奴やつだな？」

　よく通る落ち着いた声。しかしその声に含まれているのは明らかな侮ぶ蔑べつで──俺は用を足す音を立てたまま慌あわてて反論する。

「ち、違うよ。俺がやったんじゃないって！」

「……そうか？　でも、一番怪しいのはお前じゃないか。まったく、ロクなことをしないな」

　吐はき捨てるような口調。聞く耳持たないと言いたげだった。

　彼は俺の隣に陣取り、ものすごい勢いで小便を始める。

「この学校の女子は男子を遠ざけてる。今回のことでまた距離が出来るとしたら……お前のせいだからな。男子はみんな怒っているんだぞ」

　最後に舌打ちして、素早く用を足し終わった彼は丁寧に手を洗い、規則正しい歩調で外へと出て行った。小便する時間すら勿もつ体たいないという様子だ。

　ぽかんと口を開けて彼の背中を見送る。

「……な、なんだよもう。俺じゃないって言ってるのに」

　どうやら、男子達の間では俺が犯人ということになっているらしい。……下着ドロ事件のあったクラスに所属してるんだから、疑われるのが当たり前だとは思うけど。

　やれやれと気を重くしながら手を洗い、鏡を見てため息。ますます学校にいづらくなりそうだ……。

　肩を落としたままトイレを出て、廊下を歩いていると──

「……あの、小こ熊ぐまくん？　なにかあったの？」

　横からそんな、聞き覚えのある声がかけられた。

　視線を向けてみれば、俺の横にはいつの間にか後ろから追いついてきたらしい桐きり島しまさんの姿……。彼女は俺を気遣うような表情を浮かべていて、

「誰かになにか言われたの？　そういうの、気にすることないよ。みんな誤解してるだけなんだし。……ワタシは小熊くんの味方だから、ねっ」

　嬉うれしい言葉と、小首を傾かしげる微笑が可愛かわいらしい。ちょっと化粧し過ぎだと思うけど、桐島さんって如月きさらぎ達とはまた違った魅力がある……。

「あ、ありがと……」

　感謝しながらも目を逸そらす。この距離で女子の顔を見つめ続けることは出来ないのだ。

　……桐島さん、気を悪くしてないかな。

　そんなことを考えながら横をちらりと見てみると──特に気にした様子もなく歩いている彼女の姿。俺と歩幅を合わせて、一定の距離を置いて、ぴったりと傍わきを歩いている。

　目的地は二人とも教室。ちょっと緊張しつつも並んで歩いていくと──

「こら小熊くん、早く戻ってきなさい。もう授業始まっちゃうわよ？」

　と、如月きさらぎが教室から出てきて──彼女と桐きり島しまさんの目が合った。

「……洋よう子こ？　……あ、小こ熊ぐまくん、また女の子に手を出してるんじゃないでしょうね？」

「ち、違うって。一いつ緒しよに歩いてただけだよ。大体またってなんだよまたって……」

　じっとりと疑いの目を向けられる……が、今日は逸そらさずに頑張ってその目を見返してみる。……むぅ、こんな疑いをかけられるいわれは無いぞ。

　俺を睨にらむ如月はつんとアヒルみたいな口をしていて愛想知らず。一言で言えば可愛かわいげが無い。

　ちぇっと舌打ちしたくなる。

　……水に潜もぐった時は全然違って見えたのになあ。あれはやっぱり錯覚だったのか。

　睨にらみ合っても当然俺に勝ち目など無い。彼女の視線に圧され、見えない相撲取りから押し出しを食らうように、一歩、二歩と後ろへ下がると、

「二人とも仲が良いんだ。羨うらやましいな～」

　桐島さんが横からそんな冷やかしの声──俺達は風を切る勢いで彼女に向き直る。

「仲良くなんてないわよ。私が男子と仲良くなるなんてあり得ないもの」

「……むしろ仲悪いだろ？　如月って油断したら噛かみついてきそうだし」

　また睨まれ、今度は耐えきれずにそっぽを向いてしまった。……怖いんだよもう。

「いいなー、ワタシも男の子と仲良くなりたいな～」

　桐島さんはにまにまとからかうように笑いながら、教室へ向かって歩いていった。

　後に残される俺達二人……。

「……ありえない誤解だわ。洋子にはレーシック手術を勧める必要があるわね」

　ダンゴムシを噛かみつぶしたような顔をする如月だ。そんな吐はきそうな顔しなくてもいいだろうに……。ったくもう、可愛くないんだから。




　　　　２




「よし、もう一回いくぞ。ベントニー、バレーレッグ、フラミンゴ！」

　かけ声に合わせて、水に浮かんでいた俺と如月はぱしゃ、ぱしゃっとボーズを変える。水平上向きになり、片脚を曲げて、そのつま先を伸ばした方の脚の内側につけるベントニー姿勢、曲げた方の脚をぐっと天井に向けて伸ばすバレーレッグ姿勢……そして水上に伸ばしていた方の脚を、上に伸ばした脚と交差するくらいにまで胸元にひきつけるフラミンゴ姿勢……。

　浮いたまま手で水を掻かいて体制を整えるスカーリングと並んで、これがシンクロの基本となる動作らしいんだけど……なかなかに難しい。やっている途中に、水に沈んで溺おぼれそうになる。

　横を見れば、ぴんっと本物のフラミンゴのように天に伸びた如月の美脚……。元々彼女は体は柔らかいし、スタイルも良いから華はながあり──

「あっ、はぶっ、あぶっ……」

　水と人体の比重の差に従い、タイタニック号のように沈んでいくしなやかな体……。

「ちょ、ちょっと如月きさらぎ！　しっかりしろ！」

　慌あわてて如月の元に走り寄る──が、その前に沈めたブイのように水中から彼女が顔を突きだした。大丈夫だったらしい……。

　が、走り寄ろうとした俺の勢いは止まらず、しかもつるっと水底で足が滑すべった。

「うわっと、っと！」

　前のめりに転こけそうになって、思わず何かにすがろうと手を伸ばし──

　ずるっ！

　片手で何かを掴つかんだ感触があった。

　そっと顔を上げて──目の前の光景に呼吸が止まった。俺がこの手でずり下ろしたのは、おそらく彼女のスクール水着……。片側の肩部分を下ろしてしまったらしかった。

　文字通りの眼前数センチの場所で、ぷるっと揺ゆれる女性だけが持つ果実。お椀のように形の良い胸はつんとこちらに向いており、瑞々しい張りがある。糸を引き、蜜みつのようにその上を流れ落ちる水滴。その美しい丘の隅々までが俺の脳のう裏りに焼き付いて……。

「……小こ熊ぐまくん」

　静かな声に、そっと顔を上向けると、

「……………う」

　麗うるわしい美び貌ぼうの如月が、その顔から噴き出すような羞しゆう恥ちに真っ赤に染まっていた。潤うるんだ目はふるふると揺ゆれており、桜色の唇くちびるは水に濡ぬれてきらきらと輝いている……。

　如月が身をよじると同時に、ぷるんっと魅惑的なバストが俺の目の前で揺れて──

「ほんっとに、スケベなんだから！」

　ばちん!!

　渾こん身しんのビンタだった。右フックを食らったように俺の顔は横へと吹き飛ぶ。

「ご、ごご、ごめん！　俺、助けようとして……」

　慌あわてて弁解するものの、自分が悪いと分かっているので語尾が小さくなってしまう。頬ほほを真っ赤にした如月は水の中に顎あごまで浸つかり、もぞもぞと水着を着直しながら、

「ど、どんな理由があっても、みだりに女の子の裸を見ちゃダメって言ったでしょ！　もう、小熊くんのスケベ！」

　面目ない、と頭を下げる。うぅ、言い訳のしようが無い……。

「……あなたって他意が無いから余計にタチが悪いのよ。本気で怒れないじゃない。今だって蕁じん麻ま疹しん浮かび始めてるし」

「わ、悪かった……。もう何もしないように気をつけるから」

「……次は無いからね。今度はビンタだけじゃ済まさないんだから」

　如月は体に薄く蕁麻疹の浮かぶ俺を見て「まったく……」とため息をつき、顎から水滴をしたたらせながら横に顔を向ける。ガラス越しの中庭には闇やみが降り、真っ黒な夜空が見えている。月も出ておらず、星も無い。夕方から雲が出てきていたが、それがすっかり空を覆ってしまったらしい。

「……もうそろそろ帰らなきゃね」

「ああ……。珠たまちゃん、帰ったらレンジで夕飯温めてあげるって言ってたしな」

　みんなは調査を進めたが収穫は無かったようで、もう寮へと帰っている。ついさっきまで俺達に指導をしていた理事長も仕事の残りがあるらしく、ちょっと前にプールを出て行っていた。練習はと言えば……アップテンポな曲に簡単な振り付けにしてもらったし、俺達の呼吸は妙みように合っているらしいから、あと二日でギリギリやれる……といったところだと思う。

「俺は体の硬さが問題……。如月きさらぎは……顔が水に浸つかると焦あせる癖くせを直さないとなあ」

「そうね……不思議とタイミングは合うんだけどね」

　そんな話をしながら、如月はプールサイドに上がろうとしたが──何かを思い出したようにこちらにくるりと振り返った。

「最後に、デュエットのラストだけ練習しておく？」

　ぴた、と固まる。きっと顔も仮面みたいに硬直してしまっているだろう。

「……い、いや、今日はもういいんじゃないか？」

「よくないでしょ。デュエットの最後は私達が二人で……その、だ、抱き合うのよ？　小こ熊ぐまくんが私の背中に手を回して、二人で花が開くみたいに手を挙げる……」

　そう……それがこの演技のラストシーンだ。『男女の友好を示す』ためには、そういう場面が必要だというのが理事長の考えなんだけど……。

　想像しただけでゾクゾクっと寒気がした。イメージ的にはニシキヘビに巻き付かれる感覚だろうか。……俺にはとても無理だ。

　鳥肌の浮いた体をさすっていると、如月がきゅっと眉まゆ尻じりを吊つり上げて、

「わ、私の方が嫌いやなんだからね！　理事長がやれっていうから仕方なくやるんだから……。あなただってそんなに嫌がってないで、受け入れられるように頑張りなさいよ。みんなも調査に励んでるんだから、私達もちゃんとやらなきゃ」

「そ、そんなこと言われても……」

　おずおずと遠ざかろうとする俺に、如月はぴくっと眉み間けんにほんの僅わずかな皺しわを寄せて……。

　ばしゃばしゃと水を掻かいて近づいてきた。

「うわあああ！　ち、近づいてくんなよ！」

「黙だまってなさい。そんなことじゃ女性恐怖症なんて治せないわよ！　もうちょっとしゃっきりしなさいよねっ」

「しゃっきりって言われても……」

「そういう気弱な態度はやめなさいってば。ほら、氏うじ家いえ先輩や珠ちゃんのためにもシンクロは成功させなきゃいけないんだから！」

　氏うじ家いえ先輩、珠たまちゃん──と言われて動きを止めると、如月きさらぎは強引に距離を詰めてくる。

「ちょ、ちょっと！　そんなに近づいたら蕁じん麻ま疹しんが出る！」

「出ていいの！　私の水恐怖症だってほとんどショック療法だったんだから、あなたの恐怖症も強引にやれば治せるかもしれないでしょ」

　ずいずいと追い詰められ──背中がべたっとプールサイドに触れる。

「捕まえたっ」

　ひっと声が喉のどから漏もれる。如月が俺の手をぎゅっと握ってきた。その途端──

　ブツブツブツブツ！

「ひいいい…………」

　世にも情けない悲鳴が飛び出した。片手にはきめ細かな女の子の掌てのひら。如月の手は俺より体温が高くて……赤ちゃんの手に触った時のような繊細さを感じる。

「き、如月、離れて……」

「我が慢まんなさい。男でしょ。……理事長だって『デュエットは二人の呼吸が大事』って言ってたじゃない。触れられないのにシンクロ出来るわけないんだからね」

　じろっと下から見上げられる。すぐ近くで見る彼女の瞳ひとみは、水気が多くて常に潤うるんでいるように見える。

　瞳に力が籠こもっているのは北きた村むらさんと同じだが、如月に彼女のような威圧感は無い。……なんというか、真っ直すぐな気持ちが伝わってくるっていうか……。

「……もうちょっと我慢出来るわね？　さっきも言ったけど、みんなも親しん睦ぼく会かい実現のために犯人捜さがし頑張ってるんだから、私達も頑張らなきゃ駄だ目めよ」

　きゅっと手首を握る手に力を込めてくる。我慢出来ないとは言わせない、と言うように……。

　全身をむしばむ痒かゆみ。ヘビに噛かみつかれているような恐怖感に肝きもが冷える。

「我慢よ、我慢。ほら、女の子なんて怖くないんだから、ね？」

　言い聞かせるような声こわ音ね。小学生に対する女の先生みたいだ。自分がきかん坊な小さな子供に戻った気分になる。

「……ちょっと、体が熱くなってきたんだけど」

「今十五秒くらいだから、あと五秒頑張ってみて」

　全身に赤い斑はん点てんを浮かべながら、ぎゅっと唇くちびるを噛かんで体の震えを抑える。

　数分にも似た数秒が過ぎる……。

「三、二、一……はい、二十秒」

　ぱっと手を離す如月。硬直して人形みたいになっていた関節がかくんと自由を取り戻し、膝ひざから力が抜けて倒れそうになった。

「こら、しっかりしなさい」

　ぺしっと額ひたいに軽くデコピンされる……けど、如月きさらぎはどこか機き嫌げんが良さそうだった。

「現時点で二十秒は耐えられるのね。これを少しずつ伸ばしていけば、いつかは恐怖症も治るかもしれないでしょ」

「……そうかなあ。耐えてるって言っても、蕁じん麻ま疹しんが出てるんだからその時点でダメだろ？」

　水に濡ぬれていると赤みが消えにくい。プールサイドに上がって座り込む……。

　と、如月も上がってきて帽子を脱ぐ。長い髪は水滴のドレスを纏まとい、蛍けい光こう灯とうのライトを弾はじいてきらきらと輝く。銀でも散りばめているように見えた。

　その姿に見とれていると──彼女は横に立って腰に手を当て、俺を見下ろしてくる。

「そんなことないわよ。やる前から諦あきらめちゃダメじゃない。……あ、でもあなた男だもんね。男の人は根性が無いから仕方ないか」

　あらぬ方を向いてあてつけるように言う如月。しかしその目はちらちらと俺を窺うかがっている。……挑発してるのが丸分かりだっての。

　段々と痒かゆみが消えてきて、ほっと一息つく。

「……もう十年くらいこの体質と付き合ってるんだぞ？　そう簡単に治ると思うか？」

「治そうと思うことが大事なんでしょ」

「……治らないよ。治る気しないし」

　はあ、と肩を落とし、体育座りになる。もう十年近くもこの体質のままなんだ。ねーちゃんの知り合いの専門家に話を聞いてもらったこともあったけど、『原因が分からないとどうにも出来ない』ということだった。催さい眠みん療法とかいうものも、効果はまったく無かった。

　体の赤みはまだ消えない。水着しか穿はいていないと、全身にぶつぶつの浮いた肌が目立つ。普通の人とは違う、発ほつ疹しんだらけの体……。小さい頃から、この蕁麻疹でどれだけ周りから気味悪がられたか分からない。

　……慣れたとは言っても、こんな自分の姿を見ると泣きそうになってくる。

「……そうだよ、治るものならとっくに治ってるさ。理事長も女性恐怖症を治すって言ってくれてるけどさ、これはどうにもならないんだよ。俺はずっと女の子と仲良くなれずに生きていくんだ」

「むっ、そんな風に後ろ向きなこと──っ…………!?」

　言葉が急に途切れ、如月の息をのむ音が聞こえた。

　怪け訝げんに思って彼女を見上げると、その目はガラス壁越しの外へと向いている……？

「どうしたんだ、如月？」

　如月は腕を組む……いや、体を抱いて小さくなる。そしてその手に掴つかむのは胸元のペンダント……。彼女らしくない怯おびえた仕草だ。

「……ガラス壁の外、誰かいた。あそこの校舎の陰」

　その言葉に、ざわっと全身の毛穴が開いたような気がした。如月はガラス壁の向こうを指さし──俺は目を剥むいて、飛ぶようにして立ち上がる。暗いガラスの向こうを見るものの、今は特に動くものは見えない……。

「この学校って、夜も警備員はいるのか？　それともセキュリティシステムだけ？」

「……夜も警備員はいるはずだけど。先生は大体帰っちゃってるはずだし、それに……先生や警備員なら、なんであんな風に隠れたりするの……？」

　如月きさらぎの声はか細く、別人のようだった。怖いのか、その体も小こ刻きざみに震えている。……嘘うそをついているって様子じゃないし、そもそもこいつはそういう嘘をつくタイプじゃない。

　如月を庇かばうようにガラス壁の前に立ち、息を潜ひそめて耳をそばだて、外に目を凝らす。彼女の髪から水滴が落ちる音がするだけで、他にはなんの音もしない。

　心臓の音が聞こえてくる。如月の鼓こ動どうまで聞こえてきそうな静せい寂じやく。彼女の髪の水滴の音……。

　ぽた、ぽた、ぽた、ぽた──

「っ!!　誰かいたな！　あそこの壁の陰！」

　叫さけんで弾はじかれるようにしてガラス向こうに見える校舎の壁を指さすと、如月も見えていたのか強こわ張ばった顔で頷うなずく。

　同時、俺は走り出していた。

「ちょ、ちょっと小こ熊ぐまくん！　どこ行くの！」

「あいつがきっと犯人だ！　ここで捕まえてやる！　如月は危ないから更衣室に隠れてろ！」

「ま、待ってよっ！」

　静止の声を振り切るようにしてテラス型プールを飛び出す。途中で掃除道具入れの箒ほうきをひっつかみ、水着のままでスリッパだけを引っかけて外へと飛び出した。

「絶対捕まえてやるぞ……！」

　泥棒なんて許せない。如月がどんな思いをしたか分かってるのか。しかも親しん睦ぼく会かいにまで影響を与えて……楽しみにしてた珠たまちゃん達のためにも、ここで必ず事件を終わらせる……！

　水に濡ぬれた肌に四月の夜風は酷ひどく冷たい。もう学校の電気はどこも消えていて、プール棟から光が漏もれているだけだ。外から見えるテラス型プールには、もう如月の姿は無かった。更衣室に隠れてくれたのだろう。

「よし……」

　風に震えそうになるのを堪こらえて、辺りを見回す。……人影は無いか。

　影が隠れた場所へ行ってみるが──誰もいない。しゃがんで地面をよく見てみると……。

「……誰かいたのは間違いないな」

　背の低い雑草が、何かに潰つぶされたように倒れている。人がいた証拠だ。

　立ち上がり、裏門へ向かって走り出す。さっきのシルエットがここから逃げたすれば……一番近い出口である裏門から脱出することを考えるはずだ。

　校舎沿いに走っていくと──曲がり角があり、左を見れば裏門がある。こちらは職員用の入り口でもあり、コンクリートの車道が駐車場へと続いている。明かりは灯ともっていた。

　……開いてる。正門は閉めるから裏門から出なさいって理事長から言われてたっけ。

　裏門付近に人の姿は見えない。もう逃げてしまったのかもしれない……。

　それでも走れば間に合うか、と、再度地面を蹴けろうとすると──

「…………っ!?」

　裏門から巨漢の男性が入ってきた。

　大きい。百九十センチはある。しかも肩幅が広く、ジーンズとカッターシャツ越しに筋肉の隆りゆう起きが分かるほど体格が良い。丸刈りで、ごつごつとした岩のような顔つき。鼻は潰つぶれがちで、口元はむっつりと引き締められている。眉まゆの辺りにも筋肉が充実しており、はれぼったい瞼まぶたで目がほとんど隠れてしまっていた。暖色の電灯の光を受け、顔面にまで筋肉で陰影がくっきりと出来ている。




　──モアイ像だ。




　頭に浮かんできたのはそんな単語。明らかに人間離れしているその相そう貌ぼう……。

　心臓がひっくり返りそうになり、俺は息を殺して木の陰に隠れた。引きつり声が出ないようにと口を両手で押さえ、めり込めとばかりに木に体を押しつける。

　──な、なんだあれ。あの人が犯人？　普通車どころかトラックでもジャッキ無しで持ち上げられそうなバケモンじゃないか。あんなの反則だろ……!!

　膝ひざががくがくと震える。如月きさらぎに見られたら『情けない』って言われるかもしれないし、ここは立ち向かわなきゃいけないところなんだろうけど……あんな人間の限界を超えたような男に真っ向から挑んだら、片手で人間スクラップにされてしまうに違いない。

　逃げたい……。

　けど、逃げるのは絶対にダメだ。

　ここで俺が頑張れば、全部解決出来るんだ。だったら勇気を振り絞しぼれ……！

「…………は」

　浅く小さく一度呼吸をして、そっと……忍のように音を殺して木の陰から顔を覗のぞかせて──




　男と目が合った。




　厚みのある瞼が持ち上げられ、その下から碁ご石いしのような瞳が覗いている。その目は、間違いなく俺の姿を捉とらえていた。

　心臓が一いつ瞬しゆん止まった。大おお袈げ裟さでなく。周囲の闇やみまで固まったような錯覚……。

「…………おい、君」

　そして男の口から放たれた声は、壁を揺ゆらすのではというほどの低周波。心臓を鷲わし掴づかみにされたような圧迫感に、思わず悲鳴を上げそうになり……。

　──せ、戦略的撤退!!

　頭の中には一旦逃げるという選択肢しか浮かばなかった。

　鷹たかに狙ねらわれた野の兎うさぎのように、踵きびすを返してプールに向かって走り出す。如月きさらぎとは別の所に逃げた方がいいか──とも思ったが、さっきのモアイ男がいる敷地内で、あいつを一人にする方が不安だった。

　プール前まで戻ってきて、後ろを振り向けば──

「ひぃっ」

　重たげな足取りで追ってくる巨漢の姿。まさに歩くモアイ像……。イースター島へお帰りくださいと叫さけびたい。

　──い、急がないと。あのモアイ男が如月の下着を狙ねらったってことは……今度は彼女本人を狙いに来たってことも考えられるじゃないか。

　校舎に飛び込み、更衣室へ向かう。男子更衣室──じゃなくて女子更衣室！

　男女共に更衣室は一応、覗きを警戒してか二階に位置している。階段を駆かけ上がり、普段なら絶対に開けないドアを開けて中に転がり込んだ。ロッカーの立ち並ぶ部屋には明かりがついておらず、真っ暗だった。

「如月！　どこだ！」

　と、かたっと音がした。奥の方にいるのか……？

　奥へと進んでみるが、如月の姿は見えない。窓際まで行って左右に目を凝らしてみても、周りには深海みたいに冷たい闇やみがあるだけ──




「……小こ熊ぐまくん」




　その蚊かの泣くような声は下から聞こえた。視線を落とせば、暗闇の中に僅わずかに動く影……。

　ロッカーと壁の隙すき間まに入り込むようにして、如月がスクール水着のまま、体育座りで座り込んでいた。その両手で十字架のように強く握りしめているのは、窓からの薄い光に微かすかに輝く銀のペンダント……。

「……小熊くん、無事だったの？」

「あ、ああ……。如月も、大丈夫か……？」

　その声があまりに頼りなくて不安になる……が、彼女はこく、と頷うなずいた。ゆっくりと立ち上がる彼女に、誰かに襲われたような跡は見られない。ずっとここに隠れてたんだと思うけど……見ていて不安になるくらいに小さく見える。ホントに大丈夫かな……？

「と、とにかく、早く逃げよう。ちょっと相手が悪そうなんだ。お前だけでも逃がして、その後で俺がなんとか捕まえるから」

　如月きさらぎは目を見開いて、激しく首を振る。

「だ、駄だ目めよ。二人で逃げよ？　危険な相手なら警察に任せて──」

　二人して体を凍り付かせる。校舎入り口のドアを開ける音が、闇やみを震わせて建物内に大きく響いたのだ。

「こ、小こ熊ぐまくん……」

　如月が俺に体を寄せてくる。こんな時だというのに、ゾクゾクと俺の体と本能は女性に対する恐怖を訴えてきて……。

　──って、ここで如月を遠ざけるなんて出来るかっての！

　体の震えを押し殺し、触れないまでも如月と身を寄せ合う。狼おおかみに追い詰められた野の兎うさぎの気分。被食者になったような感覚に肝きもが冷えて息に詰まる。

　どす、どす、と床を叩たたく重苦しい足音が聞こえてきた。さらにどこかのドアが開く音。そしてまた足音……。

（逃げられない……）

　プール棟に階段は一つしかない。廊下に出ればきっと見つかる。となれば、窓から──って、ここは二階なんだから、窓から出られるわけがない。

（っ、小熊くん、外の人、階段あがってきてる……！）

　象のような足音は階段を上がってどんどん近づいてくる。二階に上がって遠くない所に、俺達の隠れる更衣室はある。もう逃げる時間は無いか……!!

（如月、こっち！）

　彼女の手を掴つかむ──途端に蕁じん麻ま疹しんが発症。手から全身へと伝でん播ぱする異性への恐怖……。

　──今は我が慢まんだ我慢！

　俺は何もない風を装い、近くにあったロッカーの戸を静かに開けた。

（如月、中に入って！　隠れてやり過ごすんだ！）

　いつもは強気な如月も、今は狼を怖がる白兎みたいだ。まるで別人のように大人しくなっていて、素直にロッカーの中に入ってくれる。よし、俺は別のロッカーに──

　がちゃ……。

　ドアが開く音がして、全身の毛どころか髪まで逆立つ錯覚。ドアの軋きしむ音が部屋中に響いてくる。

　──ど、どうしよう。もう隠れる時間が無い……！

（小熊くん！）

　如月に腕を引っ張られ、強引に彼女のロッカーの中へと連れ込まれた。ふわっと漂ってくるのは、如月の纏まとう春に似た香りで……。

　狭せまいロッカーの中で、如月と正面から抱き合うような形になる。胸と胸がくっついて、彼女の鼓こ動どうが聞こえてきた。スクール水着のざらついた感触。その向こうに感じる彼女のグラマーな肢し体たい。俺の手は如月きさらぎのくびれた腰と背中に回されていて、右足は彼女の両脚の間を割るようにして入っていた。むっちりと質感のある太ふと腿ももが俺の脚に触れており、しかも二人とも水気が残っているので肌がぴったりくっついて一つになったように感じる。

　──この体勢はまずい……蕁じん麻ま疹しんが……。

（ちょ、ちょっと如月……）

（小こ熊ぐまくん、喋しやべっちゃダメ……！）

　耳元で囁ささやかれ、それと同時にドアが閉まる音がする……。

　──ドアを開けただけか。それとも、中に……？

　祈るように目を瞑つむる俺達だったが──期待は裏切られた。

　明かりを点けたのか、ロッカーの戸の隙すき間まから光が入ってくる。さらにスリッパの音と、どす、どすっと床を踏ふみ抜くような響き。部屋の中を回っているらしい。

　腕の中の如月が震え、体を僅わずかに押しつけてくる。

　──こんな時だってのに、俺の体質は……！

　彼女の体に触れる度、ヘビが胸元を這はっているように感じる。このままくっついていたら酷ひどいことになる……そんなことを本能で感じる。

　彼女から離れろ──胸の底からそういった声が聞こえてくるのだ。

（そんなことできるかって！　俺って奴やつはホントに……！）

　なんだか泣けてきそうだ。これでも男か……情けない。

　胸元の如月に目を凝らす。戸の隙間からの光のお陰で、彼女の顔がぼんやりと見えていた。やはり怯おびえた表情になっている。

　──決めた。今は蕁麻疹なんて忘れる。熱が出て体が無理を訴えてきても意地で抑えつけてやる……！

「……誰もいないか？」

　空気を振動させる地鳴りのような声に、如月の肩が大きく震える。

（……大丈夫。気付かれてないから）

　蕁麻疹はすでに全身に浮かんでいる。彼女の体に擦こすれる度に、敏感になった肌が悲鳴をあげていた。

　今すぐ離れたい──そんな気弱な思考を押し殺す。

　そっと彼女の肩に手を回し、落ち着け、というように軽く触れる。それだけで、如月の震えはいくらか収まった。

「……いるなら返事しろ」

（するわけないだろ……！）

　心の中で突っ込みを入れて、如月とさらに体を寄せ合う。……さっさと諦あきらめてくれよ。

　胸の中で願っていると──




　がちゃんっ！




（っ…………!!）

　突然のロッカーを開ける音。静せい寂じやくの中でのその音は、拳けん銃じゆうでもぶっ放したような衝撃だった。俺と如月きさらぎはお互いの口を手で塞ふさぎ、悲鳴を必死に堪こらえる。

「隠れていても無む駄だだぞ。早く出てこい」

　単調な声。……それだけに余計に恐ろしい。この声には、今までには無い敵意を感じた。背筋につららを突き込まれたように体が凍り付き、二人でぎゅっと抱き合って息を潜ひそめる。

　がちゃん、とまたロッカーが開く。

（……一つずつ開けていくつもりか）

　完全に追い詰められてしまった。この部屋のロッカーは数列あり、俺達が入ったのは奥の方のロッカーだ。……だけどこのままだと、いずれは必ず見つけられてしまう……。

（小こ熊ぐまくん、どうしよう……）

　如月が彼女特有の水気の多い瞳ひとみを、さらに潤うるませて見上げてくる。恐怖に震える表情。追い詰められた兎うさぎの顔のようで……。

（だ、大丈夫……。お、俺がきっとなんとかしてやるから。お前には絶対、何もさせないから）

　声が震えそうになる。しかし必死で力強く振る舞う。

　──いざとなったら噛かみついてでも止めなきゃ。き、如月には指一本触れさせないぞ……！

　暗い闇やみの中、決意を固める。ここで逃げたら男じゃない……っていうか、人として間違ってる。怖いけど……必ず如月を逃がすだけの時間は稼いでやるんだ……。

　彼女は俺をじっと見つめていたが──その表情はほんの少しだけ柔らいだように見えた。

「……ここか」

　ロッカーは次々と確かめられる。追い込み漁をされる魚の気持ちはこういうものなのかもしれない……。

　俺達にとっては数時間にも等しい数分が過ぎて──

「……大人しく出てこい」

　一際大きくロッカーの音が聞こえて冷や汗が噴き出す。ついに俺達の列に来たらしい。

　──やるしかない。

　如月を抱きしめる力を強める。彼女の震えを抑えるというよりも、自分の恐怖を押し殺すためだった。こんな時だというのに蕁じん麻ま疹しんはすでに体中を蹂じゆう躙りんしており、確実に熱まで出ていて戦う前から満身創そう痍い……それでも──

（や、やってやる……!!）

　えっと……け、ケンカってどういう風にやればいいんだ。髪掴つかみ……はあのモアイ、坊主だったから無理。金的……でも奴やつは睾こう丸がんも岩で出来てそうな気がする。ああ、なにやっても血まみれになった自分の姿しか想像出来ない──

「……ここからは逃げられんぞ。観念したらどうだ？」

　その言葉は最後通告のようで、俺の心臓を鷲わし掴みにする。それでも体に力を込める。全身に冷たい汗が浮いていたが、ぎゅっと唇くちびるを噛かみしめて脚が震えるのを堪こらえる。

（小こ熊ぐまくん、二人で逃げよ……？）

（一人が足止めしないと無理だよ。お、俺が足止めするから、お前はその隙すきに逃げろ……）

　それが最後の言葉だ。俺達の隠れるロッカーに指がかけられる音がした。如月きさらぎがぎゅっと俺の胸に顔を埋うずめてくる。

　──せ、先手必勝、要は気合いだ気合い……！

　飛びだそうと背中に力を込めて、こちらからロッカーの戸を開け放とうとして──




　頓とん狂きようにも聞こえる着信音が暗くら闇やみに響いた。




「──はい。……ええ、ええ……分かりました。すぐに行きます」

　携帯で話しているらしいモアイ男は妙みように丁寧にそんなことを言って──少しだけ間をおいて、ふう、と一つ息をついたようだった。

「……捕まえてやろうと思ったが。こんな所に隠れるくらいなら、窓から飛び降りてでも逃げたに決まっているな」

　最後にそんな呟つぶやきを残して、足音は部屋の外へと向かう。

　バタン、とドアが閉まり、ステゴザウルスのような足音が遠ざかっていき……。

　やがて遠くから校舎の戸が開閉される音が聞こえ──俺達はそっとロッカーの戸を開け、外へ出た。電気は消えており、部屋の中は真っ暗に戻っている。

　新鮮な空気が美お味いしい。床に座り込み、壁に背中を預けて大きく深呼吸……。

「助かったあぁぁぁぁ……」

　縮ちぢみ上がっていた心臓がようやく正常な活力を取り戻す。頭が熱っぽく、体がだるい……が、時間が経てば蕁じん麻ま疹しんと一いつ緒しよに治っていくはずだ。

「……ふう」

　如月も俺の横にぺたんと座り、大きく息をついていた。長い髪に隠れるようにして、安あん堵どに満ちた横顔が見える。

「……危なかったな。あいつが諦あきらめてくれてよかったよ」

「そうね……って、小熊くんは大丈夫なの？」

　案じるように覗のぞき込んでくる彼女だが、俺はもちろん怪け我がなんてしていない。

「大丈夫だよ。あいつに襲われる前に逃げてきたからさ。……ホントなら捕まえるつもりだったんだけど、ごめんな。さすがにアレに立ち向かうには勇気が足りなくて──」

「そんなことはいいの。怪け我ががないのは良いことなんだけど……その蕁じん麻ま疹しんは大丈夫なの？　……熱も出てるよね？」

「ん、うん。でも大したことないし、そのうち治るよ」

　ぺた、と横たわる。床の冷たさが気持ちいい。

「ちょっと、そんなトコに寝ちゃ駄だ目めじゃない」

「……っと、そうだよな。更衣室行って着替えて、寮に帰らないと」

「……そうね、まだ不審者が敷地内にいるかもしれないし、早く逃げた方がいいわ」

　頷うなずいて、ふらふらと立ち上がってドアに向かう。千鳥足の俺を如月きさらぎが支えてくれようとするが──触れれば悪化すると思い出したのか、寸前で手を止めてくれた。

　ドアのノブを握り、捻ひねろうとするが──

「…………ん？」

　ノブはがちゃがちゃ音を立てるだけで回ってくれない……。鍵かぎを開けようとするものの……動かない。

「あ、あれ？　どうなってんだ？　鍵壊れてるのか？」

「……そんな、こんな時に壊れるなんて。ちょっとどいて」

　如月も怪け訝げんな顔をしてノブを回そうとするが、やはり動かず。鍵が閉まっているのは間違いないみたいだ。

「外から鍵が掛けられたのかしら。ここって外から閉められると開かないのよ。夜になると、学校中のどの部屋も施せ錠じようされることになってたはずなんだけど……」

「……それじゃ、さっきの男が閉めたのか？　でも、どうして不審者が鍵を掛けられたんだ？」

「……鍵を盗まれたのかな？　もしかしたら、このドアが壊れてるとか……」

　二人して考え込むが、答えは出ず──それより今はここから出ることだ。

「あ、そうだ、ケータイは？」

「ん……そうね、理事長に電話してみる。寮って近いし、すぐに迎えに来てくれるでしょ」

　如月がケータイで電話をかける──が、理事長は電話に出ないようだった。代わりに連絡したのはゆうひ先輩。

「ええ……ですから、理事長を見つけて助けに来てくれるよう頼んでください。……はい、お願いします」

　ぱちっとケータイを閉じ、彼女はほっと息をつく。

「焦あせることないわ。理事長が来てくれるまで待ってましょう」

「ああ、電気は……やめとくか。あいつに見つかるかもしれないし」

　俺は再び窓際に座り、脱力する。……もうあんまり動きたくないかな。

「風か邪ぜ引くかもしれないし、如月きさらぎは服着替えといた方がいいぞ。俺、後ろ向いてるからさ。目は閉じてるから安心していいよ」

「ん……うん。それじゃ、着替える……」

　さっきの体験がまだ尾を引いているのか、普段と違って素直な如月だ。後ろを向いて目を閉じると、ロッカーを開ける音が聞こえてくる。

　そして背後から湿った音。スクール水着を脱いでいるのだろう。頭にちらりと彼女のあられもない姿が浮かぶ。同じ部屋の中で女の子が着替えてると思うとドキドキする……けど、熱が出てるせいかその辺りの感覚も鈍にぶい。

　ぼんやりと如月の立てる音を聞いていると──その音が止まった。

「……下着が無い」

　え、と声を上げると、如月は掠かすれ声になり、

「下着が無いの……。盗まれたんだ……っ」

　その細い喉のどがひくっと震える音が聞こえ、俺は勢いよく振り返る。如月の着替えているロッカーは別の列だ。暗くら闇やみの中に彼女の姿は見えない。

「だ、だだ、大丈夫！　あいつは俺が絶対捕まえてやるから！　下着もすぐ取り戻すから、泣かないで！」

「ひっう……なっ、泣いてないっ……」

　鼻声になってしまっている。……に、二回も下着を盗まれれば泣きたくなるに決まってる。しかもあんな怖い思いをした後なんだから。きっと目元には涙が溜たまっているのだと思う……。

「き、如月っ。とりあえず服だけ着なよ？」

「ふぐっ……………………ぅん」

　まるで小学生みたいに幼い返事。その小さな声だけでも不安になってしまう。どんな顔になってしまっているのか……。くそ、下着ドロのやつ、なんで如月ばかりを狙ねらうんだ……。

　内心で怒いかり心頭になっていると、如月がぽふっと俺の横に座った。距離が近い……けど、ここで遠ざかろうとするのはあまりにも最低な行為だろう。

　制服のスカートをぎゅっと抑え、体育座りをした如月は口を閉じて嗚お咽えつを堪こらえようとしているが、ひくっひくっと喉が震えているのが分かる。

　えっと……どうしよう。こっちから何か話すべきかな……？　いやでも、ヘンな話をしてさらに嫌いやな気分にさせるわけにはいかないし……。女の子の喜ぶ話なんて分かんないぞ……？

　そんなことをうだうだと考えて結局何も言えず、二人並んだままで時間だけが過ぎていく。

　自分の口下べ手たぶりを不ふ甲が斐いなく思っていると──次第に、暗闇に響く嗚咽が小さくなってきた。横に目を向けると、さっきと変わらず小さくなっている彼女の姿。時折肩が震えている。

　……怯おびえが消えたわけじゃないみたいだな。

「…………ん？」

　ふと、彼女が握っているものが目に入った。銀色のペンダント。そういえば、如月きさらぎはさっき部屋の隅に座り込んでいた時も、このペンダントを両手で必死に握りしめていた。

　……うん、気分転換になるなら、どんな話題でもいいはずだ。

「な、なあ、如月。……お前のペンダントのロケットってさ。何が入ってるんだ？」

「え……？」

　如月がこちらに向く気配。

「あ、いや。お前ってさ、プールの時でもいつもペンダント付けてるし。初めて会った日は建築中のビルにまで飛び込んでいったしさ……。ロケットに何か、大事なものが入ってるのかなって思って。い、言いたくないなら、言わなくていいけどさ」

　如月は少しだけ身をよじったのか、ふわっと塩素混じりの彼女の匂においが漂ってくる。

　──少しの沈ちん黙もく。彼女の喉のどの震えがさらに小さくなり、やがて止まった。静かな暗くら闇やみ。月もまだ雲に隠れたままらしい。窓からの光は薄く、音も無く、この空間にいるのは俺と如月の二人だけだった。

　そんな中──ちゃり、とペンダントが鳴る音……。

　そして彼女の口から出る言葉は──




「……ロケットには、家族で撮った写真が入ってるの。このペンダント、両親の形見だから」




　──時が止まった。

　熱にぼやけていた頭が冷え、嫌いやな汗が噴き出してくる。自分に百往復ビンタしたい後悔が湧わき上がってきた。

　──あ、ありえない。なんでこんな時に俺って奴やつは巨大地雷の話題を……!!

「あ、ああ、あのさ。俺、すごくデリカシーの無い質問しちゃったみたいで……」

「ん？　ううん、いいの。もう十年近くも前のことなんだから……」

　静かな微笑混じりにそう答える如月。……いやでも、やっぱり余計なこと聞いちゃったよな。

　しかし彼女は本当に気にした様子もなく、何気なく話し始めた。

「……私の両親ね、交通事故で死んじゃったの。私が六歳の時に、ね。七歳の誕生日の直前だったかなあ」

　どこか懐なつかしむような声こわ音ね。無理に話さなくてもいい──と口にしそうになったものの、やはり言わないでおいた。今は如月が嫌でないなら、どんなことでも話をした方がいいのかもしれない。

「……そんな小さい頃に？」

「うん……ウチは両親の仲が良くてね。いつも三人一いつ緒しよに過ごしてた。お父さんは仕事忙しかったはずだけど、毎週末にはどこかに遊びに行ってたかなあ。小さい頃だから記憶もちょっと曖あい昧まいだけど、毎日がすごく楽しかったってことはよく覚えてる」

　如月きさらぎはくすくすと笑いながら、

「その時は夏休みだったんだけど……ピアノの発表会があったの。そこで私が上う手まく弾けたから、両親はいつも以上に機き嫌げんが良くて……」

　楽しそうな如月……。写真を見て小さい頃の話をしているような風だけど……すごく幸せそうだ。よっぽど素敵な家庭だったんだろう。

　俺が何も言わずに聞いていると、彼女は体育座りのまま、膝ひざにぽふっと顎あごを埋うずめて、

「私の誕生日、八月の中旬なの。暑い日だったなあ……。お父さんとお母さんがケーキの予約して帰るって言うから、家で留守番してて……。でも、夜になっても帰ってこなくて、電話の音が雷みたいにずっと鳴ってるのが怖くて……」

　如月の声が心なしか小さくなる。

「……それで、近所のおじさんが迎えに来て、病院に行って──その時に両親が持ってたのが、私への誕生日プレゼントであるこのペンダント」

　最後は吐と息いきをはき出すように、静かに話す如月。無意識なのだと思うが、その手は胸元のペンダントを握っていた。

　俺はまた何も言えず──そのまま二人とも黙だまり込む。

　再び静かな時間が戻る。この部屋には時計も無いので音がまったく無い……。

　──気まずい。

　いや、如月の気分転換にはなったのだと思う。……でも、彼女は俺にちらちらと窺うかがうような視線を送ってきているのだ。ヘンな話を聞かせてしまって申し訳ない、と言いたげな仕草。ペンダントについて聞いたのは俺なのに……。

　えっと……俺がなにか話さなきゃ。明るい話がいい。どんな話題でもいいから──

「あー……あのさ、如月」

　彼女の目がこちらに向くのを感じる。俺は前を眺ながめたままで、

「……前の学校にいた時さ、学校内に猫ねこが入ってきたんだけど」

　横目で見ると、如月はやはり目を丸くしていた。

「その猫がさ、木の上に昇って……なんかさ、小鳥を狙ねらってるんだよ。鳥の巣があって、その中には雛ひながいてさ。雛がぴーぴー鳴いてて……」

「……うん。それで、どうなったの？」

　興味を引かれたのか、如月が体を乗り出してくる。

「周りに人がいなかったからさ、俺が木に登って行ったんだよ。で、枝にしがみついて、猫を捕まえようとして……」

　うんうん、と頷うなずく如月から、俺は目をそらして頬ほほを掻かき、

「捕まえたは捕まえたんだけど……落ちそうになっちゃって、そしたら危あやうういところでカッターシャツの襟えりが枝に引っかかって宙ぶらりんになってさ。助かったはいいんだけど、こう、ボタンがはずれて服が半分脱げて臍へそ丸出し。ハンガーにかけられた洗濯物みたいになったんだ。女子に発見されて大笑いされちゃったよ……」

　ぷっと如月きさらぎが吹きだした。口に手を当て、くすくすと笑いを堪こらえている。

「こ、小こ熊ぐまくんって、やっぱりどこか抜けてるのね」

「む……ぬ、抜けてるってわけじゃないよ。ちょっと、詰めが甘いっていうかさ」

「ごめんごめん、そういうトコが愛あい嬌きようがあって良いって言ってるの」

　ツボにはまってしまったのか、必死に笑いを堪えている如月。近くにいるので顔が闇やみの中に少しだけ見える。……手を繋つないで水に潜もぐったあの時と同じで、険が抜けた時の彼女の顔は三歳くらい幼くなったみたいだ。

　ドキッとする……けどそれ以上に、彼女のこういう顔を見ていると……。

　なんでだろう、なんだかほっとする。

　俺が見つめているのにも気付かず、如月はようやく収まってきたらしい笑いを堪え、

「あはは…………あ」

　と、何かに気付いたようにこちらの顔を見上げてきた。

「……小熊くん、ごめんね。気を遣わせちゃった……かな？」

「そんなことないよ。如月が思い出話してくれたからさ。俺も思い出話してみただけ」

　如月はじっと俺を見つめてきて──こっちとしては居心地が悪くて目をそらす。

「……ありがと、ね」

　ぽつりと呟つぶやかれた感謝。なんだかこそばゆい。……ありがとなんて言われることはしてない。でも、如月がこういう優しい声をかけてくれるのは、ちょっとだけ嬉うれしい……かも。

　言葉が途切れ、また二人とも黙だまり込む──が……。

「…………」

　無言で、如月の表情を窺うかがう。彼女はいくらか力の抜けた様子で、時折こちらに目を向けてきている。俺と目が合っても、いつもみたいに突き放そうと瞳ひとみに力を込めない。むしろその瞳には優しささえ浮かんでいるようで……。

「…………どうしたの、小熊くん？」

　さらにその問いの声は、こちらの言葉を求めるように聞こえて──

　気がつけば、俺は彼女と出会った時から気になっていたことを口にしていた。

「如月さ……なんで、男が嫌いになったんだ？」

　薄うす闇やみの中、如月が目をぱちくりさせるのが分かる。一いつ瞬しゆん、踏ふみ込みすぎてしまったかと後悔したが──彼女に向けた目は逸そらさないことにした。

　これは、ずっと聞きたかったことなのだ。この機会を逃せば、いつ話して貰もらえるか分からない。……そう考えると、この質問を引っ込めることは出来なかった。

　そんな俺の気持ちが伝わったのか──如月きさらぎは表情をすっと引き締める。

　それから少しの間があった。胸の鼓こ動どうが速くなる。

　──話して貰もらえないのか。やっぱりこういう話をするには早すぎたか……？

　そう思っていると──彼女は静かに息をついて……。

　前を向き、ゆっくりと話し始めた。

「……私ね。両親が死んじゃった後、ちょっとの間だけど養護施設に入ってたの」

　養護施設──と聞いて息をのむ。如月はそのまま話を続ける。

「……入ってたって言っても、一ヶ月くらいの短期間なんだけどね。そこにはいろんな子がいたの。私みたいに親を亡くしたって子もいたけど……親が生きてるのに入ってる子も沢たく山さんいた。……虐ぎやく待たいとか……そういう色々なことが理由で……」

　言葉に暗さが滲にじんでいる。思い出したくないことなのかもしれない。

　如月は一つ息をつき──その横顔に僅わずかな怯おびえの色が滲んだ。

「ある日、子供を引き取るって言ってやってきた男の人がいたの。……お酒の臭においが染みついてる、すごく乱暴な雰ふん囲い気きの人だった。小さい頃の私には、その人が誇張でなく鬼みたいに見えたの。子供を襲いに来た赤鬼だと思った」

　ちょっと想像してみる。……七歳くらいの子供から見た大人は、それこそ巨人みたいなものだと思う。ましてや子供を虐待するような男親は……人間から外れた化け物に見えても不思議はないのかもしれない。

「それがすごくショックで……自分の子供に向かって怒鳴る彼の声がライオンの吠ほえ声よりも怖くて……。他にも男親に酷ひどいことされて入ってきた子がいたんだけど……あんな鬼みたいな男達が、みんなを傷つけてたと思うと……」

　如月は掠かすれるような声になり、最後に一言。

「あれが男の本性なんだって、そう感じて……だから私、男嫌いになったの」

　──そうだったのか。

　胸に詰まっていたものが消えたような感覚。……養護施設の子供達と、その背景にある父親の理り不ふ尽じん、鬼みたいな男の記憶──彼女が男を軽けい蔑べつするのは、これが理由だったのか。

　如月は話を終えて膝ひざに顔を埋うずめる。

　少しの沈ちん黙もく……。

　暗い中でその横顔を見ていると──如月は「でもね」と呟つぶやいた。

「……小こ熊ぐまくんみたいな人もいるんだね。男の人は悪い人ばっかりだけど……小熊くんみたいな人もいるんだ」

　確認するように、二度同じ言葉を繰り返す如月。……俺みたいな人って、悪い意味で言ってるんじゃないよな。

　もしかしてスケベな人っていう意味で言ってるのでは……などと思っていると、如月が暗くら闇やみの中で顔を向けてくる。

「あのね、小こ熊ぐまくんの女性恐怖症のことなんだけど……克こく服ふく出来るんじゃないかな？」

　なんの話題かと思った。俺は目をしばたたかせる。

「えっと……そう言ってくれるのは嬉うれしいけどさ。無理だよ。俺さ、女性恐怖症については半分諦あきらめてるんだ」

　まだ赤みの引かない肌を見る。そしてロッカー内で思っていたこと……。

「……さっきロッカーの中にいた時もさ。本能では『如月きさらぎのこと遠ざけろ』って思ってたんだぞ。あんな状態で、助け合わないといけない時だったのにさ。……酷ひどいだろ？」

「でも、遠ざけなかったじゃない。むしろ落ち着かせようとしてくれたでしょ？」

「そうだけど……。考えただけでも悪いことだよ。……それにほら、学校初日だってみんなに気味悪がれたしさ。見ろよこの肌。如月だって本音では気持ち悪いと──」

　言葉を遮さえぎるように如月が立ち上がった。ぺた、ぺた、と湿った足音がして、目の前にしゃがみ込む彼女の姿。床に手を突き、猫ねこみたいな四つんばいになって、俺を下から覗のぞき込んでくる。

　至近距離に女の子がいる──そう思っただけで体が硬直してしまって、それがまた如月に申し訳なくて……。

「そういうこと言う人、カッコ悪い」

　デコピンされて、俺は膝ひざに深く顔を埋うずめる。如月はくすっと小さく微ほほ笑えみ、

「こら、そんな風にしゅんとしないの。……私はあなたの蕁じん麻ま疹しんが気持ち悪いなんて、全然思ってないよ。それはもちろん、初めに見た時は驚いたけど……。体に発ほつ疹しんが出ることなんて、まったくおかしいことじゃないんだから」

「……でもさ、今まではずっと──」

「今は今までとは違うの。少なくとも寮のみんなや、クラスの人達はあなたをおかしな目で見てない。……信じられる？」

　如月の声はいつも通り芯しんが通っているが、どこか優しい色が含まれている気がした。この子が俺にこういう声を向けるなんて珍しい。

　顔を上げれば、窓からの薄い光を受けて輝く如月の瞳ひとみがある。

　外の曇くもった空とは違う、晴れ渡る夜空色の瞳。水気が多いせいか、小さな星が瞬またたいているように見えた。

　……男嫌いのはずの如月なのに、今は俺のことを思いやってくれてる。

　言葉と同じように、その瞳からは彼女の誠意が伝わってきて──

「……信じたいって思うよ」

　俺はいつの間にか顔を上げて、素直にそう答えていた。

　如月はこく、と頷うなずきを返して、ほころぶような微笑を浮かべる。

「だったら頑張ろ。あなたの体質、きっと治るから」

　春風を喜ぶ小鳥みたいに、嬉うれしそうな声こわ音ねだった。その言葉だけなら信用できなかったかもしれないけど……彼女の瞳ひとみを見ていると、心の壁が取り払われてしまって──

「……如月きさらぎが協力してくれるなら、頑張るかも」

　俺はそんな、自分らしくないことを口にしていた。

　彼女は目をぱちぱちっと二回まばたかせたが、すぐにその澄んだ微笑を深めて、

「うん、協力する。そうすれば、もしかしたら、私も男の人を信じられるようになるかも──」




　かちゃ。




　ドアの鍵かぎが開く音がして、二人とも飛び上がりそうになった。俺は咄とつ嗟さに如月の体を庇かばうように抱きしめる。

　──り、理事長？　それともあのモアイ男……!?

　戦せん慄りつする俺は如月を抱く力を強くする。ここからじゃ入り口が見えない……。

　と、ぱちっと音がして、視界が明るくなった。目に痛いくらいの光。蛍けい光こう灯とうが室内を眩まばゆく照らし出す。

　そしてロッカーの角から顔を覗のぞかせる女性。聞こえてくる彼女の声──

「なんだ、二人ともいるんじゃない……って、うふふ、なぁにしてるのかしら、浩こう一いち君と美み空そらちゃんってばぁ」

　──理事長……！

　見慣れた顔に心底ほっとして、手から力を抜いた。

「声かけて入ってきてくださいよ……心臓止まるかと思った」

「あーらぁ、ごめんなさい。まさかお楽しみ中だとは思わなくてねぇ」

　──お楽しみ中……？

　その言葉の意味は分からなかったが──からかうような口調と、今の俺達の体勢で何が言いたいかは分かってしまった。

　俺は、如月を胸に抱くようにしているのだ。片手は彼女の肩を抱き寄せていて──そしてもう片方の手は、意識したわけではないが、如月のめくれたスカートの下──ぱんつに包まれていないお尻しりに回されている。胸よりも弾力のある、熱いくらいの柔肌の感触。息をすれば彼女の春に似た香りが鼻び孔こうから入って全身を酔わせる。女性の匂におい立つ色香……。

　ドキドキするが、やはり同時にゾクゾクと湧わき上がる悪お寒かんに、は、は、と息が浅くなり……。

　──って、こうやって抱き合ってちゃダメじゃないか！

「っ!?　や、やだっ！」
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　羞しゆう恥ちに満ちた悲鳴と共に、どんっと突き飛ばされる。如月も我に返ったのか、慌あわてたようにスカートを押さえていた。

　二人して頬ほほを真っ赤にして距離を取り、正座する。……き、気まずい。

「なになにもー！　さすがの私も学校での不純異性交遊を許すわけにはいかないわよ！　まったく、どんな秘密のレッスンをしてたんだか……」

　なんでそんなに嬉うれしそうなんだ。クールな顔にすっごいにやにや笑い浮かべてるし……。

　と、如月きさらぎがすうっと大きく一度深呼吸した。羞しゆう恥ち混じりの顔から──いつものつんとしたポーカーフェイスに戻る。

「私達は何もしてません。変質者に襲われそうになったから、隠れてただけです」

「ホントにぃ？　……って、変質者？」

　理事長の顔が豹ひよう変へんし、慌あわてて近寄ってきた。

「ちょっと……大丈夫だったの？」

「俺は大丈夫だったんですけど……如月の下着がまた盗まれて……」

　如月は瞳ひとみを揺ゆらし、スカートを押さえる。理事長は深刻な顔で腕を組み、

「そう……これはもう、何か手を打たなきゃいけないわね。浩こう一いちくんは……それ、蕁じん麻ま疹しんだけ？　怪け我がは無い？」

「はい……裏門でモアイみたいな大男と遭遇して……それでここに逃げてきたんです。ロッカーに隠れたので、危ないところで見つからずに済みました。いやあ、恐ろしい男でしたよ……」

　あの巨漢を思い出すだけで寒気が走る。捕まったら終わり……。本当の鬼ごっことはああいうものを言うんだろう。

　鳥肌の立つ肌をさすっていると──なぜか目を丸くしている如月きさらぎと理事長……？

「ど、どうしたんだよ二人とも。俺、ホントに怖かったんだぞ？」

　訴えるように言うと、理事長と如月は首を傾かしげて、

「それ、変質者じゃなくて……鬼おに山やま君じゃない？　まあ、もしかしたらとは思ってたんだけど」

「私、声を聞いたことがないから分からなかったけど。そっか、鬼山さんだったのかも……」

「は……鬼山？　誰だそれ──」

　そう遠くない所から、ずし、と重い足音が聞こえて、俺は凍り付いた。如月の顔を見るものの──こちらはなぜか普通の表情。さっきと違ってまったく焦あせっていない。

　二人にも音は聞こえているはず──なのに平然としているのを不思議に思っていると……。

「む……鍵かぎを閉めたはずだが……と、理事長？　それに君達は……」

　さっきのモアイ男がロッカーの角からぬっと顔を覗のぞかせて、俺の心臓が口から飛び出しそうになった。

　俺がぱくぱくと口を動かしていると──理事長と如月は何気なく、

「鬼山君、ごめんなさいね。こんな時間まで働かせちゃって……」

「あ……もしかして、私達のためでしょうか。すいません……」

「ああ、いやいや。仕事なんだから当然のことです。……あ、もしかして、まだ生徒が残っていたとは知らずに更衣室を閉めてしまったのかな？　ごめんね……」

　驚いて目が飛び出しそうになった。なんで普通に話をしてるんだ……？

　俺の驚きよう愕がくに気付いたか──鬼山と呼ばれたモアイ男がぺこりと頭を下げてきた。

「初めまして、かな。僕はこの学園で警備員をやらせていただいている、鬼山巧たくみと言います。よろしく」

「は、はあ、小こ熊ぐま浩こう一いちです……よろしくお願いします……」

　ぺこりと頭を下げ返すと、そのモアイのような顔にドキッとするくらい柔和な笑え顔がおを浮かべてくれる鬼山さん。

　しかし──そういうことか、と思った。

「あ、あの、警備員さんだったんですね……」

　ん？　ときょとんとした顔になる鬼山警備員。こうしてみると、なんだかものすごく優しい人に見えるんだけど……。

　と、彼は何かに気付いたように、俺の顔をじっと見つめてきた。

「……君？　もしかして、さっきプールに逃げていったのは君か？」

「あ、はい。そうです。……すいません、鬼山さんを不審者と思ってしまって」

　ぺこりと頭を下げると、彼は笑顔で首を振る。

「いやいや、僕も勘違いしてしまったからね。こちらこそごめんね、小熊くん」

　同じように謝ってくれる鬼おに山やまさん。……俺って奴やつは、こんな人を見かけで判断して変質者扱いしたとは……。

　自分の小ささに辟へき易えきしていると、彼は「そういえば」と顔を引き締め、

「プールに逃げたのは君だとして……その前に、外に走っていった子がいたんだよ。裏門近くで見つけて、僕から逃げるように走っていったから、もしかしたら下着ドロの一件に関かかわっているのではと思って追いかけたんだけど……追いつけなかったんだ」

　鬼山さんは申し訳なさそうにそう言う──が、俺達三人は驚いた顔を見合わせていた。

「あの、鬼山さん。その外に出て行ったっていう人、どんな顔してたか分かりますか？」

「ん？　顔は見えなかったけど、女の子だったな。スカートを穿はいていたし、間違いないだろう。この学校の生徒だと思うんだが……」

　俺は目を見開いた。……意外な答えだった。

「なあ如月きさらぎ。プールを覗のぞいてた奴って、背はどうだったか分かる？　大きかったか？」

「んー……はっきりとは分からないけど、大きくはなかったと思う」

　……となると、やっぱりあの時プールを覗いてた人影は女の子だったってことか。こんな時間まで学校に残っていて、人に見られると逃げ出した……となると、どう考えても怪しい。

「でも、鬼山さんが見た女の子が下着ドロ事件の犯人だとしたら……なんで如月の下着なんて盗んだんだ？　今日も学校に忍び込んで、何してたんだ？」

　誰も答えられず、首を傾かしげるだけだ。……如月を嫌う女の子の仕業？　ホントにそうなのか？　わざわざ嫌いやがらせのために、こんな面倒なことをするだろうか……？

　考え込んでいると、理事長が俺の姿を見て、

「浩こう一いち君、とりあえず服を着がえてきなさい。風か邪ぜひいちゃうわよ」

「あ、はい。分かりました」

　頷うなずきを返して男子更衣室へ向かう。さっき如月と抱き合ったので蕁じん麻ま疹しんがぶり返していたのだが、今はまた赤みが消えてきていた。

　と、男子更衣室に入る前に、如月が女子更衣室入り口から顔を覗かせて、

「……小こ熊ぐまくん、さっきのことなんだけど」

　ん、と顔を向けると、彼女はちょっとだけ頬を赤らめ、

「……追い詰められてたからよ」

「え？」

「追い詰められたから、あなたにちょっとくっついたり、昔のこと話したりしちゃっただけ。全部忘れてよね。私は男の人となんか、仲良くしたりしないんだから」

　それだけ言い残して、ぷいっと顔を逸そらして引っ込んでいく如月……。愛想無しに戻れば、この子は大体こんな感じだ。

　……しかしそうは言われても、あれは忘れたくない。

　如月きさらぎと抱き合ったことなどはまだいいとして……話の内容だ。彼女の過去についての話は忘れられないし、忘れるつもりも無かった。

　まあ、それを言っても仕方ないと室内へ。ロッカーから荷物を取り出し、鞄かばんを開くと──

「ん……？」

　なにか白いモノが入っているのに気付いた。するりとなめらかな肌触り……。

　取り出して、両手で広げてみると──

「……し、下着？」

　男のものと違い、ふんわりとした女性モノのショーツ。リボンのワンポイントがついている。鞄の中にはもう一つ、柄の違う純白のものがあるみたいだ。当然のことだが、俺はこんなものを鞄に入れた覚えは無い。

　──でもこれ、もしかして……。

　女子更衣室、如月と理事長のところへ走る。鬼おに山やまさんはもう見回りに戻ったようだった。

「……？　どうしたの小こ熊ぐまくん、まだ着替えてないじゃな──」

　如月の視線が俺の手に握られている二枚のパンツに向き、その目が大きく見開かれて、

「そ、それ、私の下着じゃない！　ど、どこにあったの!?」

「俺の鞄に入ってたんだけど……」

　如月は目をしばたたかせた。……あ、もしかして俺が疑われるんじゃ……？

「お、俺がやったんじゃないからな？」

「分かってるわよ。あなたはずっと私と一いつ緒しよにいたんだから、アリバイがあるじゃない」

「こ、こっちの、前に盗まれた一枚も俺がやったんじゃないぞ！」

「分かってるってば！　ぱんつ広げないでよ！」

　ぱんつを広げて主張する俺に顔を真っ赤にする如月──だったが、彼女は首を傾かしげて、

「……誰かが小熊くんの鞄に隠したのかしら。……でも、なんのために？」

　理事長に目を向けてみるものの、こちらも何が何やらという様子……。

「一体どうなってるんだ……？」

　眉まゆをひそめ、遠くを見てぎゅっと拳こぶしを握る。訳の分からない事態になってきた。どこのどいつが、こんな妙みようなことを……？

「……あの、小熊くん？」

　如月は頬ほほを赤らめ、スカートをぎゅっと下に押さえている。……どうしたんだろ。犯人を捕まえて欲しいって思ってるのかな。うん、俺も犯人は捕まえたいんだけど……今は状況がちゃんと掴つかめないんだ。でも任せてくれ、必ずなんとかしてみせるから……。

　そんな気持ちを込めた目で如月を見つめていると、彼女は恥はずかしそうに上目遣いになって、

「下着、返して……」

　……俺はぱんつを握りしめたままだった。







「どうなっているのでしょうね……」

　寮に戻ってきてみんなで会議……しかしやはり会長達も俺達と同じで、事情が掴つかめないという顔をしている。

「……小こ熊ぐまを犯人にしようとしたのか？」

「……そうでしょうか？　学校が終わってから小熊さんの鞄かばんに忍び込ませても、効果は薄いですわ。そういうことをするなら、やはり生徒が大勢いる所でやるべきです。たとえば、夜の間に机に忍ばせて、朝に見つかるようにさせるなど」

「しかし、それ以外に目的があるとしたら……どういうことなのだ？」

「理由が分からないって不気味ですっ。美み空そらせんぱい、こんな酷ひどいことされるなんて、可哀かわい想そうです……」

　みんな俯うつむいて考え込む。……そうなんだ。理由が分からない。

「やっぱり浩こう一いち君を狙ねらってるのかしら。評判を落とそうとしているとか……」

　理事長も自分の発言に自信が無いみたいで、語尾が小さくなっている。……それが一番考えられることだけど、さっき氏うじ家いえ会長が言った通り、ちょっとしっくりこないんだ。

　と、黙だまってオレンジジュースを飲んでいたゆうひ先輩が小首を傾かしげた。

「プールに残ってたのは、こうちゃんとみそちゃんだけなんだよね？」

　みんなが彼女に注目すると、ツインテールの小柄な先輩は目をぱちくりまばたいて、

「それなら、二人の関係を変えようとしたんじゃないの？」

　え、と俺も如月きさらぎも、他の寮生達も同じように声を漏もらす。ゆうひ先輩はごく当たり前のことを言っているように自然な態度だった。

「……あの、ゆうひ先輩。言っている意味が──」

「ああっ！　なるほど、もしかしてそういうことなのかしら……」

　俺の言葉を遮さえぎるようにして、氏家会長が声をあげる。

「ど、どういうことですか、会長？」

　会長はゆうひ先輩となにやらアイコンタクトして、こく、と頷うなずきを返し──俺達に向き直る。

　体を乗り出す俺達寮生の前で──氏家会長は説明を始めた。

「よく聞いてください。ゆうひはこういうことが言いたいのです──」




　　　　３




「はい、小熊くん。あ、あ、あ、あーん……」

　如月がぎしぎし軋きしむような笑え顔がおで、俺に卵焼きを突きだしてくる。

「あ、あ、あーん……」

　こちらも腰が引けまくり。鳥肌の立った顔だけをぐっと突き出し、人の手から餌えさを奪う猿さるみたいに彼女の箸はしから卵焼きをぱくっとつかみ取った。

「……お、おお、美お味いしい？」

「う、うん、美味しいよ」

　砂を噛かんでいる気分で味なんか分からない。こんなに胃が痛くなる食事は初めてかもしれない。女子は竜たつ浪なみを除く全員がこちらに注目しているようだった。

　変質者騒そう動どうがあった翌日の昼休み。俺達は昨晩、ゆうひ先輩に言われたことを実行しているわけなんだけど……。

「ふ、ふふ、ふふふふふ」

「は、はは、あはははは」

　喉のどが壊れたスピーカーになったみたいだ。笑いにならない笑いしか出てこない。あの暗い更衣室の時の穏やかな如月きさらぎならまだしも、普段の男嫌いな彼女とこんなこと……まともに出来るはずがなかった。そもそも俺は女の子とこういうことが出来ない体質なんだから……。

　……ほ、ホントにこれでいいんですか、ゆうひ先輩？

「ね、ねえ……」

　北きた村むらさんが声を掛けてきて、俺達はブリキ人形の動きでそちらに顔を向ける。

「もしかして、お二人って……付き合ってるの？」

　迷うことなく、こく、と機械仕掛けのように頷うなずく。よし……この質問を待ってたんだ。

　と、北村さんが飛びかからんばかりにこちらに一歩踏ふみ出し、目を剥むいた。

「こ、小こ熊ぐま君が下着を盗んだのよ！　なのにそんな……」

「小熊くんはそんなことする人じゃないもの。とっても、す、す、ステキな人なんだから」

　ざわっと沸わく女子達。みんなどこか高こう揚ようした風にひそひそ話し始める。

「う、疑わないの？　怪しいのは小熊君じゃない！」

「疑わないわよ。さ、さすがにもう一回同じことがあれば疑うかもしれないけどね。私、たとえ恋人でも女の子の下着盗むような人、キライだし」

　棒読みのセリフ……。しかし如月がこちらに目を向け、竜浪もちらりと視線を向けてきたので、ほんの微かすかに頷うなずいて応える。

　……これでよし。ゆうひ先輩流に言えばタネは蒔まいたってところか。

「し、信じられない。男と付き合うなんて……想像も出来ないわ」

　北村さんはふらふらと千鳥足になりながら、自分の席へと戻っていった。

　仕掛けは済んだ……けど演技は続行。女子達はずっと、仮面カップルの俺達に視線を注いでいるのだ。

「は、はい小熊くん、あーん」

「あ、あががが、あーん……」

　故障寸前という俺達だが、これも全ては親しん睦ぼく会かいのため。我が慢まんだ我慢……。




　恋人の仮面を被って、作戦決行の放課後を待つ──




　日は長くなってきたとはいえ、七時を過ぎれば外は暗くなってくる。

　俺と如月きさらぎは、二人でシンクロの練習を続けていた。

「……ホントに成功するのかしら？」

「さあ……どうだろ。先輩達は『きっとうまくいく』って言ってたけど……あれだけやったんだからうまくいってほしいよな」

「やめて……思い出したくないわ」

　あの拷ごう問もんの時間を思い出しているのか、眉まゆを寄せて額ひたいを押さえる如月……気持ちは分かる。

　聞いたところ、他の寮生も『小こ熊ぐまと如月が付き合っている。でも、如月はあと一度同じことがあれば小熊を疑う』ということを広めてくれたらしい。そして今、氏うじ家いえ会長やゆうひ先輩達は二階の男子更衣室に隠れている。隣の女子更衣室に誰かが忍び込む気配があれば、すぐさま捕まえるつもりらしい。

『全部まとめて解決する』って言って、男子追放会の松まつ本もとさんと北きた村むらさんも呼んでるらしいんだけど……これで失敗したら大問題だろう。

「うまくいったらケータイ鳴らすって言ってたけど……どうなるか……」

　不安に俯うつむく俺達だったが──如月はちゃぷっと一度水を手で叩たたいて、

「私達は練習しておくしかないわね……。明日は本番なんだし、こっちでも頑張らなきゃ。ほら、一回通すから、音楽流すわよ──」

　瞬しゆん間かん、如月のケータイの着信音が鳴った。どこかで聞いたことのある懐かしいメロディ。

　俺達は顔を見合わせ、プールから飛び出して更衣室へ向かう。

　二階へ上がると──女子更衣室から光が漏もれていて、珠たまちゃんが立っているのが見えた。どうも、戸惑っているような様子だけど……。

　彼女の横を通り、更衣室の中に飛び込んでいくと──

「…………え？」

　意外な人物が、会長達に取り囲まれていた。

　如月も俺の横に入ってきて──問題の人物を視界に捉えるとその目を見開いた。……俺よりも驚きは大きかったはずだ。

「……洋よう子こ、どうして？」

　呆ぼう然ぜんとした彼女の声こわ音ね……俺も同じ気分だ。

　窓際に追い詰められた女の子、桐きり島しま洋子さんは俺を見て──その目を気まずそうに伏せた。

「……桐きり島しまさん、君が犯人だったのか？」

　彼女は俯うつむいて、答えてくれない。しかしその手の中から覗のぞいているのは、白い布地……如月きさらぎの下着のようで……。今日もまた盗もうとしたことは明白だった。

　如月はきゅっと胸元のペンダントを握り、唇くちびるを震わせる。

「……洋よう子こ、あなた、男子追放会と同じ側の人だったの？」

　え、と桐島さんが呆あつ気けにとられたような顔になる。何を言っているのか、と言いたげに目を丸くしていた。

　……あれ、予想してた反応と少し違う……？

　怪け訝げんに思っていると、みんなの前にゆうひ先輩が歩み出る。

「んふ、ゆうひが説明してあげるね」

　今日も先輩はなぜか前と同じホームズスタイル。探偵というよりお遊ゆう戯ぎ会の女の子といった印象だけど……彼女の考えた作戦はこうしてばっちり成功していた。

　ツインテールの先輩は桐島さんに虫眼鏡めがねを向け、

「桐島洋子ちゃん。あなたは如月美み空そらちゃんを、小こ熊ぐま浩こう一いちちゃんの魔の手から守りたかったんだよね？」

　ぱちぱちと目をしばたたかせる桐島さん。ゆうひ先輩は構わずに続ける。

「あなたは周りには隠していたけれど、実は男子を毛嫌いする側の女生徒だったの。そんな桐島ちゃんは、最近みそちゃんがこうちゃんと仲が良いのが気に入らなかった。だから、二人の仲を裂こうと仕掛けをしたの。こうちゃんを下着ドロの犯人にして、みそちゃんに嫌われるようにした。全てはそう、友達のみそちゃんを、穢けがらわしいこうちゃんの手から守るために……」

　すらすらとそんなことを言うゆうひ先輩だけど……いや、穢らわしいってそんな、演出のためとはいえそこまで言わなくても。

　最後に先輩はびしっと桐島さんに指を突き付け、

「さあ、もう言い逃れ出来ないもんね！　下着ドロ事件の犯人は、桐島ちゃん、あなただ──」

「ちっ、違うの！　そういうことじゃないの！」

　ぶんぶんと髪をなびかせて首を振り、そう叫さけぶ桐島さん……。

　彼女の目は潤うるんでいて、如月と同じくらいに傷ついているように見える。

「わ、ワタシが犯人なのは間違いじゃないし、二人の仲を裂こうとしたのも、事実だけど……」

　はれ、とゆうひ先輩が首を傾かしげた。これで間違いないと思っていたのだろう。

　……俺も先輩と同じ気持ちだ。他にどんな理由があって、俺達の仲を裂こうとしたんだ？

「……分からないわね。それじゃあ、どうして下着ドロなんてしたのよ？」

　頭に疑問符を浮かべる俺達の横で、そう聞く北きた村むらさんも戸惑いを隠せない様子だ。首を傾かしげてそのままになっている。

　桐島さんはみんなの視線を受け、大きく項うな垂だれながら──

「────になっちゃったの」

「え？」

　小さな声に思わず問い返すと──彼女は俺をその潤うるんだ目で強く見つめてきた。訴えるような目。恐怖を感じる前に金かな縛しばりにあったような気分になる。

　そして──自分でも驚くくらいに、心臓がどくんっと高鳴った。

　その鼓こ動どうがあまりにも激しくて……思わず心臓を押さえる。でも、彼女から目をそらす気にはなれない。

　桐きり島しまさんは一いつ瞬しゆん躊躇ためらって、ほっぺたを真っ赤に紅潮させ……。

　ぎゅっと拳こぶしを握りしめて──叫さけんだ。




「ワタシ、小こ熊ぐまクンのことが好きになっちゃったの!!」




　──その声は、耳の中に永遠に残るんじゃないかと思った。

　彼女の声で、俺の呼吸も心臓も、時間も止められてしまった気がした。

　驚きよう愕がくしたのは間違いないなくここにいた全員。みんな目をまん丸にして、桐島さんの赤みに満ちる顔を見ている。

「はっ、初めて見た時は、そんなにカッコいいなんて思わなかった。普通の人っていう感じで……でもワタシ、高校になったら男の子と付き合ってみたいって思ってたの。だから積極的になろうとして、小熊くんと一いつ緒しよの委員やろうと、手を握って……」

　彼女は俺を見つめたまま、火傷やけどしそうなくらい真っ赤な顔で、今にも涙が出そうな目で言葉を続ける。

「それで、蕁じん麻ま疹しんが出て、その時はびっくりしちゃったんだけど……。でもその後、すっごい申し訳なさそうな顔する小熊くんを見て──こう、胸がきゅんってきたの。守ってあげたいって思って、ドキドキが止まらなくなっちゃったの」

　彼女の声に幸福感が満ちる。それを聞いているだけで、こっちもドキドキしてくる……。

「それからはもう、小熊くんの方ばかり見てるようになっちゃった。ワタシ、ずっと女子校に通ってたから、初恋もしたことなかったんだけど……本能で分かっちゃった。これが恋なんだって。ワタシ、小熊くんを好きになっちゃったんだって、ね」

　恥はずかしそうだけど、それ以上に幸せそうなその表情。好き、という言葉を聞くだけで体が沸ふつ騰とうしそうになる。彼女の声に籠こもる熱が伝わってくるようで、胸の奥が火ほ照てる……。

　と、桐島さんの目が伏せられ、今度は悲しい気持ちが伝わってきた。

「でも、小熊クンと美み空そら、仲が良くて……。体育の時も一緒にやってたし、シンクロもやるっていうから……。仲良くしないで！　って思って、それ以上仲良くならないでって思っちゃって、そう思ったらもう、止まらなくて……気がついた時には……」

　彼女の声が止まり──その伏せられた目からぽたぽたと涙が零こぼれ始めた。

　腕を組んでいた理事長が大きくため息をついて、

「美み空そらちゃんの下着を盗んで、浩こう一いちくんを犯人に仕立て上げれば……。美空ちゃんが浩一くんを嫌いになる。二人の仲を裂けると思っちゃったのね」

　こく、と頷うなずいて、ひくひくと激しく嗚お咽えつを漏もらす桐きり島しまさん。その泣き声を聞いていると、膝ひざから力が抜けそうになる。俺は彼女の気持ちなんて知らなかったけど、今彼女が泣いているのは自分のせいのように思えてくる……。

　よしよし、と理事長が妹にするように桐島さんの頭を撫なでる。嗚咽が一際強くなったが──彼女は目元を押さえ、俺と如月きさらぎに頭を下げた。

「ごめんなさい、小こ熊ぐまクン、美空……」

「あ、いや、そんな……」

「う、ううん、その……」

　俺もそうだが、如月はもう、呆あつ気けにとられているとしか言いようがない様子だった。しかしその頬ほほはなぜかほんのりと赤い。如月だけではなく、この場にいた女の子のほとんどが頬を紅潮させている。

　ただ一人、ゆうひ先輩だけはいつものままで、にぱっと太陽みたいな笑え顔がおを浮かべた。

「ゆうひの推理は外れちゃったけど……でもよかったね、みそちゃん。これはみんなが思ってたような事件なんかじゃなかったんだよ」

　如月ははっとしたように頷うなずく。と、会長が朱の差した顔のままこほんと咳せき払いして、

「それに男子追放会のお二人も、これで小熊さんが犯人ではないと分かりましたわよね」

　男子追放会の会長、松まつ本もとさんは我に返ったように、

「あ、え、ええ……私達の、勘違いだったみたいね。ごめんなさい。謝るわ、小熊君……だったかしら」

「い、いえ、そんな謝ることは……」

　頭を下げられ、こちらも同じ動作で返す……。

　と、松本さんはまだ熱に当てられたようにふらついている北きた村むらさんを連れて外に出て行き、「……今回は違ったけど、私は男子が酷ひどいことをする人達だって思ってるからね」

　捨て台詞ぜりふを置いて歩いていく。やれやれ、と氏うじ家いえ会長は肩をすくめて二人を見送っていた。

「……これで一件落着か」

　竜たつ浪なみがほっと息をつく──が、桐島さんはまだ泣きじゃくったままだ。ほっぺたがすっかり赤くなってしまっている。

「桐島さん、もう泣かなくていいから……」

「で、でもっ、ワタシ、二人に酷ひどいことを……っ」

　俺が声を掛けていると、如月が桐島さんの傍そばに行き、その手を優しく握って、

「……いいよ。洋よう子こは初恋でちょっとパニックになっちゃっただけ。そもそも普通に考えれば、小こ熊ぐまくんのこと好きになるなんておかしいもん」

　……いやまあ、たしかにおかしいとは思うけどさ。

「だからいいよ。そんなに泣かないで、洋子」

　如月きさらぎがそうして微笑を浮かべて宥なだめていると──ようやく桐きり島しまさんの嗚お咽えつが小さくなってきた。頬ほほに残る涙を如月がハンカチで拭ぬぐってやると、涙もやっと収まったようだった。

　俺と如月は顔を見合わせ、ほっと息をつく。

　竜たつ浪なみが言った通り──これでようやく、一件落着だ。




　こうして、事件は解決した。後始末として理事長がそれぞれの寮に事情の説明に言ってくれたお陰で、俺が犯人だという噂うわさについてもすぐに収束しそうだということだった。誰も悪くないようにうまくまとめて説明した……らしい。あの人は真ま面じ目めな時は真面目なんだ。もうこの事件については完全に終わったと見ていいと思う。俺と如月がカップルの真ま似ね事をしていたことについても、犯人捜さがしのためだったと他寮の生徒達に伝えてくれたらしかった。

　だけど……と、冷静になれば、みんな不安になっていた。

　親しん睦ぼく会かいは明日だ。事件解決が遅すぎた。女子はみんな、男子のことを遠い存在だと思っているだろう。距離を置きたいと感じているはずだ。

　みんな親睦会に来てくれるのか……。

　俺も如月も、会長も珠たまちゃんもゆうひ先輩も竜浪も理事長も、寮生はみんな不安に感じながら……。

　親睦会当日の朝を迎えた。




　　　　４




　私立浜はま之の宮みや学園創立記念日……この学園だけの休校日。

　生徒会役員と実行委員である俺達。それにヘルプに来てくれたいるか寮生のみんなはテラス型プールに集まって、朝から会場の準備をして、俺と如月はシンクロのリハーサルもして……。

　昼、十二時──開場時間を迎えていた。

「……来ないですわね」

　会長がぽつりと呟つぶやく。静まりかえった広いテラス型プール。曇くもって太陽が隠れているので、プール内はどこか薄暗く、水も澱よどんで見える。クロスのかけられた丸形テーブルは空のグラスと料理を載せて主あるじのいないまま佇たたずんでいた。

　俺は壁に寄りかかり、時計を見る。もう開場から十五分経っていた。一人くらいは来ていて当たり前のはずなんだけど……。

　竜たつ浪なみも同じことを考えているのか、「むぅ」と唸うなって、

「……やはり、解決が遅すぎたのか。女子は男子のいる場所になど来たくないということか」

　彼女の触覚も心なしか力が無い。理事長も椅い子すに座り、とんとんと落ち着かない様子で指でテーブルを叩たたいている。

　そして珠たまちゃんはと言えば……。

「みんな来ますから、心配いりませんっ」

　意外なことに、彼女が一番元気にしていた。

「小こ熊ぐませんぱいも美み空そらせんぱいも頑張ってシンクロ練習しました。みなさん頑張って準備しましたし、事件だって頑張って解決しました。そういうみなさんの頑張り、学校のみんなに伝わってると思いますっ」

　珠ちゃんはきゅっと胸の前で拳こぶしを握って力説する。途端にふわりと柔らかくなる場の空気。みんなの顔が自然と和やわらいでいた。

「そうだね、ゆうひもそう思う。たまちゃんの言うとおりだよ！」

　ねーっとお互いの両手を合わせるちびっこ二人組。見ているだけで空気が明るくなってくる。

「そうですわね。時間はありますし、ゆっくりと待ちましょうか」

　氏うじ家いえ会長の言葉に、みんなは揃そろって頷うなずきを返していた。




　──が、しかし……。




「来ないな……」

　ぽつりと呟つぶやく。三十分経っても会場は空のまま。誰も来ない……。

　さすがに珠ちゃんの顔も沈んできたように見える。如月きさらぎはその小さな肩に手を置き、竜浪は頭を撫なでてあげていた。

「……まだ分からないわよ。きっとみんな来てくれるわ」

　理事長がそう言って、みんな頷きを返す。……が、やっぱり不安そうな顔が並ぶ。三十分経って一人も来ないのは……やっぱり……。

「大丈夫、きっと来てくれるさ……」

　心とは裏腹にそんなことを言い、内心で祈っていた。

　……誰か来てくれないのか。このままじゃ寂しい親しん睦ぼく会かいになっちゃうぞ……。

　がらんとして空虚さの満ちるプール。珠ちゃんのどこか寂しげな顔。並々と張られた水は揺ゆれが無く、静けさに拍車をかけていて……。

「……小熊くんの言うとおりよ。きっと来てくれるから──」

　如月の声を遮さえぎるように、プールにきらりと光が差した。

　強化ガラスの天井を見上げる。ガラス越しの空は曇くもっている──が、その隙すき間まから陽光が漏もれていた。晴れ間が覗のぞいているのだ。

　水面が魚のうろこのように陽光を反射する。曇くもっている時には分からなかった水の揺ゆれ。豊かな水が生きているみたいに見えた。

　みんな黙だまったまま、その眩まばゆく輝く水面を眺ながめていると……。

　ガララ、と入り口の戸が開く音が響いた。全員が一斉にそちらに目を向ければ──入ってくる女の子が二人……さらにその向こうに二人の女子が見える。

　彼女達は中の様子を窺うかがうようにして、

「……あのー、もう入っていいですか？」

　俺達は一いつ瞬しゆん顔を見合わせたが──すぐにみんな花が咲くような笑え顔がおになり、会長が入り口の彼女達に微ほほ笑えみを向ける。

「えっ、ええ、もちろんですわ。どうぞ、入ってきてください！」

「いらっしゃいませーっ」

　珠たまちゃんも弾はずんだ声で出迎える──と、ガラス越しの中庭にぞろぞろと男子の団体さんが現れた。

「む……男子か」

「おいお前なんで金属バット持つんだ。っていうかなんでそんなもん持ってきてんだ」

　なぜか臨戦態勢の竜たつ浪なみを制しつつ、如月きさらぎの顔を見る。こちらはどこか嬉うれしそうだ。

「良かった……。たくさん人が来てくれれば、賑にぎやかになるわね」

　ちらりと珠ちゃんに視線を向ける如月。ちょっと優しい顔になっている。

　外に目を向けると、さらにぞろぞろと制服姿の生徒の群れがやってきている。女子の方が遥はるかに多く、男子の姿もちらほらと見える。晴れ間はさらに大きくなってきて、陽光がまだらに中庭を照らしていた。

「……下着ドロ事件、思ったより影響無かったのかな」

　ぽつりと呟つぶやくと──入ってきた女の子と雑談していたゆうひ先輩が戻ってきた。子供っぽい笑顔がきらきらと輝いているみたいだ。

「ね、ね、今聞いたんだけどね！　男子追放会のコ達と、それにあのコ、桐きり島しま洋よう子こちゃんがさ、女子寮と男子寮に行って、みんなを親しん睦ぼく会かいに誘ってくれたらしいよ！」

　目をしばたたかせる俺と隣にいた如月。と、ちょうど入り口に桐島さんの姿が見えて──彼女はどこか申し訳なさそうにぺこりと会え釈しやくをしてくる。

　この距離なら恐怖感は殆ほとんど湧わかない。会釈を返すと、彼女はほんの僅わずかに笑顔を浮かべた。さすがに昨日の出来事があった後だからか、元気が無いように見える。

「……早くいつもの洋よう子こに戻ってほしいわね」

　気遣うような如月の言葉に頷うなずきを返す。……俺達に対する罪悪感があるんだと思うけど、そんなことは気にしなくていいんだ。事件はもう解決したんだから。

　……それに、こ、告白してくれたことは、俺としては悪い気分じゃないっていうか……むしろしばらく忘れられそうにない素敵な出来事だったっていうか──

「……なにニヤけてるのよ」

　剣けん呑のんな声に顔が硬直。気付けば、如月きさらぎがじっとりと湿った視線を向けてきていた。

「……言っておくけど、告白されたからって洋よう子こに手を出したら許さないからね。彼女、すごく優しくて良い子なんだから」

　如月はそう言い残して、テーブルのグラスを意味もなく並べ直し始める。……くそう、信用無いなあ。

「俺達、一応パートナーなんだからさ。もっと信用してくれよ」

「男の人なんか信用しないもん……でも」

　如月はつんとした顔のまま、視線を珠たまちゃんの方へ向ける。家事好き本能を刺激されたのか、ぱたぱたと歩き回っている小柄な後輩。さっきと打って変わって朗ほがらかな笑え顔がお、揺ゆれるリボンが健けな気げで可愛かわいらしい。

　そして会長も入り口に立ち、来てくれた人達に楚そ々そとした仕草で挨あい拶さつを送っていた。その表情は安あん堵どに満ちているようで、親しん睦ぼく会かいの成功を予感しているように見える。

　俺達はそんな彼女達の姿を眺ながめて……。

「……シンクロ、絶対成功させようね」

　その如月の声には──気のせいかも知れないけど、俺への信頼がほんの僅わずかでも含まれていたように聞こえて……。

　俺達二人は顔を見合わせ、こくんっと力強く頷うなずき合ったのだ。

「……でも、どうして来るのがこんなに遅れたのかしら？」

　静かに意思疎通する俺達の横で、そういえばというように理事長が呟つぶやくと、ゆうひ先輩が「んー」と唇くちびるに指を当て、

「寮専用に作られたポスターには、十三時開場って書かれてたらしいよ？　十二時開場なのにさ。あれ作ったのって理事長ちゃんだよね？」

　俺達は一斉に理事長に目を向けて……。

　クールな彼女はテーブルに手を突き、憂うれいの滲にじむ顔で首を振り、

「……弘こう法ぼうも筆の誤り。そういうこともあるわよね」

　またビール飲みながら作ったなこの人……。







　来場者数は多く、テラス型プールは完全に満員状態。広いプールでなければ入りきらなかったくらいだ。

「──それでは皆さん、今日は楽しんでいってくださいませ」

　会長の丁寧な挨あい拶さつが終わり──それぞれ雑談しながら食事を始める。人数が多いので大した喧けん噪そうだ。みんな楽しそうで和気藹あい々あいとしている。

　賑にぎやかな時間が過ぎていき──初めは大人しくしていた生徒達も、それぞれ近くの輪の中に入るようになってきた頃……。

　みんなからある程度離れた壁際に立っていると、竜たつ浪なみがもぐもぐと豪ごう快かいに焼き鳥を食べながらやって来て、

「いい感じではないか？　珠たまも楽しそうだ」

「ああ。……お前ほっぺたにタレついてるぞ。ほら、拭ふけよ」

　ぽいっとポケットティッシュを投げると、一枚取り出して同じように投げ返してくる。ごしごしと逆側の頬ほほを拭ふくので「逆、逆」と手で示してやると、ふんっと鼻を鳴らしてタレを拭き取っていた。

「……珠ちゃんが嬉うれしそうなのはいいんだけどなあ」

　ざっとプールサイドを見回してみる。どの生徒も楽しそうは楽しそうだが──やはり男女で固まりが出来てしまっているようだった。女子が大半を占めているのでぞろぞろとグループになっているのだが、その中に男子の集団がぽつん、だ。

　男子と女子の境がはっきりしていた。ハサミで輪っかをちょきんちょきんと二カ所切ればこういう形になると思う。

「……いきなり普通に話せっていう方が難しいわよね」

　如月きさらぎがそう言いながら傍そばにやってきて、その後ろから会長も歩いてきた。氏うじ家いえ会長は俺からある程度距離を取って、同じように会場を見回して──こちらに顔を向ける。

「……となると、やはりあなたたちの出番ですわね。期待していますわよ、お二人とも」

　如月がきりっと顔を引き締める。期待されているという言葉のお陰か、どこか嬉うれしそうだ。

　理事長とゆうひ先輩も後押しするような目を向けてくる。……いよいよか。緊張するな。

「大丈夫よ。ちゃんと練習したんだから、うまくやれるわ」

「失敗してもいいよ！　ゆうひが実況してうまくフォローするから！」

　二人の言葉で緊張が少しほぐれ……給仕をしていた珠ちゃんが戻ってきて、きゅっと胸の前で手を握り、

「あ……いよいよ本番ですか？　頑張ってくださいねっ」

　……この子の期待の目を見れば、応えないわけにはいかないだろう。

　俺と如月は顔を見合わせ、更衣室へと歩いていった。







　着替えを済ませ、水着姿になって更衣室を出る──と、魅惑的なスクール水着姿に着替えた如月が壁に寄りかかって待っていた。すらりとした美脚。相変わらずグラビアアイドル並みのスタイルの良さだ。

　彼女は俯うつむいていた顔を上向け、

「……小こ熊ぐまくん。ちょっとお話があるんだけど」

「ん……？　なんだ？」

　俺は後ずさりして、如月きさらぎの対面の壁に背中を預ける……。

　彼女はそんな俺を気にした様子も無く、話し始めた。

「シンクロのラストシーン、どうする？　くっつかなきゃいけないけど……」

「……ああ、その話か。もちろんやるよ。蕁じん麻ま疹しん我が慢まんすればいいだけのことだし」

　すぐに答えると、如月はちょん、ちょん、とゆっくり床につま先を当てて、

「……小熊くんなら、そう答えると思ってた」

　そう呟つぶやいて、壁から背中を離した。話はそれで終わりらしい。最終確認だったんだな。

　俺達は並んで一階へ下りていく。プールの入り口に立って、ドアに手を掛け──

「あの、ね。……一つ言っておきたいことがあるの」

　如月は後ろから、ぽつりと一言。

「暗い女子更衣室にいた時の小熊くん、ちょっとだけいい人に見えた。……男の人なんて、信用できないけど」

　定型句のように加えられた最後の一言。養護施設での話を思い出す。男嫌いの理由……。

　──彼女の男嫌いを、俺が治してあげることは出来るのかな。

　一いつ瞬しゆん、そんなことを考えて──俺は彼女とシンクロするために、ドアを開けた。







『さあみんなー！　プールにちゅうもーく！』

　ゆうひ先輩のマイク越しの言葉で、プールに入った俺達に一斉に視線が向く。相当な数の女子の視線だ。ぞわっと鳥肌が立って足あし下もとから震えがきた。

　深呼吸をしつつ、プールの中央で如月と数メートルの距離を取って並ぶ。離れすぎるとデュエットだと見み栄ばえがしないので、いつもよりは頑張って近づいていた。水面は輝いたり静かになったり。陽光が照るかどうかで機き嫌げんを変えている。

　ざっとプールサイドを見回してみる。

　……男子追放会も来てるんだ。

　北きた村むらさんの顔があり、その横には松まつ本もとさんもいた。どちらも腕を組んでいて偉そう……なんだけど。ちょっとだけ北村さんの様子がおかしいように見えた。

　……なんというか、普段ほどの怖さを感じない。目つきもいつもより険しくないような……。ただ、俺と目が合うとふんっとそっぽを向く辺りは変わっていない。やっぱりいつも通りか。

『親しん睦ぼく会かい実行委員の二人がシンクロナイズドスイミングを披ひ露ろうするよー！　練習期間はなんとたったの一週間！　しかも片方は男嫌い、片方は女性恐怖症というびっくり体質の持ち主！　さあ、どんな面白い──ステキな演技を見せてくれるのかな！』

　わざと言い間違えた途端、どっとプールサイドに立つみんなが沸わく。……でも、お陰でこっちも硬さが取れたかも。

『それではお二人とも、お願いしまーす！』

　その声を合図に、音楽が鳴り始める。一昔前のノリの良い女性ボーカルＪＰＯＰ。俺達の世代でも聞き覚えのあるヒット曲だ。曲は理事長のチョイスだった。

　ペンダントを握る如月きさらぎと顔を見合わせ──にこっと春爛らん漫まんの笑え顔がおを顔面に貼はり付けた。

『みそちゃん可愛かわいいー！　こうちゃんきんもー☆！』

「ええ!?　俺キモい!?」

　どっと会場が再び沸く。思わずつっこみを入れてしまった。笑顔の練習も鏡の前で頑張ったのに……キモいだなんて……。

「ほら、小こ熊ぐまくん！」

　はっとする。そうだ、今は演技。幸い体の力は抜けてる……それにキモいならキモいでいいさ。今さら恥はずかしがっても仕方がないし、たっぷりみんなに俺の顔を見せつけてやる。

　ちゃぱっと二人して手を伸ばし、ボーカルに合わせてくるくると回る。ごぼぼぼと水の中に潜もぐり、ぎこちなく一回転。常に如月を気にするのを忘れない。

　同じタイミングで水面に顔を上げ、ぱっと腕を天井に向かって伸ばす。顔はもちろん満面の笑顔のまま……。

『意外なことにタイミングがあってるー！　凄すごいよ二人とも！　相性良いんだね！』

「「よくないです！」」

　笑顔のまま大声で叫さけび、観客の笑い声を受けながら再び水の中へ……。ごぼぼぼと体を包む水の音。体に纏まとう泡がこそばゆい。

　水の中や上を出来るだけ舞うように──というより踊るように演技を続ける。簡単な振り付けなので間違いは無い。それに俺達は始めた時から呼吸が合っているのだ。

　水中に戻り、今だけのパートナーの方を見る。

　──すごい、如月頑張ってる……！

　水が苦手なのは変わらないはずなのに、如月はきっちり演技をこなしていた。彼女の頑張りが伝わってきたのか、体に力が溢あふれてくる。如月の近くにいるという恐怖感が段々と薄れてきた。集中してきたのかもしれない。

　水の中でちらりとアイコンタクト。気持ちが伝わり合っているような感覚。

　ぎこちない演技は笑いを受けながらも問題なく続いていく。難しいと思われていたベントニー、バレーレッグ、フラミンゴのコンビネーションも綺き麗れいにこなして……。

　しかし最後のサビの部分に移る直前、

『あ、あーっ！　みそちゃんだいじょぶっ!?』

　ゆうひ先輩の声で、水の中なのに毛穴が開く感覚があった。

　横を見れば、身もだえるようにして水面を叩たたいている如月きさらぎの姿……!?

「如月っ！」

　慌あわてて彼女の元へ向かう。溺おぼれてる、まではいってないと思う。体勢が崩れてるだけだ。それに彼女自身、床に足をつかないままで体勢を整えようとしているみたいだった。演技中は床に足をつけないって決めてたから、彼女はそれを守ってるんだ。

　如月の表情は必死そのもの。頑張りが伝わってくる……。

　──ってそれどころじゃない！　と、とにかくサポートしなきゃ！

　水の中に潜もぐり、彼女の体を抱え上げ──

　むにっ。

（う…………）

　如月の尻しりを思いっきり掴つかんでしまった。スクール水着越しの柔肌の感触が掌てのひらに広がる。しかし力を抜くわけにもいかず、彼女の下半身を撫なでるようにして体勢を整えてあげた。

　そして水面に同時に顔を上げれば、笑え顔がおのままほんのり頬ほほを染めた彼女が目の前にいて──

「スケベッ」

　音楽のリズムに乗って、ぴしっとデコピンされてしまった。もちろん俺も笑顔のままだ。

　そんな奇き妙みような俺達に、ざわめいていた観客のみんながどわっと大笑い。……よ、良かった、演出って思ってくれたのかな。

　そうして客からの拍手と笑い声を受けながら、演技は最後の場面へと移る。

　二分ほどに編集された音楽に合わせて如月に近づき、お互いの両手を合わせた。

　正面から見る彼女の表情は──仮面ではなく、本気の笑顔のようだった。頑張ってる時は素顔が出てくるのかもしれない。

　──こいつはこういう顔の方がいいのに……。

　如月のこういう素の表情を見ると、なんだかほっとするのだ。桐きり島しまさんに告白してもらった時は胸が熱くなったけど、あれとはまた違う感覚た。

　ラストに迫せまり、俺達はさらに体を寄せた。如月が俺の首に、俺は彼女の腰に手を回す。

（小こ熊ぐまくん、大丈夫？）

（大丈夫。蕁じん麻ま疹しんさえ気にしなければ……！）

　息切れしながら耳元で囁ささやき合い、鼻が触れる距離から見つめ合う。目と目で繋つながっているような気がする。

　──成功させよう。

　共有しているのはそんな気持ちだ。

　如月が腰にそのしなやかな足を回してきて、俺は水底を足で噛かんで彼女の細い腰をぎゅっと抱き寄せる。如月きさらぎのお腹なかから下の部分が俺の体に密着し、ざらついたスクール水着と柔らかな肌のぬくもりが伝わる。

　太陽が顔を見せ、プールに光が満ちあふれる。スポットライトのような陽光。きらきらと陽光を弾はじく水の中で如月と抱き合っていた。

　ラスト──

　ギターがかき鳴らされ、ドラムが最後に一つ大きく音を鳴らす。

　瞬しゆん間かん──俺達はぴんと伸ばした片手を宙に突き出す。飛び散る水滴が光を受けて宝石みたいに舞い踊る。チューリップのイメージ。

　──完璧……！

　俺達の体は綺き麗れいにポーズを描えがき……水の中で、瑞みず々みずしい二人だけの花を咲かせた。

　肩で息をする俺と如月。顔には嘘うその無い本物の笑え顔がお。そして集まるみんなの視線……。

　──成功した？

　如月と二人でそんな視線を交わすと同時……。




『二人とも、とっても素敵な演技だったよ！』




　ゆうひ先輩のそんな明るい声が響いて──どっとみんなからの万雷の拍手が鳴り響いた。

　耳を聾ろうするくらいの拍手。観客は殆ほとんどが笑顔だった。……すごかったぞー、面白かったぞーって声が聞こえてくる。びっくりするくらいの大歓声……。

『タイミングってそんなに合うものなんだね！　ゆうひ、びっくりしちゃった！』

　歓声があまりに大きいので、ゆうひ先輩の声にも「え、え？」と戸惑いながら、如月と抱き合ったままでみんなにありがとうと頭を下げる。くるりと回ってもう一度、回ってもう一度──と繰り返しているうちに、

「「あ…………」」

　俺達は同時に声を漏もらしていた。

　男女の境目が無くなっている。生徒の輪のハサミで切っていたようだった部分が、魔法で修復されたみたいに繋つながっていた。境にいた男子と女子が、なにか話をしたりしながら、俺達を見て歓声を上げている。

　桐きり島しまさんの姿も見えた。彼女もさっき見た時よりも、明るい笑顔を浮かべて手を叩いてくれている。

　そして──男子追放会だ。松まつ本もとさん達も、拍手は送らないまでも──悪い顔はしていないと思う。雰ふん囲い気きが柔らかくなっている。

　そして北きた村むらさんは……微笑を浮かべて、拍手をしてくれていた。

　如月と二人、顔を見合わせて──自然と笑顔が浮かぶ。

　──やった……。

　成功したんだと実感が湧わいてきた。よかった。頑張った練習も、下着ドロ事件の解決に奔ほん走そうして、女装させられたりしたのも全部無む駄だじゃなかった……！

　達成感に如月きさらぎと二人、みんなの拍手の中でそのままでいると──




『……えっと、ところでさ。こうちゃん、みそちゃんとくっついてて大丈夫なの？』




　そんな何気ないゆうひ先輩の声が聞こえてきて、俺達は目をぱちくりと見合わせた。

「…………」

　見つめ合ったまま、一、二、三……。




　ブツブツブツブツブツブツブツブツブツッ──!!




　そのまま変身するんじゃないかというくらいの勢いで、蕁じん麻ま疹しんが噴き出してきた。

　如月から弾はじかれるように飛び退のいて、水の中に背中から落ちる。その途端、歓声が一転、どよっと不穏なざわめきに変わる……。

　──あ……やばい……。

　過去に向けられた奇異の視線が蘇よみがえる。みんなの目が変わっていく。頑張った人を見る目から、奇き妙みような生き物を見る目へ。

　今までずっと味わってきた、侮ぶ蔑べつと嘲ちよう笑しようの空気──

「聞いてください！」

　瞬しゆん間かん、如月が大声で叫さけんでいた。

「こ、これは、小こ熊ぐまくんの体質なんです！　女性に触れると蕁麻疹が出る、女性恐怖症という世にも珍しい特殊体質！　彼はこの体質を治すため、この女だらけの学園にやってきたんです！　このシンクロも体質克こく服ふくのための一貫……見事やり遂げた彼に、盛大なる拍手を送ってあげてください！」

　それは、良く通る訴えるような声で……。

　一いつ瞬しゆんの間の後──またも大きな歓声が巻き起こる。俺は体をさすりながらも、目をしばたたかせてみんなに視線を向けていた。

　……気味悪がってる目が、消えた。

　みんなさっきと同じ、頑張る人を見る目に戻っている。如月に顔を向けると──彼女ははあはあと肩を上下させながら、俺に応えるように微笑を浮かべて……。

「あ、ありがと、如月……」

　そう声をかけると──彼女ははっとしたようにそっぽを向き、いつものポーカーフェイスに戻ってしまった。つんとした唇くちびるに愛想の無い顔つき。仮面のように見えるし、本当の顔にも見える。普段の如月きさらぎの表情だった。

　彼女らしい顔……それを見ていると、思わずふっと微笑が浮かぶ。

　──これはこれでこいつらしいな。ホントにありがと、如月。

　胸に感謝の気持ちを抱いだいていると──会場の拍手が少しずつ小さくなっていく。みんな表情が柔らかくなっていて、演技を始める前より楽しそうだ。

　大きく深呼吸して、如月と二人、プールサイドへ向かう。……これで俺達の出番は終わりだ。

　如月が先に手すりに手を掛け、プールから上がる。

　と──そこに待っているのは寮生達だった。珠たまちゃんを始め、みんな笑え顔がおを浮かべている。竜たつ浪なみですら、ぎこちないながらも微笑を浮かべてくれていた。

　彼女達からタオルを渡され──俺と如月は顔をもう一度だけ見合わせる。

　親しん睦ぼく会かいまで色々あったけど……。

　俺は如月と一いつ緒しよに、やれるだけのことはやれたのだと思った。
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「ちょっとー。竜りゆう子こちゃんとゆうひちゃん、つまみ食いしちゃダメよー？」

　理事長と珠たまちゃん、それに如月きさらぎが広いベランダの猫ねこ柄ビニールシートの上に料理の皿を並べている。そしてちまちまとつまみ食いしようとする竜たつ浪なみとゆうひ先輩……。会長は俺と限界まで離れた隅っこで、庭の桜をぼんやりと眺ながめていた。

　俺はベランダの手すりに背中を預けて、欠伸あくびを一つ。

「……平和だなあ」

　親しん睦ぼく会かいが終わって四日。日曜日の昼下がりは平和そのもの。四月の晴れ渡る蒼あお空ぞらにはパイプの煙のようなちぎれ雲が一つ二つぷかぷか浮かんでいる。

　手すりに肘ひじをつき、外に目を向ける。頬ほほを撫なでる春風……。

「……綺き麗れいだなあ」

　この寮は少し坂を上った所にあるため、ベランダからは海が一望出来るのだ。庭には散り際のソメイヨシノ。海側には都会とは違う背の低い住宅の屋根、光を穏やかに弾はじく煉れん瓦が。静かな浜辺と透き通る広大な海。遠くに浮かぶ模型のような船と、さらにその向こうに蜃しん気き楼ろうのように広がる水平線……。こういう風景が楽しめるのは、リゾート地のホテルくらいかと思ってた。

　すう、と息を吸うと、潮風と桜の匂においが混ざり合い、開放感と温かみのある自然の香りに包まれる。

「ほら小こ熊ぐまくん、ぼーっとしてないでお皿そっちに置いて」

　如月に声をかけられ、振り返ろうとすると──

「お…………」

　寮の傍わきの道を、男女のカップルが歩いているのが見えた。両方とも見覚えのある顔だ。

「意外だよねー。一番男子と縁がないと思ってたコが、浜はま之の宮みや学園のカップル第一号なんてさ」

　ゆうひ先輩が眼下の二人を眺ながめてしみじみと言う。

　そう──この前の親睦会の翌日、学園初のカップルが誕生したのだった。

　ある女子に告白したのは２年Ｂ組の男子、中なか谷たに秀ひで樹き。学年トップにも何度か輝いたことがあり、しかもスポーツも万能な学園きっての優等生だ。この男、なんと俺にトイレで絡からんできた、頬ほほにほくろのあるあいつだったのだ。……好きな子がいるから、中谷はあの時怒ってたんだな。

　そしてそのお相手は──

「北きた村むらさんが、男子と付き合うとは思わなかったわ……」

　如月がコップを並べながら、眉み間けんに皺しわを寄せて首を振る。ペンダントもきらりと揺ゆれた。

　彼女の言うとおり──眼下を歩くカップルのうちの女子は、あの北村道みち子こさんなのだ。中谷に告白を受けて、驚くべきことに受け入れてしまったらしかった。

　談笑する中谷と北村さんをぼんやり眺める。二人とも楽しそうだ。北村さんは別人と思うくらいにほがらかな笑え顔がおで、その、女の子らしくというか……可愛かわいらしくなっている。桐きり島しまさんの告白に居合わせた時から、ちょっと雰ふん囲い気きが違って見えたのは間違いじゃなかったんだろう。

　男を別世界の人間と見る彼女には、俺に告白した桐きり島しまさんのことが衝撃的で──中なか谷たにに告白された時は、すでに男子に多少なりとも興味を持ってたんじゃないかって思う。

「まあ、こちらとしては男子追放会が解散に向かっているので、ありがたいのですけれどね」

　そよ風に髪を遊ばせる会長も、遠い目で二人を眺ながめながら一言。……そうそう、男子追放会もこのままだと消滅しそうな流れだった。中心人物の一人である北きた村むらさんが男と付き合い始め、他の会員もあの親しん睦ぼく会かいで男子への抵抗感が薄れたようで……存続する理由が無くなってきているのだ。

　終わってみれば親睦会は大成功だった、ということだ。今後も男女の距離は縮ちぢまっていくのではと思う。

　と、気がつけば、他のみんなも二人のことを眺めていた。

「変わるものだな。あれがあの北村か……」

「ステキな笑え顔がお、ですね……」

　竜たつ浪なみも如月きさらぎと同じように眉み間けんに皺しわを寄せている。珠たまちゃんは笑顔だけど……ちょっと首を傾かしげているようにも見えた。

　彼女達の反応を眺ながめていると──理事長が後ろから女性陣に声をかける。

「ねえ、あなた達は彼氏とか欲しいと思わない？」

　突然の質問に、俺が目をしばたたかせ──ようとした時には、みんな揃そろって即答していた。

「思いません」「思わないが」「思いませんわ」「思いませんっ」

　如月、竜浪、氏うじ家いえ会長……さらに意外なことに、珠ちゃんまで迷うことのない答えだ。

　ただ、ゆうひ先輩だけは少しだけ間をおいて、

「ゆうひは、そこいらの普通の男子に興味無いからねー……」

　こちらもちょっと毛色の違う答え。二重に長い睫まつげの綺き麗れいな目は宙を向き、遥はるか遠くを見ているようで……。

　そんな五人の姿を、俺は一歩退ひいたところから眺める。

　……どんな事情があるんだろう。

　彼女達のことは、親睦会に繋つながる騒そう動どうでちょっとだけ分かった気がする。少なくとも、みんな優しい子だってことは理解できた。如月も、竜浪も会長も、ゆうひ先輩も珠ちゃんも……友達を大事にする、すごく思いやりがある女の子達だ。

　だから……知りたい。

　事情を知って……なんとかしてあげたい。きっと彼女達には、なにか後ろに抱かかえているものがあると思う。如月には、ペンダントと家族のことが聞けた。その後に養護施設で男性嫌いになったっていうことも話して貰もらえた。でもたぶん、彼女にはまだ他にも事情があるんじゃないかって思う。……他のみんなにも、もっと踏ふみ込んでみたいって思うんだ。

　……女の子って、恋をすると別人みたいに輝くんじゃないのかな。

　如月きさらぎ達だって……恋愛が出来るようになれば、今の北きた村むらさんみたいに幸せな顔をするようになれるかもしれない。

　でも……と眉まゆを寄せる。

　──俺が彼女達の助けになれるとしたら……そのためには、女性恐怖症を治すことが必要だと思う。如月も恐怖症はきっと治るって言ってくれた。追い詰められたときに如月から離れたいって思った時は、心底この体質が嫌いやになった……。

　色々なことのためにも、この女性恐怖症は治すべきなんだ。

「………………頑張ってみよう」

　ぽつりと呟つぶやくと、理事長がちらりとこちらに視線を向けてくる。

　俺の表情で、大人の彼女にはなにかが読み取れたのかもしれない。理事長はふっとどこか優しげに微笑して、静かにシートに腰を下ろす。

「それじゃ、歓迎会始めましょうか」

「……え？　歓迎会？　ただの食事会じゃないんですか？」

　目をぱちくりさせる……と、みんなが俺に座ることを促うながしてくる。

「ほら、そんな鳩はとが豆鉄砲くらった顔してないで座りなさいよ。小こ熊ぐまくんの歓迎会なんだから」

　如月はつんとしたポーカーフェイスでそんなことを言う。え、え、と驚いていると、みんなも座って俺を上座に置いた。俺の斜め前には如月と、竜たつ浪なみが腰を下ろす。

「……か、歓迎会って、どうして？」

「どうしてって……当然でしょ。入寮者には歓迎会。これ常識よ？」

　すました顔で、しれっと答える如月。周りのみんなもうんうんと頷うなずいている。

　──歓迎会……ってことは、みんなが俺を受け入れてくれたってこと？

　俺の入寮を快く思っていなかったはずの如月、竜浪、会長の三人も──反対する気はまったく無いようだった。

　ぽりぽりと頬ほほを掻かいて、ひとまず感謝に頭を下げてみる。

「え、えと……ありがと……」

「ふん。感謝などいらんわ。当然のことをやっているだけなのでな」

「そうですわね。大人しく歓迎をお受けなさいな」

　竜浪のぶっきらぼうな言葉もそこまで棘とげが無い。会長も……俺を認めてくれたのか。

　……じんわりと、あったかい気持ちが胸に湧わいてきた。

　ほうっと息をついて、横に座る如月の顔を見る。……こいつが俺を受け入れてくれたのが、一番嬉うれしいかもしれない。彼女があの時、女性恐怖症を説明してくれたお陰で、学校で妙みような目を向けられることはまったく無くなっていた。

　彼女の姿を横目で見つめながら──そういえば、と思う。

　どうして如月きさらぎとのシンクロの最中は、蕁じん麻ま疹しんが浮かばなかったんだろう。

　異性とあんなにくっついていたのに、恐怖心が湧わかなかった。むしろ頑張ってる彼女を見ると、なんだか俺も頑張らなきゃって思えて……蕁麻疹どころじゃなかった。

　あの感覚は……ドキドキしてたってわけじゃない。……如月の素の顔を見るとなんだかあったかい気持ちになって……彼女のためにも頑張ろうって、そんなことで頭が一杯だった。

　……いやまあ、シンクロの時は緊張も相まってちょっと興奮状態にあったせいかもしれないんだけど。ああいう感覚は、初めて経験したんじゃないかな……。

「さ、始めましょうか。小こ熊ぐまさん、コップをお持ちなさい」

　氏うじ家いえ会長の声にはっとして、言われた通りにコップを持つと、珠たまちゃんが体を離してとくとくとコーラを注いでくれる。

　と、ゆうひ先輩がみんなを見回して、最後に俺に向けてにこっと太陽に負けない笑え顔がおを浮かべて、コップを掲げ……。

「新しいいるか寮の仲間に、かんぱーい!!」

「「「「「かんぱーい！」」」」」

　良く通る声が春の空と海に突き抜け、俺達も一斉にグラスを持ち上げて──

　ぶわっと、潮混じりの春風が吹き抜けた。

「あ…………」

　思わず声が漏もれてしまう。この町の風はいたずらっ子だった。

　俺の横にちょっと足を崩して正座する如月──そのスカートがふんわりとめくれ上がったのだ。白い太ふと腿ももが露あらわになり、少し膝ひざを開いていたせいかその奥に純白のぱんつがちらりと見えて……。

　──綺き麗れいな足……それにこうして見るぱんつはまたエロっぽい……。

　そう考えた瞬しゆん間かん──べちんっと頬ほほに熱い衝撃……！

「やっぱりスケベなんだから……！」
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　スナップの効いたビンタを見舞う如月にごめんなさい、と謝る暇も無い。頬に触れた彼女の掌で、ブツブツブツッと蕁麻疹が浮かんできた。

「……シンクロでいきなりあれだけ呼吸が合うって普通はないし、相性はすっごく良いはず。……ふふ、ケンカしてればそのうちくっついちゃうかもね」

　そして理事長が妙みようなことを言うのが聞こえ──俺は頬をぶたれた勢いのままに天を仰あおぐ。

　──空が青いなあ。

　そんなことを考える。これから二年間、この空の下で生活していくんだ。

　もういるか寮に入ったことに後悔なんてしない。




　海風と桜が触れ合う香りの中……。

　俺──小こ熊ぐま浩こう一いちの、いるか寮での生活が始まった。







　あとがき




　初めての方は初めまして。前作から読んでいただいている方は、お久しぶりです。

　こんにちは、辰たつ川かわ光みつ彦ひこです。




　さて、こちら新作になります。まずは作品の紹介をば。




　女子寮を舞台にした王道ラブコメです。ちょっとドキドキなシーンもあり……作者が辰川なのでこれは当然ですね。

　女性恐怖症の主人公が、恋愛を否定する女の子達が暮らす女子寮に放り込まれてどんな毎日を送っていくのか、一ひと癖くせも二癖もある寮生達とどんな関係を築いていくのか。

　気になる方は本文を読んでいただければと思います。ほのぼのしてたりシリアスだったり。だけど最後はやっぱりほのぼのニヤニヤ。

　今作はそういうラブコメが好きな方にオススメです。




　ちなみに女子寮ものだと、僕は高校時代に『ラブひな』にハマっていました。ギャルゲ、漫まん画がだと女子寮ものは定番ジャンルですが、この神作品が金字塔になっていると思う。なに、暗い青春だったのかって？　僕は後悔していない。それくらいの傑けつ作さくです。

　なおついでに、辰川の前作を好いていただいた方にオススメの漫画は『カノジョは官能小説家』『ゆず文庫ＣＬＵＢ』。両方面白い作品です。負けていられないなあ……。

　漫画やギャルゲの話になると熱が入ってしまいます。辰川の作品を読んだ後で、これらを読んでみるのもいいかもしれません。読んだ後でね。




　さて、あとは近況報告などを……。近況……なんだろう。何もない。びっくりするくらい何もない。部屋が汚いとかペットボトルくらい捨てろよとかダンボール纏まとめるくらい四歳児でも出来るのになんでやらないの？　あと穴の開いた靴下は捨てろ！　笑いのネタにもならんわ！

　といった風に作者の不ぶ精しようアピールしても読者的にはウンザリだと思うし……。

　あ、そうだ。ファンレター。

　前作を書いている際にファンレターを送ってくださったみなさん。本当にありがとうございました。僕はあのお手紙のお陰で救われました。心から感謝しております。

　お返事はしたいと思っているのですが……作家の癖にいざ手紙となると病的な筆不精になってしまうもので、どうにもお返しが出来ず。申し訳ありません。特に長いお手紙を送ってくださった方には「これはお返事しないと……」と思うものもあるのですが……申し訳ないです。

　うーむ……真ま面じ目めな話、ユーキャ○の講座でも取って、字やイラストの練習をした方がいいのかもしれませんね。字が汚いんだ僕は……。




　それでは、関係者各位への感謝に移らせていただきます。

　担当編集者の和わ田ださん、土つち屋やさん。毎回色々とありがとうございます。迷惑かけまくりで申し訳ない……。まだまだ上達しますので、よければ長い目で見てお付き合いくださいませ。

　イラストのPikazoさん。素敵なイラストをありがとうございます！　美み空そらを見た時はいい年こいてキュンキュンしました。坊主頭の髭ひげ男おとこ（作者）が頬ほほを赤らめている姿をご想像ください。今後ともよろしくお願いいたします！

　前作に引き続き、僕はイラストレーターさんに恵まれています。その分しっかり頑張らないといけません。頑張るぞ！

　校こう閲えつさん、印刷所の方々など、作品完成に携たずさわる皆様にも心からの感謝を。作品が出来るのは皆様のご協力あってこそです。ありがとうございます。

　そして支えてくれる家族のみんなにも忘れず感謝。宣言しておきますが、次の正月は僕もハマグリを食べます。




　それでは、物語の始まりとなります。長く続けられればいいなあ……と思うシリーズです。

　読者の皆様にもお付き合いいただければ、作者としてこれ以上の喜びはありません。





辰たつ川かわ光みつ彦ひこ
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辰たつ川かわ光みつ彦ひこ

外を走るのと並行して心肺機能を鍛えようと思い、エアロバイク買いました。全力で漕いでいれば効果はあります。が、これを買ってからは外を走らなくなってしまいました。結局引きこもりですよ。救えねえ。
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Pikazo

ロリとふたつ結びとパンツをこよなく愛する、バンテリン愛好家。飲むヨーグルトが主食です。
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